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　日本では 1970 年 めから出生数が年々 少したことで、少子化社会を え、
大学生の人数に大きな影響を及 した。図 1-1 をみると 70 年代生まれの子ど
もが大学へ進学する 20 年後の 1992 年に 180 人（高等学校 業者数）を
ークに 少に じている。現在の予 でも、子どもの数が増える見込みはな
く、 やかに人口 少が進んでいる。
　一方で、大学の設置数をみていくと 2018 年には 782 大学設置されており、
増している（図 1-2）。社会的に大 者を する流れ、専門性のある学部
の再編、女子学生の 得、学校法人の経営的な状況を加味して、大学が増えて
きた。それにより、多くの学生に門徒が広がり大学進学率も上 させてきたが、
現状では 3 割以上の大学で定員割れを起こしている注 1-1、文 1-1）。
　大学増加に伴い、私立大学では 要と供 のバランスが難しくなり、さらに
学部再編による専門分野の幅が広がったことで、受験生ニーズの高度化、選択
の多様化、地域 によって な学生を 得する動きが起きている。 は受
験生同士に まらず、大学間で しさを増しており、特に地方の小規模の私立
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　日本の教育は、機会 等の理 を達成し、国 の教育水 を高めることで社
会の発展に 献してきた。しかし 21 世 以 、大学教育については、国際的
な 環境下に置かれ、知的活動によって社会経済をリードするために、専









一 に共通した認識のもとに立ち、学生の学習時間注 1-3）の増加と、 年 教
育の充実などを図ることを重要視している。また、知的活動、職業生活におけ
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　「新たな 来を築くための大学教育の 的 に向けて（ 申）（2012 年）」
文 1-6）では、個人から社会まであらゆる変化による 来予 の困難さ、さらな
る国際化によるグローバル人 への育成が急 と考え、 来目指すべき社会像
を く構 力 うことを目標に掲げている。具体的には、学力の 的 を掲
げ、自ら問題を発見し、 するための を見定める能力である。これらは、
「主体的な学び（アク ィ ・ラーニング（以下：AL)）」注 1-4）と ばれ、個々
の学習だけではなく、教授方法から学生個々の学習スタイルに応じて、能力を
ばす学びである。
　この目標に った背 として、再度、諸外国に比べ学修時間が いという指
















　文科 は、AL 注 1-6）を支えるために大学図書館の充実を掲げた。大学図書館
には、開館時間の 長、グループ学習の場所など、資料の保存管だけでなく、
利用者目線の施設整備が求められるようになった。第 2 期教育 興基本計画文
1-8）でも、学生の主体的な学びのために大学図書館の活用が促されている。
　また、「大学図書館の整備について（審議のまとめ）」文 1-9）では、大学図書
館注 1-7）の在り方が大きく 2 つ示された。













































　また LC 導入当 は、 国に習って図書資料と司書との 和性を重視して、
図書館内に整備してきた。しかし、2010 年代に入り、LC は利用のしやすさを
意識して図書館以外に設置される事例注 1-10）も増えてきた。これは、審議のま
とめ文 1-10）において、「利用者の利 性を 先して部 等に展開することも 定
される」とし、設置 置の多様化が進んだ。しかし、いずれの設置 置でも、
学生への主体的な学びを行う姿勢に変わりはない。
　文科 の学術基 実態調査文 1-11）によると、LC を むアク ィ ラーニング
ス ース注 1-11）の設置数は、2009 年から 10 年の間で 6 に増加し、年々増







　また、アク ィ ラーニングス ース内でのサービス内容を図 1-5 にみる。
ここでは、図書館数を母数にしている。多くの大学でグループ学習ス ースや
プレ ン ーションス ースが設置され、会話ができる場所として整備されて
いる。学習・研究サ ートは、62 の図書館で実施され、うち、分野別学習相
、IT サ ート（電子機器の利用・ 作方法）は 4 割程度である。
　
　読書離れが進んでいるという報 文 1-13）は多くで目にする。全国大学生調査文
1-14）によると、一か月に本を利用しない人は、10 年間で、3 割から 5 割に増加
している（図 1-6）。 内文 1-15）によると、1960 年代は 書籍総数の 3 分の 1
が大学生（当時、人口の 2 が大学生）であったと報告し、現在の読書利用
の低さが分かる。この要因として、読書習慣がないまま大学生になっているこ
とが影響している。また、ス ートフ ン利用も影響の一つに げられ、利用
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ナログ）を めた イ リッドな利用で学習や情報収集が求められる。学問は、
過 の知の 積をもとにして新しい知を 加する営みである。長年かけて 積
してきた 大な知の を十分に活かすことは、アナログに限らずデ タル情










































　 ッセ教育総合研究所が 4 年毎に実施している学生アンケートの結果文
1-18）（図 1-7）によると、「施設・設備（図書館、ラーニングコモンズ、インター ッ
トの利用など）」の 目に対する 足度は、「とても 足している」が 2018 年
には 15 程度に まり年々低下している。
　日本学生支援機構が 2 年毎に実施している調査文 1-19）（図 1-8）では、「図書
館・自習室などの学習支援施設など」について 7 割が 足している。しかし、
前回調査に比べて横ばいで、LC が増加していても、 足度は高まっていない。
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置いた。そのため、私立大学注 1-13）において LC の設置形態が異なり、中 図
書館をキャンパスに持つこと、複数の学部及び学部生から大学院生まで在籍し






























































































　先に述べたように LC は、開架閲覧室では えない機能を持ち、会話を伴う




　これらは、図書館情報学用語辞 文 1-25）をみても同様の記載がある注 1-14）。
　LC は、多くの文献でソフトや ードの機能を包 して 置付けているが、
本研究では LC の「会話ができる」に着目し、学習場所として捉えていく。




















習など、講義とは直接的にかかわりのない学びもある。一 的な 学習 は、
































共図書館は、1950 年代ごろ注 1-15）より東京大学 武研究室が先導して研究が進
められ、配架方 の違いによる出 シス の分類や、都心部における利用
域など、現在の計画に多くの知見を える成果を 積してきた。
　一方、大学図書館の研究は、1960 年前 から、先進的である 国の事例を
まえ、 によって研究が進められた。そして 60 年代後 に利用実態を捉
えて研究が進められるようになった。本 では、利用実態を捉えることになる
1960 年後 から現在までの大学図書館と LC の研究を先 的流れを まえて
整理し、研究の 置づけを行う。
　
　1960 70 年以 、大学図書館が学生に開かれた学習場所として成立し、全








　佐藤ら文 1-29,30）は、 都 の大学で来館者全員を対象とし、出 シス 別
の図書館利用実態調査を通して、利用目的、滞在時間等の来館状況を把握して
いる。それにより、利用目的に応じて滞在時間は異なり、 閲覧者（閲覧席の
みの利用）が来館者の 30 以上を めていることを報告している。
　
　大学図書館の施設計画指針の一つである大学図書館施設計画要 （S.41）に
は、 切な規模計画の基本となる 書数に関する基 には全く れられていな




代からみた資料の 命の長さ文 1-33）、教員の 利用の実態文 1-34）を整理し、規
模計画の主要な要素である資料配架の必要面積の 定の 組みを捉えている。




た、平 あたりの 書 数や、学部図書館の図書資料の受入状況を明らかにし
た文 2-35~37）。
　さらに、 原らは、 都 の全面開架 を 用した 4 大学（筑波大中 ・筑
波大 学・ICU・東京工業大）を対象にアンケート調査によって、利用者によ
る閲覧席の利用実態の把握を行い、佐藤らの研究から 10 年ぶりに利用者の
実態を詳細に把握した研究がされた文 1-38,39）。そこでは主に 6 つの点が明らかに
なっている。 ーク日（試験期）は、平 入館者数の 1.5 2.7 になる。
利用者の滞在時間は、6 割以上が 1 時間 の利用である。 学部生、学習
利用、 閲者（席のみ利用）が多いことで学習図書館としての 置づけを示し
ている。 1 回の来館でのス ース利用は 1 か所強、 図書閲覧利用が中心で
出、複 、新聞のセットでの利用も多い。 着座率（座席の まり具合）は
平 で 13 20 程度で、 ーク時でも 3 割である。館内での利用行動はサー
ビス内容によって され、学問 域に対応した図書資料の利用のし さが必
要になることを述べている。






　規模計画の後、 らは筑波大の 3 館を対象に、調査を通常期と試験期に分
け、 ーク時を考慮した大学図書館の座席 定の指標を示している。目 とし
て、最低座席数（筑波の場合 822 席） 試験期の最多入館者数 一日の





したものは、1990 年 から 10 年間において研究成果が非常に少ない。一方、






　山 ・和田ら文 1-49）は、大学図書館実態調査より、館内の 面積や 書 数
17
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を整理し、図書館内のス ース 足を し、情報ス ースの検討が必要であ
ると述べている。




　さらに利用の経年変化と無線 LAN 環境等の 及による変化を捉えるために









　立 文 1-54）は、横浜国大で行動観察調査を行い、利用者を 4 つに類型（ 個
人で集中して学習する利用者、 PC を使って学習する利用者、 グループで
相 や をしながら学習する利用者、 グループで静かに学習する利用者）
している。








　LC が整備され始めた 2010 年 以 は、LC を対象にした研究が多く 見さ
れる。様々な視点で研究が進められている。　
　日本で LC が導入されはじめた 、加藤ら文 1-61~67）は、PBL 教育の重要性を







　また、加藤・藤田文 1-68）は、三重大の 2 つの LC（図書館内と別棟）での目的
の相違から、使い分けて利用していることを述べている。また、職員と学生の
利用実態が 離していることを明らかにした。
　山岡・ 辺ら文 1-69）は、 都 の大学における LC の配置 置を分類している。
その他 TA・SA の人員を確保することにより、図書館スタッフの 担軽 につ
ながることを整理している。重田・ 川文 1-70）は、 180 大学の図書館職員に
よるアンケート調査を行い、LC の設置経 等の学習環境整備状況を整理して
いる。 部・ 目文 1-71）は、全国の国公立大学を対象に、LC の整備状況を把握し、
設置 置の分類と、 や新聞コーナーが LC に する傾向を整理している。
有光・田中文 1-72）は、九州地方の大学で LC の有無などを調査し、LC における
静と動の空間のつなぎ方や館内での 置関係を考察し、LC と他のエリアの両
方を利用した相 利用を捉えている。 、 文 1-73）は、職員への アリン
グ調査を行い、LC の設置形態を「図書館併設型」と「独立型」の 2 つに分類し、
メリットとデメリットを整理し、図書館併設型は、音環境の選択、個人利用し
やすく、独立型は会話がしやすいことを述べている。
　中原・ 本文 1-74）は、閲覧室と開架書架の 置から、LC の配置構成を調べ、
形や細長の形状において、多様な配置構成があることを報告している。
　 ・ ・ 文 1-75）は、2012 年に増改築を行った千葉大で、試験期と休
期に調査を行い、試験期には個人席でもグループで利用するなど混 する
ことを報告し、座席の多さは混 を引き起こすと指 している。 間・込山文




　 ・田上文 1-78）は、ア アの先進事例と国内の事例から、LC 利用において、
個人学習の行為が頻 であることを報告している。また ープンな空間ほど、
個人から共同まで多様な使い方がされていることを捉えている。
　 部・横山ら文 1-79）は 8 施設の LC を対象に、121 類の活動パターンを整理
している。個人用机や、多人数用の机は 2 人までの利用に まることを捉え、
多様性を高めるために 具の 類やその 具が機能させる必要を述べている。






　 ・ ら文 1-81,82）は、図書館やメディアセンターの使われ方、設計者・
運営者への き取りを通して、音の運営・管理の問題について言及している。
キャンパス内にある AL 型教室、LC、コ ニケーションス ースを対象に、
授業の観察などを行い、 や境界が な学習場所は多様さを生むことがで
きるとし、階層的に静かから活動的な空間がある事例を報告している。









　大山・田中・中井文 1-87,88）は、館内での利用行為と滞在場所から PC のある席
は、利用者数が増加することを報告している。























LC は、他の ープンス ースより、利用人数が多く、人数に応じて場を選択
していることと述べている。
　利用者の動線変化を計 ・予 する SS（ス ースシンタックス）理論を用
いた分析もみられた。川角ら文 1-96）は、図書館改修前後の空間の から、CG
モデリングによって の有効性を確認している。大村・ ・ 辺文 1-97）は、
筑波大で、館内のそれぞれの空間がどれだけ繋がりを持っているかを 定し、
LC が中心的な 置にあること明らかにしている。
　また、鈴木、 目文 1-98）は、LC の学習支援に着目し職員へ アリングから、
学習支援や機器使用の 問が職員の 担になっていることを報告している。
　
　以上、開架閲覧室と LC の 研究の流れを読み取った。1990 年 までは、
図書資料の利用・管理に着目して研究がされ、図書利用に限定して利用実態を
捉え、計画論へと展開していた。
　1990 年代後 からは、情報化や共同的な学習の などによって、開架閲
覧室での個人やグループといった利用人数の実態や PC の利用実態の報告され
ている。しかし、2010 年代になると LC の研究が主流になる。
　LC の研究の視点は、 座席の利用状況、 使用機器の状況、 利用者が発

































注 1-17）さらに講義が開講される の中で、休講数が比 的少ない平 的な 1 日
を職員の アリングを基に抽出して実施した。
章
　大学図書館の整備状況を把握するため、地域 を考慮し 日本の図書館 -
計と名 文 1-99）に掲載されている東海・北陸・甲信越地方の国公私立大学
すべての大学図書館（分館を む）の職員に、 送回 方 （一部 E-mail、
FAX）でアンケート調査を実施した。設問は、開架閲覧室や LC 等の構成状況や、
今後の計画を把握した LC 等の導入予定を聞いた。 送数は 208 館、回収数は
108 館である。
章
　LC の設置形態を把握するために、（1）で回 した 118 館を対象に 2019 年
11 月に、「ラーニング」、「コモンズ」、「アク ィ 」をキーワードにホー ー
上で再確認した。
　図書館内に設置された LC を持つ大学は、（1）調査において職員の回 に
ている注 1-18）。図書館外に設置された LC の把握は、3 つのキーワードが 1 つ
でも名 に入ったもの、説明に加えられているものと定義した。しかし、説明
足や画像のみの情報など に が生じるものは 外した。
　
　3 章以 の利用実態は 3 つの調査によって行った。まずは、対象大学の図書
































　15 分毎注 1-20）に閉架書庫や事 室、トイレを いた、開架閲覧室及び LC 内
を同一ルートで巡回し、 置・性別・ 定属性（学生、教員、一 ）・姿勢（立 、
座 、歩行中等）・行為（本を読む・探す等）の 5 目の情報を平面図に記入した。
行為の記 は、調査員間で事前 合せを行った上で実施している。なお、利用
開始時 と終了時 に利用者がいることは考えられないため、利用開始 15 分
後からと終了 15 分前まで行った（ 1-5）。
1-3- の の
LCの設 形 LC 図書館内 図書館内 図書館内 図書館内 図書館内 図書館内外 図書館外
学部数 6 7 7 4 5 5 7 8










面積(m²） 3,303 3,427 13,690 1,773 4,650 14,585 11,273 11,045
館 9:00-20:00 9:00-20:00 9:00-20:00 9:00-20:00 8:50-21:00 8:30-22:00 9:00-21:00 8:30-20:00
年 館日数(日） 261 281 275 264 284 341 281 306
蔵書 数（千 ） 290 366 899 70 542 968 527 1030
竣工年 2015年4 LC 2014年4GC 2016年3




年 館日数(日） 284 -






1-3- に され いる 部 1-21）
（ ） （ ） （ ） （ ）
れ 86% 472 142 259
れ 343 95% 256 81 166
れ 82% 638 134 273
85% 482 42 71
れ , 81% 619 152 329
れ , 69% 1332 - -
中部 れ , 79% 653 141 266
中部 LC れ 235 94% 171 - -
, 75% 802 382 683
（LC） 315 66% 167 - -
（ C） 430 76% 222 49 77
（ ） 間
（ ）
れ 563 9:15-20:45 43 2,364
432 9:15-18:45 39 2,265 , に
1,307 9:15-19:45 43 3,980
390 9:15-19:45 43 2,965
830 9:00-20:45 47
1,900 9:15-21:45 53 19,322
中部 れ 976 9:15-20:45 47 7,355 間
中部 LC れ 397 9:15-20:45 47 1,466 開
れ 1,383 8:45-19:45 45 6,893 中 に
（LC） れ 124 9:15-19:45 43 1,574 に






















































　名古屋市の東 、長久手市に 置し、文系を主とした大学である。1995 年
に女子大学から 女共学になったが、現在も女子の比率は高い。長久手キャン
パスには、7 学部を持っている。
　図書館はキャンパスの南 の正門付近に 置し、市営バスのター ナルに近
いエリアである。両隣の棟から直接アクセスが可能になっており、正面出入口
の他に 2 階に 2 か所ある。図書館情報学の専 （人間情報学部）も有している
関係からか、図書館での積極的な取り組みとして、文献探索講習が げられる。
さらに、授業で利用する図書を並べた書架コーナーが設置され、調査時は ラ
ウ ングコーナー付近に 架されていた。施設状況について、LC は整備され
ておらず、グループ学習室以外は、基本的に会話が禁止である。2001 年に図


















































0 2 5 10m
　名古屋市東部に 置する女子大学である。対象としたキャンパスには 6 学部
を有している。
　館内は 5 層に分かれ、平成 26 年 3 月に全館リニ ーアルを行い、1 階の開
架閲覧室に隣接する形で i サークル・i カフ と ばれる LC を設置した。
また、地下 1 階は 存の机に仕切りを設けて、多くの座席をキャレル席に改修
している。会話は地上階 (1-3 階，地下 1-2 階は ) で可能、地下階で禁止さ
れている。全フロアでフタ付きの み物の持ち込みが可能で、館内で 入する
こともできる。 電話の充電や ート PC、タ レット PC の し出しも行う。
　2019 年度の調査時は、2014 年の調査時からいくつかサービス内容が変 さ
れ、 出 PC 数が 30 から 50 に、座席数が 30 席程度増加した。また閉
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　文系から 学系まで 9 学部を有する総合大学である。2014 年には、名古屋





館内へアクセスが可能である。平成 25 年 10 月に 1 階の閲覧席を 止し、私大
で東海地区最大規模の 482 ²（当時）の LC を整備した。
　LC は、フタ付きの み物が持込み可能な他、 ート PC の 出や PC からの
プリントアウト、Wi-Fi の利用が可能である。専用コーナーには 電話の通
話が認められているが、充電はエリア内全面禁止としている。3 階の視 学


























































　学術情報センターは、2007 年の 学 完成時にキャンパスで最も大きな
棟である 館内の 3,4 階の一部エリアに整備した。外国語教育センター を
出して外国語を学ぶ・基 教育センター 学習支援を行う・情報教育センター
web 閲覧、PC を使用したレ ート作成 ・附属図書館を集 した施設として
導入を図った。前 3 センターを 合した施設として LC が 置付けられている。
3 階が図書館機能、4 階が LC である。
　4 階 LC は、プリンターに接続された 50 のデスクトップ型 PC を配した
席が多くを める。その他、3 の大型モニタで視 資料の視 が可能であ
る。グループ机は、コンセントが備わり、各自 PC の持ち込むことができる。
　3 階の開架閲覧室は、比 的面積が狭小であることから 4 の 書数であ









1階 ディスカッシ ンルーム 50200 100m



















　名古屋市の「ささしまライ 24 地区」に 置し、名古屋 から徒歩 15 分の
ところにある。2012 年に本地区に が行われた、7 学部中 5 学部が入ってい
る。2017 年には、キャンパス東 に 20 階建の本館（研究棟）とグローバルコ
ン ンションホールを整備した。
　図書館は、都市型のキャンパスのため 10 階建ての 生棟と ばれるアリー
ナや学生課等の部 が入る建物の 1 3 階（一部のフロア）に図書館がある。
館内の多くは、キャレル席で構成され、窓 に面したカウンター席にも仕切り
が設けられたキャレル席である。1 階には、 ラスで仕切られたディスカッショ
ンルー （3 分割可能）がつくられ、可動 の机、椅子、ホワイトボードがあ
り、LCとして運用されている。その他の学習場所として 生棟 4階には、メディ











































































































1階 ラー ング モンズ（ あら）
50200 100m





　中 館である平井 一 記 図書館は、キャンパス北 の正門 に 置し、
館の衣笠図書館の 化に伴い、2016 年 4 月に 工した。館内は地上 3 階
地下 2 階で、地下 2 階部分は自動書庫である。日本 の自動 出 ートを設置
し、 出手続きを行わずに退館できる。 ート外はカフ が併設されている。
1 階の一部には、 ラススクリーンで仕切られた あら と ばれる LC を
整備している。これは 図書館 LC の 2.3 の広さである。LC 内は会話が
可能である他、デスクトップ型 PC 等による情報検索機能や、 1,500 の図書・
の 架、人的支援も行う。開架閲覧室は、ほとんどがキャレル席で構成され、
































































































1階 ラー ングス ース
外
2階 スチ ーデント モンズ
3階 ラー ング モンズ50200 100m
　愛知県 日井市の丘 地にあり、文系から工学部などの理系を有する 7 学部




北 窓には多くのカウンター席が並ぶ。1 階一部に「ラーニングス ース」注
1-3）と ばれる会話可能なエリア（70 席程度）がある。ラーニングス ース
での人的支援は行っていない。3 階は開架閲覧室の他に、個室のグループ学習
室や、文章作成や 計 のできるソフトが入ったデスクトップ型 PC、AV ー
スが設置されている。
　会話の可 について、ラーニングス ースとグループ学習室以外は、基本的
に会話禁止である。また、多くのエリアで無線 LAN 接続や ート PC の利用
ができようになっている。
　コモンズセンターの入る 言実行館は、2015 年にキャンパスの中心に 工
した 6 階建の建物である。 、学生支援課や 職関係の部 が入る。コモン
ズセンターは、2、3 階に 置する。2 階は、「スチ ーデント・コモンズ」と
ばれ、グループ席を中心にソファや可動 机など自由に利用できる。イ ン
ト開催用としても利用され、コモンズサ ーター（学生スタッフ）等が行う
画イ ントの使用がある（最大 300 名の利用が可）。
　3 階の「ラーニング・コモンズ」は、5 つのエリアで構成されている。その
一つに会話禁止で、個人利用を 定した、クワイエットルー が設けられてい
る。一方で、コンシ ル による人的支援も行われ、LC としての機能も有
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階 図0 1 3 5m
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　総合大学として 8 学部を有している。キャンパスは山の中 に 置し、校
間ごとの高低 は大きい。開学 50 周年を え、キャンパス スタープランを
作成し、2030 年を目 にキャンパス施設を、教育・研究環境などの充実を図
り新校 の建設や 存校 の建て えなどを実施している。本研究では、3 つ
の学習場所を調査対象とした。LC である 館ラーニングコモンズとサ タ
リウス館グローバルコモンズは、教育支援研究開発センター（学長室管 ）が
管理している。
　図書館は、1986 年に日本図書館協会建築 を受 している。キャンパス計
画の一環として、2011 年に 80 書可能な書庫棟を整備し、自動書庫を
導入した。LC は整備されてていないが、1 階の図書館ホールでは、空いてい
る時間にグループ学習ス ースとして活用できる。その他、視 室や 56
のデスクトップ型 PC を設けたパソコン室がある。2 3 階は、研究個室と
ばれる個室型の閲覧席や仕切りの高いキャレル席を配置している。
　ラーニングコモンズは、京都産業大学グローバル人 育成 進事業の一環で、
大学図書館とは別棟の 館 2、3 階に設置している。室内は主に、32 インチ
の モニタが利用できる「ラーニングス ース」、100 名規模の勉強会や研
修会が行われる「パフ ー ングス ース」、L 型ソファを配した「クリエ
イ ィ ス ース」で構成している。
人的支援は、学習、ICT、館内利用法などに対応し、3 か所のカウンターには、
職員（専門職員 3 名）や学生スタッフが在籍している。学習支援の主な内容は、




















出は、 ート PC、iPad mini、 長コードがある。また 付 料の持ち込み
を全フロアで可能にしている。
　サ タリウス館（外国語学部棟）の 1 階にあり、 館とは り 下で接続
されている。2016 年 3 月に 工し、調査時は 1 年経過していない。授業外で
の外国語学習および異文化の理 めるために整備され、 語による個別学習
支援（1 回 30 分予 ）が行われている。館内は主に「セ ナース ース」、「 ー
プンクラスルー 」、「DVD ース」で構成され、DVD ースは 90 分間のみ
画 は 画の外国語 の視 資料を見ることができる。
　 出内容は、 ート PC が 30 、iPad が 10 、 イク 2 本が可能である。
さらに外国の語学や文化等が学べる多読本も 3000 ほど用意されており、2
3 日の 1 人 2 まで 出ができる。
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所である。そして LC もまた、新しい学習を う形で計画され、キャンパス内
の学習ス ースとして主要な 置を確立しようとしている。この 2 つの学習場
所は、社会状況や要 に応じ、あらゆる変化を捉えて整備がされている。LC は、

















　19 世 はじめ 国は、当時世界の学術の中心であったドイツへ多くの 学
生を送り出す。第一 世界大戦以 、学術中心はドイツから 国に 行し、
大学図書館もまた同じように変化することになった。研究活動に必要な 書
と学生人口の増加は、建築空間に対して 第に 性（flexibility）や 性
（expansibility）を求めるようになる。
　そこで、これまで図書館計画の主流であった「機能 定型図書館」（図 2-1）
注 2-1）に対して「機能非 定型図書館」が生まれる。モデ ラー・プランニングは、






機能を 定させずに 来性を まえて可変的に利用できる特 があり、当時の
国のトレンドになった文 2-1）。
　そして、第 世界大戦以 、多くの 士が退役することになり、1944 年
に 員 援 法（Service-men's readjustment act of 1944）が 定され、大学の授
業料や生活 の が われた。それにより、大学に入学する学生数が増加し、
大学図書館では閲覧ス ースの 足となり、建設ラッシ が始まることになり、
単 明快なモデ ラープランが流行する。一方で、従来行ってきた研究のため
のレファレンスの対応も支 をきたしてきた。





ト体 が 国には存在している。なお、学習図書館は 1970 年 ばを ークに




　LC の話を進める前に、LC の前進の考え方である IC（インフ メーション
コモンズ）と ばれる学習環境を整理する必要がある。 国は世界的にみても
早期に電子化の流れを受け、LC の前身として、インフ メーションコモンズ（以
下：IC）という空間が作られた。中でも、 ャクソン・コ ニ ィ・カレッ
は、IC が最 に整備された場所として有名である。
　Beagle 文 2-4）は、IC について、「学習支援のために組 された物理的、電子的、
人的、社会的支援を関連付けた、 ットワーク利用のためのアクセス イント
と、関連する IT のツール集合体」であるとしている。ICT 活用のためのバー
チャルな環境とそれを利用する物理的な環境の両方を指している。そして、IC












　MacWhinnie 文 2-5）によると、IC は、デ タル情報資源と印刷情報資源に素早
く なアクセスを提供し、快 で協力的な環境のもとで学術研究を 進する
ことができ、協同学習を促すスタッフの配置がある空間としている。
　また、Lippincott 文 2-6）は、学習のために多様なコン ンツや学生個人では




　これらは、先で述べた Beagle の定義と類 した認識であり、そのことから







目標を 定した大学の部 の関 が必要であり、大学図書館員の担当者だけで
は、LC の設置はできないとしている。図書館員は、支援者であるが 定者で
はないため、図書館員や 術者を加えなければならないと述べている。
　IC から LC への 行を図にしたもの図 2-2 に示す。 、 は IC に、 、
は LC に 当するとされている。
　また、Bennett 文 2-7）も同様に、Beagle の言葉を りながらも、IC を機関の使
命を支援し、LC はそれを 定する（成立させる）ことであるとしている。
　MacMullen 文 2-8）によると、LC には ルチメディアプロ クトを展開する
学生をサ ートした高度な ク ロ ー設備、利用者の要求の くままに変化
すること、人間中心の設計に 点を置くこと、を要求している。そして、9 つ
のス ースを例に げている（図 2-3）。
　その後、学士課程教育において、知識の 達ではなく知識の 造と自 的学
習が必要であるという認識で、LC は広まった。2000 年 に 137 大学を対象
にした web 調査によって、当時の LC のサービス内容を示す報告がある文 2-9）。
取組んでいるサービスは、「 出」102 大学、 いで「研究支援」92 大学、「
ク ロ ー支援」66 大学の であった。 出が上 にきていることで、これ
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　また、 国の University of Rochester では、人類学者の Nancy Fried Foster 博
士が図書館で行動観察調査やニーズ調査を行い、その都度、 具を 動させた
り、図書を電子化するなどして空きス ースを作り、空間構成を検討している。
　Georgia Insititute of Technolgy では、Student Advisory Board と ばれる学生組
が代 して図書館のニーズを把握している文 2-10）。








　日本で最 にできた大学図書館は、1877 年（明治 10 年）に東京開成学校・
東京 学校を合併してできた 東京大学（東京 国大学）である注 2-3）。東京大
学の図書館は当 、 図書 スル所 という考えの基で運営されていた。
しかし、 ら文 2-1）によれば、中 図書館としてつくられたのではなく、各
部 に点在する複数の図書室の総 であったと述べている。その後 1918 年に、
東京 国大学附属図書館 東京 国大学所 図書 管理ニ関スル事 ル




2-11）。近代的な大学としては、 義 大学の図書館が げられる。また、
義 大学の 立者で知られる福沢 は、日本に めて西 諸国の図書館を
持ち込んだ人物としても認識されている文 2-12）。
　戦後は、 国の指 のもと、1952 年に国公私立大学全てに 応する 大学
図書館基 を 定し、全国の大学図書館の最低基 ではなく、向上基 を目
指した。 ードに関わる部分として、基 の施設・設備の 目注 2-4）では、利
用ス ース（閲覧室）、利用者サービスの計画に配慮すると共に、利用の動向
を注視して 時改 することを図ることが述べられている。











LC の学習環境は、付 に記載し、特に代 的な施設を年代を ったものは
2-1 に示す。
図書館建築図集 ：日本図書館協会編、1964 年
図書館建築図集 '79 ：日本図書館協会編、1979 年
日本図書館協会建築 作 集 1985-2006 - 図書館空間の 造 ：日本図書館
協会施設 員会図書館建築図集編集 員会編、2007 年
建築設計資料集成 7   建築 文化 : 日本建築学会編、1981 年
建築設計資料集成 全面改 教育 図書 ：日本建築学会編、2003 年
新建築 ：新建築社、1959 年 ~2019 年
近代建築　特集 図書館の設計と計画 2008 ：近代建築社、2008 年
わが国の大学図書館におけるラーニング・コモンズの事例研究：上田直人、
長谷川 、名古屋大学附属図書館研究年報 7、2009 年
　
　国立大学は、 高校や 学校の校 を引き いで新 大学の校 として
整備したことでキャンパスの分 が生じていた。さらには、 での 開発
の影響、経済からの要 によって、理工学の分野の を模索中であった。そ
こで、キャンパスの 合や理工系大学の新設に われ、図書館の改 に取り掛
かる時間はなく、特に地方はその問題は であったとされている。
　一方で、戦後のべビー ー の影響により、特に大学入学志願者の急増する
1966 69 年の対 として、私立大学を中心に入学定員の大幅な増加を図って
きた。そのような中で、 々と増築・新設した図書館が増えていく。中でもの
代 的な建築をいくつかあげたい文 2-13~15）。
　立教大学（図 2-4）は、閲覧室・ 書共に手狭になった 図書館（大正 5 年）






　閉架 が主流であった図書館は、1960 年代以 に開架方 で閲覧空間を提













 ’60 立教大学図書館（丹下 健三）
 ’58 神奈川大学図書館（RIA建築 合研究所・山口文象）






















 ’16 近畿大学 ACADEMIC THEATER
（NTTファシリティーズ）
 ’19 梅光学院大学 The Learning Station CROSSLIGHT
（小堀哲夫建築設計事務所）
 ’22 （ ・ ） 沢大学図書館（石本建築事務所）
 ’23 （ ・ ） 山学院大学図書館（清水建設）




 ’96 大 市立大学学術情報総合センター
 ’00 公立はこだて未来大学（山本理顕設計工場）
 ’28 東京 国大学図書館（内田 三）
年 大学 く環境 図書館 LC の社会













’93 or  i e e
（ ） 自 公
’91 ブル
’95 Mi ro o t 社
in o 95  
’96 東芝 D Dプレ




Goog e rint (
Goog e oo ) プロ
クト
’10 App e社 i a
’07 Ama on社 電子
書 Kin e の













’74 書 上 高
’76 日本 クター社
HS( i eo Home 
S tem) 第一号
国大学 、 学部 ら
書 の整理
中央館 ての機 立




’59 工場 法 施
’60 理工 学部新設の 和
増
’75 立大学 成法施
（ 学 成 ）
’79 大学共 一


























































































































館+ LC + 
α
+ LC + 





　ICU は、1957 年に 国のクレス ー とロックフ ラー の 付金に
よって図書館整備に向けた計画が動き出した。また、コンサルタントとして図
書館建築に詳しい建築 コーナー を し、1960 年に 国 の図書館を
完成させた。当時の 国 は、全面開架 を 用することであり、自由に学生
が入って閲覧が可能で最先 の配架シス であった。また、モデ ラープラ
ンニングを日本で めて 用し、 を少なくし壁があまり設けられていない建
築様 とした。
　1980 年代まで主流となるモデ ラープランを 用し、その原型とも べる
図書館であったのが、東京工業大学附属図書館（図 2-6）である。国立大学で








（ ・ 1960） 1:700
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つとして、 が設計した東京経済大学図書館（図 2-7）が げられる。













　施設としては、70 年 めにつくられた VHS の 場によって、視 室が新
しく 場する。伊藤ら文 2-17）に研究によると、VHS は、一 に 及し始めた 76
年 から増加し、80 年代に入り一気に増加した。特に 80 年代 工の 7 割は
AV ースを導入している。その後も AV ースは増加し、1990 年の 送アン
ケート調査によると、442 大学中、53.8 が AV ースを導入していることが
明らかになっており、当時のトレンドであった。また、私立大学でも図書資料
がキャンパス内に分 しており、集中化を図るために中 図書館の建設が進む





　全学的な集中管理 、全面開架方 、電 化を積極的に 用・導入している。
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全面開架方 は、日本では めての事例であり、さらに当時としては しかっ
た ック・ディ クション・シス （BDS）を 用した。一方で配架状況は、
目 や 資料が入口付近に設置されているなど大きな変 点行っていない。
また 出 、 書検索をコン ータによって管理する仕組みを 用し、そ
のため、目 コーナー付近に情報検索室が設けられている。 ードの面では、
研究資料も一 でまとめていることから、研究個室も 60 室以上を提供してお
り、研究図書館としての機能も充実させる計画がされた。
　他の私立大学同様に、都心部にキャンパスを整備する動きが始まる。 都
など、狭い 地に対応できるよう、高層の図書館建築（地下 5 階、地上 7 階）
として先進事例であったのが、 義 大学図書館新館である（図2-9）。 応は、










も広い 面積（ 15,000 ）が 生し、キャンパス内でも図書館は外観的
にも象 的な 置づけである。
　設備として、筑波大学と同様に BDS を導入している。図書館では しいセ








　先の 2 大学を め、中 図書館への機能集中が話題になった時代である。図
書資料の集中に対して問題となるのが、学習・研究・収 ・管理のそれぞれの





















ホールの建設、さらには、機 化としてパソコンによる自動出 シス の導
入、による早期情報センターとして け出し図書館と考えれる文 2-19）。
　




問われてはいなかった。 文 2-20）は、高山 注 2-6）の言葉を りて、 メディ
ア図書を ースにした「機 化図書館」の段階にある と述べている。
　90 年代では、インター ットの 及によって、 ットワーク上に資料が保
存されるようになり、図書館外でも電子資料の閲覧が可能になった。Google




　国際図書館連 （International Federation of Library Associations and Institutions: 
IFLA）は「場所と空間としての図書館（Libraries as place and space）」と題して
サ ライト会議を開き、社会的な「場」と物理的な「空間」の両 から図書館






人 育成が求められるようになる。 義 大学は、神 川県藤沢市に情報
理能力や 造的能力開発の必要性などを理 に掲げた「総合 学部」と「環
境情報学部」を設置した（以下、SFC）。
　SFC の最大の特 は、ワークス ーションによって教員、学生が電子メール
等 ットワークで繋がっていることである。このメディアセンター（図2-12）は、
従来からある計 センターと図書館の境をなくしている。フロアは、「スタ
エリア（ 像編集 ース、OHP によるプロ クター）」、「 ープンエリア（自
由に使用できるワークス ーション PC に加え、スキャナ専用 PC、AV 資料の
視 ）」、「リサーチエリア（高機能ワークス ーション）」、「ライ ラリーエリ
ア（図書館機能）」、「ビスタルー （グループ学習室）」から構成され、利用目
8  . AVラウンジ　　　9  .ワークステーションラウンジ　　　10 .ワークステーションルーム　　　11 . リサーチエリア
21 . レファレンスコーナー　　22 . 研究者閲覧室　　　23 . 雑誌コーナー　　24 . 事務室
8  . AVラウンジ　　　9  .ワークステーションラウンジ　　　10 .ワークステーションルーム　　　11 . リサーチエリア
21 . レファレンスコーナー　　22 . 研究者閲覧室　　　23 . 雑誌コーナー　　24 . 事務室











　 国の学習図書館や IC の導入背 をみると、レファレンスサービスへの要
求からきており、利用者のために何ができるかという使命が、図書館の第一主





　LC と ばれる言葉は、2006 年に東北大学の図書館職員であった 文 2-22）
によって日本に 入された。 は、 国の先進事例を し、LC 導入をきっ
かけに、大学図書館が学内においてリー ーシップを発 していくことに期待
し、 ット世代で学習支援を行う施設・サービスになることを述べている。
　その他、 田文 2-23,24）は、 のように整理している。
「「機関全体のビ ョンは使命と明確に整合し、機関の広 囲な教育的な 画で
ある」、「サービス資源、スタッフ、窓口を 合する視点を図書館全体に 」、
「これまでの図書館サービスや かな 術（ イ クなサービス）を提供する」、
「多様で 的で協 できる場所の提供」、「知識の 造やその構成を強調する」」
とを述べている。





を実現させる」と述べ、情報資源と、人によるサ ートの 2 つをキーワードに
げている。
　 海文 1-26,27）も学習支援の場としての立ち 置を示し、「総合的で ータル」
と言葉を用い、より広 囲で包 的な学習支援であるとし、教育・ と 密
に結びついたものとしている。





プ ス ー図書館が げられる（図 2-13）。1991 年に 員会注 2-7）が発足し、電
子化を見 え「印刷物と 来の様々な媒体の資料を 合し総合的に提供できる
ス ースと設備を備えること。多様な資料と学習形態に対応する な設計を
行い、利用者の知的な 造力を ける大学の中心的 場 を構築すること」が
述べられた文 2-29）。また、「増築による図書館員の増加を最小限に えるため、
維持管理に 切な 術を導入する」ことについても提言している。
　そして、2000 年 9 月に、50 入る自動化書庫と、従来の図書館（先述し
た p.55）が行ってきた情報サービスの充実と指導を図り、自由に PC の利用が
可能な環境の構築を目指した、122 のパソコンを備えたスタディ・エリア、
ルチメディアルー 、グループ学習室が配置された。








「プレ ン ーションを めた多様な学習スタイルの開発を 発するような
様々な 具・設備を設置できるよう面積の確保」、「図書館の有する印刷資料と
インター ット上の電子的情報資源との併用ができる環境」、「静かさを求める
場所と遮音できるようにする」、「他者に かれたくない事 について相 する




（（ ・ 2000） 1:600
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　分 された中 図書館を有機的に一体化し、 ープンカフ や ルチメディ
ア利用ス ース等を備え、従来に 資料と電子情報が共存するメディア ック
ス型の新しい図書館として、SFC や ICU に いで先進事例である。また、　
ができるラウン 等を設けたグループ学習や PC 等を設置したエリア及び、
IT 関係職員によるサ ートを受けることができるエリアを図書館内に設けて
いる文 2-30）。
　名 として めて LC を したお茶の水女子大付属図書館がある。2007 年 4
月に 150 の場所を利用して、学生が自由にパソコンを使ってレ ートなどを
書くほか、図書館の論文検索講習会や授業、セ ナー会場としての活用を目指
した。設置直後の利用実態調査では、学生数 3200 人に対して、1450 人（2008





館が げられる（図 2-14）。学内において学生同士の会話や ができる環境
が学内で望まれるようになったことで図書館の改修計画がスタートしている。
そして、平成 19 年度の学生支援 GP 文 2-32）の 択によって、学生アシスタント
の充実を図り、学生が他学生の手本となり、人間力と知力 方に きかけを試
みている。また、全学で計画に取り組み、LC の理 に った導入経過を歩んだ。
　1 階（1473 ）部分を主に改修し、全面会話を可能にした環境をコ ニケー
ション・ ープンス ース、リフレッシ ルー 、グループ閲覧室、メディア
















して、大手前大学メディアセンター CELL が げられる（図 2-15）。まだ文科










　明治大学は開学 130 周年を え、その記 事業のとして、1,2 年生の教 科
目が集まる和泉キャンパスに図書館の新築を行った（図 2-16）。和泉図書館は、
図書館建設の際に LC を同時に整備している。施設構成は、1 階から 4 階へ、
入口から へと段階的な空間性と音環境の ーニングを行い、活動的・賑わい
のエリアから、静寂な空間になるようにしている。また、什器も明るいから い、
といった の変 を行っている。低層階に LC を設置し、上階はキャレル席
を中心とした閲覧席が設置、最上階は PC の利用が禁止されている。滞在型図
書館としての機能を重視し、利用 限を図書閲覧だけに限定していない文 2-33）。
　 存の図書館棟を改修し、その図書館棟を取り巻くように LC の棟を増築さ
せた事例として千葉大学附属図書館（アカデ ックリンク）が げられる（図
2-15
CELL 1 （ 2009） 1:800
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17）。ここは、キャンパスの スタープランの中 をなす施設であり、12 年の
月をかけて計画が進められた。





とっている。特に 1 階には、プレ ン ーションルー を設置し、 休中に教
N
N
2-17 （ ） 2
（ ・ 2012） 1:800












　私立大学の LC 整備は、文科 の 金（私立大学等改 総合支援事業など）
の積極的な交付も相 して、 上がりである。また多くが 1960 年代にキャ
ンパスが形成されており、校 の 化が進んできたことで、施設 新によっ
て LC が整備されている。
　また、図書館の中につくるのではなく、別棟で LC を導入する事例が増えて
きた。さらには、図書館や LC の 組みを大きく えてきたものも 場し、図
書機能 LC+ というように学習活動の場がさらに幅広くなってきている。
　まずは、図書館から独立した LC として先進事例である同志社大学良心館文
2-35）をみる。良心館（図 2-18）は、講義室が多くが入る建物でその内 2，3 階
に 置している。建設当時、国内最大規模の LC( 2.550 ) として整備され、
多くの大学職員が参考にする事例の一つである。その理由として げられるの
は、人的支援の充実である。「聞ける人がいる」をコンセプトに、9 類注 2-9）
の専属サ ートスタッフが 在しており、学習支援体 に力を入れている。さ
らに、それらの学習を可能にするために、それに応じたス ースも各所に配置
し知的探求を経験できるように工 している。
　LC が図書館から独立し、産学連 機能やアメニ ィ空間も 備えた近畿
大学 ACADEMIC THEATER がある（図 2-19）。1~5 号館で構成され、いずれの
館も 1，2 階に LC がある。特に中心の 5 号館（ビ リ シアター (1,2 階 )）は、
図書館と新たな 造のための「ACT」注 2-10）と ばれる 42 室のプロ ク
ト室が設けられ、今後の学術 点としている。ACT を繋ぐ通 は、リ ー
状になり、それを うように図書資料が並べられ、その周りに閲覧机や椅子が
置かれている。図書資料は十進分類法ではなく、 ー ごとに配架されている。


















所有の本をス ース内に点在させた ープンライ ラリーと ばれるものがあ
り、従来のようにただ図書資料を並べるだけでなく、学生の興味関心を引き出
している。
　空間構成については、学生を交えた WS などから導き、3 つの異なる対人距
離文 1-36）を持つ空間を設け、かつ 365 類の椅子から、集中できる場、議論が
できる場、 講する場を意図して計画されている。














バーし、7 割以上を める私立大学も多く んでいる。そこで東海 を中心に
どのように整備がされているかを把握した注 2-12）。
　
　回収した有効数は 118 館で注 2-13）、その内、中 館は 6 割以上の 80 館（80 大学）
であった。 面積と学生数を分類して 2-2 を作成した。その結果、1000-
3000 の面積規模が 33 館と最も多い。9000 以上は、主に国立大学の回
であった。学生数は、1000-3000 人が最も多く 27 館であった。
　 面積と学生数の相関をみる（図 2-21）。なお、ここでは関西 に 置し、
本研究の対象である京都 内の立命と京産も数に足して図を作成した。82 館














0 3000 6000 9000 12000 15000 18000
面積 館数 合
1000㎡未満 13 16%
1000㎡ 3000㎡未満 33 41%
3000㎡ 6000㎡未満 23 29%
6000㎡ 9000㎡未満 4 5%




500 1000人未満 12 15%
1000 3000人未満 27 34%
3000 6000人未満 12 15%
6000 9000人未満 10 13%


























　開架閲覧室注 2-14）で会話ができるか かをみる（図 2-22- ）。最も多いのは、
「全面で会話禁止」の 55 であった。 数以上が開架閲覧室内での会話が禁止
されている。 いで、「一部の階の一部の場所で会話可能」が 24 であった。




最も多い座席タイプは、4,6 人掛けの「グループ席」で 91 であった。 いで 
「キャレル席」の 85 であった。また、何 類設置しているかをみると、「2
類」が最も多い 41 で、グループ席とキャレル席の 2 つの座席タイプで閲覧
室が構成されていることがわかる。選択肢全てに回 している大学は（4 類）
は、14 であった。その他の 目をみると「2 人掛けの机」や「椅子と机が一
体になったもの」などの回 が得られ、様々な座席タイプを提供している。
　開架閲覧室内で提供している内容をみる（図 2-22- ）。[ 有線・無線 LAN]
は最も多い 80 で、多くの大学でインター ット環境が構築されている。 ッ
ト環境が構築されていることで一部では、 出の情報機器として、「タ レッ
ト 出」16 や、「 ート PC 出」35 と電子化が進んでいる様子がみ












グループ （4,6人 の )





























































記 回 数 80館 回 数 80館
回 数 80館






2-3）。LC は、名 が大学によって異なるため、LC に類 する「AL 学習室」
と「ディスカッションルー 」は「LC 的空間」としてまとめた。「LC 的空間」
は、 数の 51 で導入されている。最も多い学習ス ースは「グループ学習室」
で 63 であった。「視 室（AV ース）」の設置割合も高く、50 であった。
伊藤らによって視 室は 1980 年代に急増したことを整理したが、現在では
数が図書館内に AV ースが設置している。「パソコン室（PC エリア）」は、
28 であった。
　一つの館でいくつス ースを整備しているかをみると、平 2.8 室で、「LC
的空間」と「グループ学習室」を両方整備している館は 24 館と、グループで
利用できる学習環境は、充実してきていると考えられる。
　LC 的空間（以下、LC として う）内でのサービス内容を図 2-23 に示す。「イ
ンター ット環境」、「ホワイトボード」は 90 以上と他の 目に比べて高く、
LC内で学習活動を支えるツールとされているサービス内容注 2-15）に じて高い。
いで、「プロ クター」、「 出 ート PC」が 数以上で設置・導入されて
いる。一方、LC はアナログとデ タル資料が併用できるようにする場所とし
て考えられているが、「図書資料の配架」をみると 4 割に まっている。その
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会 14館（64 ） 会 8館（36 ）室
部屋 の
LC 35 16%



































PC の電子 機 応
インフラ





























　先の LC の 39 大学を対象に、どのように開架閲覧室と仕切られているか、
導入した際は、どのような手法で整備をしているかをみる。両視点をクロスし
て、整備の ード面について整理したものを 2-5 に示した。仕切り方は、「壁」
が 13 大学で最も多く、整備手法は「一部改修」が 数以上であった。そのた




　2.3.5 より、図書館の外に LC を導入する事例もあることが整理された。ここ
では、web 上での調査から、LC が図書館内部または分棟のいずれに設置され
ているか、内部の場合は開架閲覧室との間仕切りをもつか かによって LC の
設置形態を把握する（図 2-24）。
　図書館内に LC を持つ [ 一体隣接型 ] と [ 一体隔離型 ]、図書館と LC が分棟
になった [ 分棟併設型 ] と [ 分棟単独型 ] の 4 タイプを抽出することができた。
　なお、アンケート 送時の調査に比べて、LC の設置数は 58 大学と増加して
いるが、別棟に設置された図書館管 外の LC も数に入れているため、一概に
増加したとは言い切れないことを付記しておく。
　対象の大学図書館があるキャンパスには、27 が LC を設置していない。一
方 LC を導入したところは 73 で、分棟型で LC を整備した事例が多かった。
LC を導入していない大学は、1000 人 の比率が 数と最も多く、6000 人
部 の
なし 2 6 1 1 - 1 0 11
1 10 0 0 - 0 2 13
2 3 1 0 - 0 1 7
1 2 0 0 - 0 0 3
0 0 0 1 4 0 0 5







































































みられる。中でも「分棟併設型」は、6000 人以上の学生数が 数以上を め、
人数が多いことで LC を図書館外にも分 して配置している。
　
　 に LC 以外の代 的な学習ス ースとして、[ グループ学習室 ] と [ パソコ
ン室 ] のサービス内容を図 2-25 からみる。「グループ学習室」は、「ホワイトボー
ド」の設置が 8 割で最も高い。 いで「インター ット環境」が 65 であっ
た。その他、目立った 目はないが、平 で 3 目程度に回 し、「ホワイトボー
ド」や「インター ット環境」とは別に各大学異なるサービスを提供している。
　[ パソコン学習室 ] は、「デスクトップ型 PC」、「インター ット環境」はも
ちろん、6 割以上でプリンターも設置されていた。
　また、[PC 学習室 ] で、会話ができるか かも聞いた。すると、64 は会話
ができると回 し、 りの 38 は会話ができる環境ではないことがわかった。
　
　学生への学習を支援するために、利用の周知のために取り組んでいることを
LC の有無で分けて 出した（図 2-26）。まず LC の有無にかかわらず、割合が




た。「レ ートの作成講習」、「プレ ン ーションの 術講習」、「IT 等の情報
術支援」は、LC を導入している大学で高い。LC の役割として、学習支援
が げられているため、それらの 目は高くなったと考えられる。しかし、一
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会 14館（64 ） 会 8館（36 ）室
2-25- 室の 2-25- PC室の
74
第 章　
　今後、必要となる取り組みや改 目について（図 2-27）、重要なものを 2
つまで回 してもらった。なお、2 つ以上回 があった大学については 外し
ている。
　LC を持たない大学は、「専門書や参考資料の充実」が 60 で最も高く、LC
を導入した大学は、「学習支援活動の充実」が 76 と最も高い。先の「（1）現
状の取り組み」と同様に、LC があることで学習支援をさらに強化しようして






































































































































































































基本 事 図書資料 学習 その他
図書資料 情報 機 学習 ・ その他
LCあ n 39 a i itie
LC n 41 a i itie
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基本 事 図書資料 学習 その他
図書資料 情報 機 学習 ・ その他
LCあ n 39 a i itie
LC n 41 a i itie
LCあ n 29 a i itie
LC n 35 a i itie
2-27 LC の か の















1）日本では、1960 年から開架閲覧室がつくられ、その後視 室、PC 室の導入、
目 エリアの 止がされてきたが、平面計画はほとんど変化していない。











　以上のことから、日本の LC は、 国の空間を 先して整備がされ、学習支
援や開架閲覧室との関係は、やや置き りである。しかし、多くの大学で整備
がされ、大学の学習場所として中心的な 置を めつつある。
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　開架閲覧室や LC は、2 章で述べたように、個々の学習を達成するためにソ




LC は小中学校の各教室や ープンス ース、大学の講義室とは違い、カリキ





























　学生全体では、1000 人当たり利用者数が 77 人程度となった。つまり、キャ




中でも、名学、愛知、京産の 1 年生の 1000 人当たりの利用者数は、100 人以
上であった。一方、椙山は 32.9 人、愛学は 61.4 人で比 的少なかった。
　学年ごとの割合を 出したものを 3-2 に示す。学部生の める割合は、ど
の大学でも最も高い。中部以外で91 以上、中部は86 となった。中部「その他」
は、附属高校生（ 日丘高校）が多く まれている。その他が 2 目に多い愛
学は、 講生（開放講座の利用者）が多くを めていた注 3-1）。
　学年ごとで割合を整理する。合計より 1 年生は 30 と最も高く、最も少な
い学生は 4 年生の 20 であった。1 年生の中でも、愛淑 31 、愛学 29 、名
学 32 、愛知 33 、立命 26 、京産 36 の 6 大学は高い。また、椙山は 2 年

























1年生 133 1699 78.3 41 1247 32.9 168 2736 61.4 142 1164 122.0 197 1653 119.2 319 199 2678 74.3 417 3043 137.0 1616 17503 92.3
2年生 83 1542 53.8 80 1211 66.1 118 1598 73.8 118 1200 98.3 98 1594 61.5 250 174 2786 62.5 313 3109 100.7 1234 16615 74.3
3年生 110 1644 66.9 63 1385 45.5 124 1508 82.2 85 916 92.8 196 1691 115.9 288 214 2885 74.2 233 2959 78.7 1313 16678 78.7
4年生 106 1520 69.7 60 1280 46.9 159 1676 94.9 91 1128 80.7 97 1938 50.1 288 121 2613 46.3 158 3695 42.8 1080 17306 62.4
5年生 上 0 0 0 0 5 21 0 3 29
記 2 1 0 5 3 9 4 14 38
434 6405 67.8 245 5123 47.8 569 7518 75.7 441 4408 100.0 596 6876 86.7 1175 712 10962 65.0 1138 12806 88.9 5310 68863 77.1
修士・前期 6 42 142.9 1 23 43.5 12 95 126.3 3 79 38.0 4 47 85.1 53 10 244 41.0 8 144 55.6 97 1184 81.9
期 2 11 181.8 0 3 0.0 2 30 66.7 0 14 0.0 3 83 36.1 16 2 59 33.9 2 28 71.4 27 580 46.6
8 53 150.9 1 26 38.5 14 125 112.0 3 93 32.3 7 130 53.8 69 12 303 39.6 10 172 58.1 124 1764 70.3










15627 79.61244 724 11265 64.3 1148 12978 88.5 5434 70627 76.9
20 7 4 8 6 33 12 24 114
10 3 51 30 10 55 88 18 265












　各大学での所属している学部の割合と 1000 人当たりの人数を 3-3 にみる。
各大学で学生数と利用者は比例し、学生数の多い学部の割合は高い。1000 人
当たりの利用者数をみると、いずれの大学も文学部、人文学部、文化学部注 3-2）
は多く、1000 人当たり 100 人程度が利用している。その他、京産の外国語学









3-5 でみる。全ての大学で「個人利用」が最も多く、ほとんどが 7 割以上を
めている注 3-3）。仕切りのついた個人用のキャレル席を多く持つ愛知と立命は、
8 割以上の個人利用であった。
　グループ利用では、「2 人組」が最も多く 1 割程度である。開架閲覧室でも
会話が可能であり、グループ利用を許容している椙山は、「2 人組」が 21 と
他大学に比べて最も多い。また、LC を持たない愛淑でも 13 のグループ利用












30% 17% 29% 32% 33% 26% 27% 36% 30%
19% 33% 20% 27% 16% 20% 24% 27% 23%
25% 26% 21% 19% 33% 23% 30% 20% 24%
24% 24% 27% 20% 16% 23% 17% 14% 20%
0% 0% 0% 0% 1% 1% 0% 0% 0%
0% 0% 0% 1% 0% 1% 1% 1% 1%
1% 0% 2% 1% 1% 4% 1% 1% 2%
0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0%
442 246 583 444 603 1244 724 1148 5434
92% 96% 89% 91% 96% 88% 86% 96% 91%
2% 0% 2% 1% 1% 5% 1% 1% 2%
4% 3% 1% 2% 1% 2% 1% 2% 2%



























学部名 回 者 合 学生数
文学部 138 31% 1431 96.4
人 情報学部 55 12% 981 56.1
心理学部 63 14% 862 73.1
創造 学部 61 14% 1043 58.5
健 医 科学部 55 12% 1148 47.9
福 学部 43 10% 582 73.9
文 学部 2 0% 1481 1.4
ネス学部 2 0% 1200 1.7
ﾞ ｰﾊﾞ ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 0 0% 202 0.0
メディアプロデ ース学部 13 3% 357 36.4
大学院 8 2% 57 140.4
記 2 0%
合計 442 100% 9344 47.3
生 科学部 74 30% 1098 67.4
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 63 26% 990 63.6
人 関 学部 15 6% 959 15.6
文 情報学部 39 16% 1065 36.6
ネ メント学部 12 5% 814 14.7
教育学部 19 8% 718 26.5
学部 23 9% 438 52.5
大学院 1 0% 44 22.7
記 0 0%
合計 246 100% 6126 40.2
文学部 192 33% 2272 84.5
心 科学部 98 17% 1674 58.5
学部 27 5% 1266 21.3
経 学部 33 6% 1397 23.6
経済学部 22 4% 547 40.2
法学部 143 25% 1409 101.5
総合 学部 31 5% 984 31.5
学部 14 2% 954 14.7
学部 7 1% 766 9.1
大学院 14 2% 282 49.6
記 2 0%
合計 583 100% 11551 50.5
経済学部 163 37% 1774 91.9
学部 158 36% 1331 118.7
法学部 23 5% 318 72.3
外国語学部 95 21% 985 96.4
ス ー 健 学部 0 0% 561 0.0
リ リテーシ ン学部 0 0% 354 0.0
人 健 学部 0 0% 4 0.0
大学院 3 1% 93 32.3
記 2 0%
合計 444 100% 5420 81.9
工学部 216 30% 3474 62.2
経 情報学部 42 6% 1318 31.9
国際関 学部 39 5% 584 66.8
人文学部 127 18% 1737 73.1
応 生 学部 85 12% 1539 55.2
生 健 科学部 157 22% 1620 96.9
教育学部 44 6% 690 63.8
大学院 12 2% 303 39.6
記 2 0%
合計 724 100% 11265 64.3
経済学部 181 16% 2576 70.3
経 学部 169 15% 2744 61.6
法学部 244 21% 2750 88.7
外国語学部 313 27% 2155 145.2
文 学部 118 10% 1038 113.7
理学部 28 2% 425 65.9
ン ータ理工学部 41 4% 635 64.6
総合生 学部 38 3% 483 78.7
大学院 10 1% 172 58.1
記 6 1%
合計 1148 100% 12978 88.5
学部名 回 者 合 学生数
法学部 138 23% 1523 90.6
経済学部 136 23% 1601 84.9
経 学部 146 24% 1761 82.9
中国学部 78 13% 857 91.0
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 93 15% 1134 82.0
文学部 3 0% 1678 1.8
地 学部 0 0% 1113 0.0
短期大学部 1 0% 247 4.0
大学院 7 1% 140 50.0
記 1 0%
合計 603 100% 10054 60.0
法学部 338 27% 3795 89.1
産業社会学部 216 17% 4029 53.6
国際関 学部 120 10% 1404 85.5
文学部 444 36% 4851 91.5
学部 35 3% 686 51.0










（ ） 96 0 394 333 327 544 488 721 2903
22% 0% 68% 75% 54% 44% 67% 63% 53%
（ ） 344 246 180 101 269 690 226 416 2472
78% 100% 31% 23% 45% 55% 31% 36% 45%
（ ） 2 0 9 10 7 10 10 11 59
0% 0% 2% 2% 1% 1% 1% 1% 1%
（ ） 442 246 583 444 603 1244 724 1148 5434
100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%














愛知は、他大学に比べ、「学外 / 学外」が 12 とわずかに高く、立地の影響を
受けていると思われる。
　
　利用頻度を 3-7 に示す。いずれの大学も「一 間に 2、3 回」が最も多い
3 割以上であった。一 間以上の利用者を全て足し合わせると、最低でも 6 割
以上であった。利用している人は、利用頻度も高い傾向にある。






山 学 名学 知 立 中部 京産 合計
442 246 583 444 603 1244 724 1148 5434
82% 68% 78% 73% 87% 86% 70% 74% 78%
13% 21% 14% 15% 8% 11% 16% 16% 13%
2% 9% 5% 7% 4% 1% 7% 5% 4%
2% 0% 1% 3% 1% 0% 3% 2% 2%
0% 2% 2% 2% 0% 1% 3% 1% 1%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0%









6% 7% 12% 8% 8%
21% 14% 17% 17% 17%
21% 36% 21% 23% 24%
38% 38% 41% 37% 39%
4% - - 7% 4%
11% 4% 9% 8% 9%







　アンケート用 の受 しの際に記 した入退館時 から、滞在時間を 出し、
ストグラ にしたものを図 3-1 に示す。また同時に平 滞在時間も 出した。
立命と中部は 3 時間以上の利用が 10 を え、他大学よりも多い。どの大学




　愛淑は「10 分 10 分」が 30 以上と他の大学に比べて多く、平 滞在
時間も 1 時間を下回り最も い。愛知と名学は「30 40 分」の利用が多い。
　















コ ー機が利用できる」が 21 と高く、椙山は「PC 利用がしやすい」が 30
と高い。
中部
と ど 10% 11% 13% 15% 23% 31% 13% 19% 19%
間に , 38% 30% 38% 48% 43% 44% 43% 37% 41%
間に 21% 20% 25% 19% 18% 14% 18% 22% 19%
間に 13% 16% 7% 6% 7% 5% 9% 11% 8%
に 8% 11% 10% 7% 3% 3% 7% 5% 6%
に 6% 7% 4% 3% 3% 1% 5% 3% 4%
に , 4% 4% 2% 1% 1% 0% 3% 3% 2%
の 1% - 0% 1% 0% 0% 2% 1% 1%
0% 2% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 1%








































































































































































































































































































し い か い 6% 4% 17% 12% 17% 13%
の の に い 2% 2% 3% 7% 8% 5%
かで い いる 69% 70% 75% 68% 65% 61% 67%
賑やか・会話できる 1% 12% 4% 2% 8% 7% 5%
等の が る 51% 25% 28% 22% 29% 10% 24%
Cの がしやすい 30% 7% 26% 20% 18% 18%
間の るさや が い 12% 17% 10% 27% 31% 23% 22%
開 間が い 7% 0% 8% 23% 12% 9% 12%
・ が できる 9% 21% 3% 11% 10%
が れる 2% 0% 3% 1% 1% 1%
いつ が い いる 11% 17% 18% 17% 12% 11% 14%
を ことができる 0% 3% 3% 2% 9% 4%
など が る 18% 2%
の 3% 13% 5% 4% 4% 4% 5%
1% 2% 0% 2% 1% 3% 2%
442 246 603 1244 724 1148 4407





　開架閲覧室と LC を利用する目的を 3-9 に示す。全ての大学で「一人で勉
強する」が最も高く、平 からみても 40 を めている。一方「友人と一緒
に勉強をする」は 4 20 と大学ごとで異なる。別棟に LC を持つ中部と京産
は 20 、12 と高い。多くの大学の 数は、勉強を目的に利用しているが、
名学は両 目を足し合わせても 28 と低かった。
　 いで高い利用目的は、「本を りる」で 2 割程度であった。この 目でも
名学は 12 と他に比べ最も低かった。図書閲覧系では、「本を読む」が に高く、
平 でも 19 だった。
　愛淑と立命は「本を りる」、「本を読む」の割合が高く、図書資料を目的に
利用している大学である。
　PC 利用系をみると「PC で文書、レ ートを作成する」は、多くの大学で
10 以上みられる。特に、名学は割合が高く、座席数に対して、PC の 数が
多いことが影響していると思われる。一方で、愛淑と愛知は低く、「PC で文書、
レ ートを作成する」は 3 、7 しかない。愛淑はインター ット設備がなく、
愛知は電源タップが少ないことが PC 利用を げていると考えられる。
　学習以外系をみると、「くつろぐ」は１割程度みられ、学習以外の目的も一
定数みられる。講義室と同じ棟内に図書館を持つ名学と愛知は「くつろぐ」が






開架閲覧室と LC 内で着座して、学習利用ができるかどうかとした（図 3-2）。
設問は複数回 のため、学習に分類した目的とその他の目的の両方を選択して
いる利用者がいる。しかし、多くの回 者を捉えるため、学習利用に分類した。









どれだけ まっているかをみた座席 有率（着座人数 / 座席数）を 出し、図
3-3 に示す。
　全体でみると平 88 であり、いずれの大学も共通して 8 割程度で し
ている。公共図書館が平 65 程文 3--4）に対して、開架閲覧室と LC は着座に
対して強い要求を持っている。 りの 2 割程は、図書資料の探索や、 動等の
利用者を捉えている。また、時 ごとで大きな りがあるわけではなく、どの
時 でも高い着座行為率を捉えた。中でも、名学は平 93 と最も高く、LC














・ だ ら 来
・ ・ ー
・他施設の で（立 、京産の ）
他施設 て、立 は カフ 、
京産は A e a(アス ラ) ・ 部室
その他は、
自 記 の内 分 てその都 分類
・ （ の ）
・ワークシ ップ （京産の ）
・アクティ ティ （京産の ）




67% 74% 76% 75% 80% 84% 78% 72% 77%
の の 33% 26% 23% 25% 20% 15% 21% 27% 23%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0%
442 246 583 444 603 1244 724 1148 5434
的 中部
で をする 38% 36% 32% 24% 54% 50% 39% 35% 40%
と に をする 6% 8% 8% 4% 4% 7% 20% 12% 9%
を る 30% 26% 23% 12% 20% 26% 16% 20% 22%
を す 21% 16% 10% 5% 12% 16% 10% 12% 13%
・ 等を す 12% 21% 18% 7% 16% 22% 14% 9% 15%
を 22% 13% 20% 15% 13% 25% 16% 17% 19%
を 2% - 10% 5% 5% 8% 3% 4% 5%
を 4% - 9% 7% 1% 3% 2% 2% 3%
を - 4% - - - - - - 0%
・ 等を する 9% 2% 17% 6% - 4% 3% 6% 6%
Cで を する 0% 4% 4% 23% 2% 8% 5% 8% 7%
Cで を 成する 3% 17% 14% 19% 7% 19% 16% 12% 14%
Cで を する 4% 0% 7% 11% 2% 6% 4% 6% 5%
・ する 0% 3% 4% 8% 0% 11% 1% 6% 5%
で する 5% 4% 3% 2% 6% 2% 1% 2% 2%
（ ）で する - - 4% 2% - 3% 2% 3% 2%
くつ 16% 5% 13% 23% 23% 11% 15% 18% 16%
とき 12% 2% 8% 14% 8% 8% 10% 10% 9%
わ とし 1% 2% 5% 2% 1% 2% 3% 5% 3%
と し する 1% 2% 2% 3% 3% 1% 3% 6% 3%
を る - - - - - - 0% 1% 0%
・ に する - - - - - - 0% 1% 0%
ついで する 2% - - - - 1% - 0% 0%
とし - - - - - - - 1% 0%
の 4% 4% 2% 4% 3% 5% 4% 4% 4%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0%








3-10 的と の 的の
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第 章　
　着座行為率の平 は 11 程度であり、時 変動でみていくと、大 の時間
は 1 割以上 まり、 ーク時は 20 であった。中でも名学、愛知、立命は 3
割近くみられ、他の大学に比べて多く まっていた。
　しかし、いずれの大学も、全体の 3 割しか まらないことを考慮すると、座
席が空いていなかったから仕方なく着座するのではなく、利用者は求める場所
を自由に選択していると考えられる。
　巡回プロット調査で把握した利用行為注 3-5）から、開架閲覧室と LC 内で何が
行われているかを 3-11 に示す。名学以外は「読み書き」が全行為の 2 割程
度を めて最も多く、筆記具を利用して学習している。 いで、「 ・ス
ホ 作」、「PC 利用」となった。また、先の利用目的からもわかるように、「PC
利用」は名学が 32 と 倒的に高い。
　「会話」は、各大学 7 14 みられ、LC の める面積が多い京産が最も高かっ



















































































































































































































































































































































































































































































き（ に き の） 24% 31% 23% 14% 26% 29% 31% 19% 26%
・ 13% 8% 10% 18% 22% 14% 16% 16% 15%
Cの , 成など） 0% 4% 15% 32% 9% 17% 14% 15% 15%
（ ）を閲覧 7% 3% 3% 3% 3% 5% 3% 5% 4%
・ を閲覧 3% 3% 3% 1% 1% 1% 0% 1% 1%
・ を す 4% 2% 2% 1% 1% 2% 1% 2% 2%
に る 3% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
会話 8% 9% 7% 12% 11% 7% 13% 14% 10%
5% 3% 4% 4% 9% 5% 5% 5% 5%
C ・ 4% 1% 2% 0% 1% 1% 0% 0% 1%
・ 14% 15% 16% 5% 0% 1% 2% 5% 4%
し いる 5% 1% 1% 0% 10% 9% 5% 9% 7%
・ 1% 1% 1% 0% 1% 0% 1% 0% 1%
5% 6% 8% 4% 2% 4% 4% 4% 4%
・ 0% 8% 0% 0% 0% 1% 0% 2% 1%
の 4% 6% 7% 5% 3% 2% 2% 2% 3%













が 80 以上と最も多く めている。「通常の座席」は、愛知が最も多い 98
を めていた。
　全体より「グループ学習室」は 5 め、2 目に座席が多い場所であった。





　まず全体からみると、合計は 13 であった。これは、1 日を通して 13 の
座席が まっている（利用されている）ことを指す。「PC エリア」は、最も高
中部
とし るとこ 7% 5% 3% 10% 13% 8% 10% 9%
の するとこ 58% 56% 45% 70% 77% 62% 61% 61%
いこと いことがわかるとこ 55% 36% 28% 34% 53% 37% 26% 37%
をするとこ 17% 14% 12% 8% 14% 15% 14% 13%
と の 間を るとこ 46% 29% 30% 43% 41% 32% 36% 36%
と を るとこ 1% 3% 1% 3% 3% 3% 5% 3%
なときに るとこ 36% 19% 29% 31% 29% 24% 29% 27%
を れるとこ 16% 17% 13% 10% 13% 9% 10% 12%
と に するとこ 4% 8% 4% 8% 8% 13% 11% 8%
に くとこ がないか るとこ 9% - - 9% 9% 10% 9% 7%
を し するとこ - 51% 39% - - - - 9%
を とこ - 43% 38% - - - - 8%
Cを とこ - 13% 22% - - - - 3%
C を するとこ - 18% 8% - - - - 3%
の いとこ - 18% 14% - - - - 3%
な 間が され いるとこ - 6% 6% - - - - 1%
の 1% 1% 0% 1% 1% 1% 2% 1%
1% 0% 1% 0% 1% 1% 2% 1%
（ ） 442 583 444 603 1244 724 1148 5434
3-12 開架閲覧室と LCに する （ ）
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第 章　
く、40 の利用率であった。特に名学、中部、京産で 50 以上と高い。いず
れもプリンターが用意されており、自ら作成した資料がプリントアウトできる
ため、高くなったと思われる。




比 的高く、椙山は室内で DVD の利用が可能、立命は調査当日に授業で利用
446 79% 1388 7% 899 65%
6 1% 16 6% 12 75%
48 9% 35 2% 32 91%
0 0% 0 0% 0 0%
38 7% 391 24% 2 1%
25 4% 94 9% 56 60%
563 100% 1924 8% 1001 52%
394 91% 1489 10% 1006 68%
0 0% 0 0% 0 0%
6 1% 77 33% 7 9%
12 3% 51 0% 45 88%
20 5% 285 37% 7 2%
0 0% 0 0% 0 0%
432 100% 1902 11% 1065 56%
1129 86% 2122 4% 1436 68%
4 0% 5 3% 5 100%
32 2% 12 1% 9 75%
45 3% 410 21% 388 95%
62 5% 666 25% 25 4%
35 3% 18 1% 8 44%
1307 100% 3233 6% 1871 58%
305 78% 1442 11% 841 58%
0 0% 0 0% 0 0%
12 3% 15 3% 14 93%
51 13% 1113 51% 949 85%
9 2% 116 30% 2 2%
13 3% 52 9% 35 67%
390 100% 2738 16% 1841 67%
817 98% 5336 14% 2977 56%
11 1% 239 45% 164 69%
0 0% 0 0% 0 0%
0 0% 0 0% 0 0%
0 0% 0 0% 0 0%
2 0% 5 5% 2 0%
830 100% 5580 14% 3143 56%
1600 84% 14881 18% 10902 73%
9 0% 222 47% 174 78%
92 5% 435 9% 215 49%
31 2% 424 26% 386 91%
12 1% 392 62% 25 6%
156 8% 288 3% 141 49%
1900 100% 16642 17% 11843 71%
1062 85% 6921 14% 4984 72%
5 0% 55 23% 45 82%
92 7% 4 0% 4 100%
19 2% 529 59% 429 81%
39 3% 284 15% 9 3%
32 3% 150 10% 137 91%
1249 100% 7943 14% 5608 71%
1421 81% 6455 10% 3956 61%
20 1% 314 35% 206 66%
138 8% 344 6% 237 69%
56 3% 1319 53% 1208 92%
93 5% 509 12% 11 2%
36 2% 52 3% 27 52%
1764 100% 8993 12% 5645 63%
7174 85% 40034 12% 27001 67%
55 1% 851 34% 606 71%
420 5% 922 5% 518 56%
214 3% 3846 40% 3405 89%
273 3% 2643 22% 81 3%
299 4% 659 5% 406 62%





















































































































回回数 c 43(回) 回回数 c 43(回)
回回数 c 48(回) 回回数 c 53(回)
回回数 c 47(回) 回回数 c 44.3(回,平 )
回回数 c 45.0(回,平 )
446 79% 1388 7% 899 65%
6 1% 16 6% 12 75%
48 9% 35 2% 32 91%
0 0% 0 0% 0 0%
38 7% 391 24% 2 1%
25 4% 94 9% 56 60%
563 100% 1924 8% 1001 52%
394 91% 1489 10% 1006 68%
0 0% 0 0% 0 0%
6 1% 77 33% 7 9%
12 3% 51 0% 45 88%
20 5% 285 37% 7 2%
0 0% 0 0% 0 0%
432 100% 1902 11% 1065 56%
1129 86% 2122 4% 1436 68%
4 0% 5 3% 5 100%
32 2% 12 1% 9 75%
45 3% 410 21% 388 95%
62 5% 666 25% 25 4%
35 3% 18 1% 8 44%
1307 100% 3233 6% 1871 58%
305 78% 1442 11% 841 58%
0 0% 0 0% 0 0%
12 3% 15 3% 14 93%
51 13% 1113 51% 949 85%
9 2% 116 30% 2 2%
13 3% 52 9% 35 67%
390 100% 2738 16% 1841 67%
817 98% 5336 14% 2977 56%
11 1% 239 45% 164 69%
0 0% 0 0% 0 0%
0 0% 0 0% 0 0%
0 0% 0 0% 0 0%
2 0% 5 5% 2 0%
830 100% 5580 14% 3143 56%
1600 84% 14881 18% 10902 73%
9 0% 222 47% 174 78%
92 5% 435 9% 215 49%
31 2% 424 26% 386 91%
12 1% 392 62% 25 6%
156 8% 288 3% 141 49%
1900 100% 16642 17% 11843 71%
1062 85% 6921 14% 4984 72%
5 0% 55 23% 45 82%
92 7% 4 0% 4 100%
19 2% 529 59% 429 81%
39 3% 284 15% 9 3%
32 3% 150 10% 137 91%
1249 100% 7943 14% 5608 71%
1421 81% 6455 10% 3956 61%
20 1% 314 35% 206 66%
138 8% 344 6% 237 69%
56 3% 1319 53% 1208 92%
93 5% 509 12% 11 2%
36 2% 52 3% 27 52%
1764 100% 8993 12% 5645 63%
7174 85% 40034 12% 27001 67%
55 1% 851 34% 606 71%
420 5% 922 5% 518 56%
214 3% 3846 40% 3405 89%
273 3% 2643 22% 81 3%
299 4% 659 5% 406 62%





















































































































回回数 c 43(回) 回回数 c 43(回)
回回数 c 48(回) 回回数 c 53(回)
回回数 c 47(回) 回回数 c 44.3(回,平 )







　「通常の座席」は、4~18 で し、全体では 12 の利用率であった。愛学
は最も少ない 4 、立命が最も高い 18 と大学間でばらつきが生じている。
　学習率は、座席で学習をした利用者数をその座席の全利用者数で割っている。
全体の合計は 65 で、6 割以上は何かしらの学習を行っている。最も座席数の
多い「通常の座席」は 67 であった。
　「PC エリア」は 89 で最も高く、これは PC の利用を学習行為に分類してい
るからである注 3-9）。 いで「個人学習室」が 71 であった。「AV エリア」は、
多くが 楽としての 画 が多いことから、学習利用としては低かった。
　「通常の座席」を各大学ごとで比 する。最も高い学習率は、立命で 73 、













　利用率が高いのは、両サイドが仕切られ壁に向いている 2D で、40 程度の
利用率が多くみられる。特に西 の利用率は高く、背後の 2B に利用者が少
ないことが影響していると思われる注 3-11）。また、書架と壁に囲まれたグルー
プ席である 1B も比 的利用されている。一つ とつの利用率は高くないが、
多くの席で着座している。
　一方で、利用者がほとんどいないエリアは、1E-a d や 2H であった。1E は、
職員の執 エリアを通過し、さらに出入口から まった いエリアである。
職員は、 まった場所が利用されと 定していたが、実態はそうではなかった。










2G で学習率が 6 割以上の利用者しかいない。ここは、2D と同じ什器であり、
間隔を空けて着座している。また周囲には座席がなく、他の利用者を感じさ
せないエリアである。その他、学習率 80 以上が集まるエリアとして 1A や
1B が げられる。1A は、館内で最も机が広いエリアであった。
　通常の座席より、利用率の高い場所として、B1A、B1B、1F、2C が げられる。
中でも B1B は利用率 40 以上の席が多い。両サイドの仕切りは人気が高く、
同じく１F も両サイドに仕切りがある。利用率が低いところは、3D、3E や 2B
である。3 階はグループワークが可能なエリアであるが、空席が多く、また 1
人当たりの利用時間も い。2B も会話が可能で同じグループ席である 2D に
比べて利用は少ない。2B は階段から上がってすぐのところにある座席で、通
過動線上は利用されない可能性が考えられる。
　学習率は、地下 1 階が全体的に高い。利用率の高かった B1B や B1J、B1K、
B1Lは高い。いずれも書庫と壁に まれた環境である。また、LCにあたる1Dは、
調査当日に つの机で イ ンスが行われ、学習率が低いところもあるが東
の 2 つの机は、8 割以上の座席が多い。
　愛学は、他の大学に比べて、仕切りのないグループ席が 倒的に多い。特に
中 部の階段から東 は 館と ばれ、2,3 階にある什器のほとんどは、図書
館開館以来から使用されている。
　利用率が高かったのは、2L、2O、LCM である。いずれも 30 以上が まり、
多い席では 70 以上も所々でみられる。2L、2O は、サイドに仕切りがあり、
他大学にはない個室のような場所がつくられている注 3-12）。またどの座席にも
着座しており、一席当たりの着座率も高い。個室のような環境によって、個人










　学習率は、PC エリアである 1B、1C を くと LCN、2A、2O が高い。LCN
は、LC に多くみられる可動 の机と椅子である。各所でグループ学習が行わ
れていた。また 2A も 60 以上の学習率が多くみられ、ほとんどが机の を利
用している。また、2Cはキャレル席で利用率や学習率が高くなると思われたが、
共に低かった。
　PC エリアの 4C、4D 注 3-13）は非常に利用率が高い。LC は PC の利用が多くを
めていた。ここは文章や web ー を印刷している様子もみられた。特に














た注 3-14）。その他 LC に 当する 1A や、個人学習室である 2N、3H は、よく使
われている。一方、グループ席の 2C や 3D や 1B はほとんど利用されていない。
1B は、他と違い座席に背もたれもないことが影響していると思われる。
　学習率は、LC に 置する 1A や 1F、3G などが高い。中でも 1A は、8 割を
える席が多い。特に東 のエリアは、調査当日、経営学部の 3,4 年生の
活動で、ほ 終日利用しており、少数のグループでディスカッションをしてい
た。 対の は、特定の利用者ではないが、所々でよく利用している。しか
し、その間に まれた中 付近は利用率が低い。そのため、比 的狭い面積で
会話の盛り上がり方が異なると、両者が近づきにくく、利用率が低下すると考






　調査した 8 大学の中で、最も利用率が高く、学習率も 71 と中部に いで
高い大学である。全体的に空席は少なく、50 を える利用率も 見される。




ウンター席で 3K と 3O は同じタイプで、3N は少し机の幅が広い。そのため、








に 立がある 2A、2B も利用率が高い。特に 2B は壁 の席は利用率が 50 以
上みられ、前面に仕切りがあり、壁付けされたグループ席は利用率が上がると
考えられる。
　一方、利用率が低いエリアは、2D や 3N であった。両エリアもまた、通過
動線上に配置されたエリアであるため、利用がされていないと思われる。
　2D'、2F、3L などは 60 以上の学習率がほとんどを めている。特に 2D は、
机の前面が遮られ、通過動線上にはないエリアにある。
　別棟の LC は、2，3 階で構成されており、3 階の利用が多い。2 階はイ ン
ト利用ができるように計画されていることから、一定の頻度でイ ントが開催
されている。そのため調査日のように自由に利用できる期間は限られ、利用が
下がったと考えられる。3 階で利用率が高いエリアは 3B、3C、3D であった。
特に 3B のボックスタイプのソファ席は、利用率が高く図書館のグループ席に
比べて人気の座席注 3-16）である。また 6 人掛けであるが、 の大きさからみて
1 人で利用している様子もみられる。
　カウンター席である 3C と 3D に着目してみると、机の広さは共に同じ大き






　名学と同様に 1F の PC エリアや、窓際に設置された個人学習室の利用率が
高い。2 階と 3 階は、ほとんど同じ座席の並べ方になっているが、2 階の方が
利用率は高い。エリア別にみると、中でも 2B、2M、3G、3S は高い。2B や
2M 注 3-17）は、仕切りの高いキャレル席である。3G、3S は、他大学になく、壁
に う形で一方向に仕切りのある机が並べられた場所である。5/6 席は長時間
有されており、学習率も比 的高かった注 -18）。
　一方、利用率が低いエリアは、1 階の出入口から最も い 置にある 3K や
3L であった。また、2B や 2M と同じタイプである 3B、3F、3H、3R、3M の
学習率は低かった。中でも書架に まれた 3F と 3R のキャレル席は学習率が
下がっていた。1E と 1E は休憩室であるが、ところどころで学習している様
子が見られる。
　利用率が高いエリアは、3A、3D であった。3D は中部 LC と同じボックス席





　一方で、利用率が低いエリアは、2A や 3E（ の席）注 3-19）であった。また
壁にもたれる形で座れる 3F のソファ席も利用が高いと思われたが、さほど高
くなかった。また、同時に 3D の東 もカウンターから視認できる。そのため、
いずれも利用率が低下したと考えられる。
　最も利用率が高いエリアは、LC 内 一のカウンター席である I である。し
かし、学習率は 40~60 とさほど高くはない。その他 A は、いくつかの席
で 40 以上の高い利用率がみられ、また 80 以上の学習率が確認できる。Aは、
2 人掛けで構成された席もあり、そこには、1 席だけプロットされている場所
も多くあり、個人で利用している様子がみられた。
　H は AV ース（外国語学学習のための 画の 専用・90 分の利用 限）




0 2 5 10m
























0 2 5 10m






利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
0 2 5 10m
利用 10 20 30 40 50 60 70 8010






利用 10 20 30 40 50 60 70 8010














利用 10 20 30 40 50 60 70 8010














利用 10 20 30 40 50 60 70 8010




利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
0 2 5 10m
利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
学 79- 59- 39-
0 2 5 10m
利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
学 79- 59- 39-
図 3-4- 学習 者 その他の 者 分 場所






山 2 山 3
　学 利用者の分 場 と学 ら た
99　
利用 10 20 30 40 50 60 70 8010







利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
0 2 5 10m
学
79- 59- 39-
利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
































利用 1 60 70 8010
学 79- 59- 39-
図 3-4- 学 学習 者 その他の 者 分 場所
学 1 学 2
　学 利用者の分 場 と学 ら た
100　










利用 10 20 30 40 50 60 70 8010














利用 10 20 30 40 50 60 70 8010










利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
学 79- 59- 39-
図 3-4- 学 学習 者 その他の 者 分 場所




　学 利用者の分 場 と学 ら た
101　
scale：1/100
利用 10 20 30 40 50 60 70 8010










利用 10 20 30 40 50 60 70 8010









利用 10 20 30 40 50 60 70 8010

















利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
学 79- 59- 39-




　学 利用者の分 場 と学 ら た
102　





















0 2 5 10m











利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
学 79- 59- 39-
図 3-4- 立 学習 者 その他の 者 分 場所
立 1
立 1
　学 利用者の分 場 と学 ら た
103　















































利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
学 79- 59- 39-
図 3-4- 立 学習 者 その他の 者 分 場所
立 3立 2
　学 利用者の分 場 と学 ら た
104　
利用 10 20 30 40 50 60 70 8010




















利用 20 30 40 50 60 70 80
0 2 5 10m
学
79- 59- 39-
利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
















利用 20 30 40 50 60 70 80




利用 10 20 30 40 50 60 70 8010








利用 10 20 30 40 50 60 70 8010






利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
学 79- 59- 39-
図 3-4- 中部・図書館 学習 者 その他の 者 分 場所
図 3-4- 中部・LC 学習 者 その他の 者 分 場所
中部・図書館 3
中部 LC 3
中部 LC 2中部・図書館 2
中部・図書館 1
　学 利用者の分 場 と学 ら た
105　
N
利用 10 20 30 40 50 60 70 8010








利用 10 20 30 40 50 60 70 8010






0 2 5 10m













0 2 5 10m



















3Q 3P 3O 3N
0 2 5 10m




















0 2 5 10m













利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
学 79- 59- 39-
図 3-4- 京産・図書館 学習 者 その他の 者 分 場所
京産・図書館 3京産・図書館 2
京産・図書館 1




0 2 5 10m








0 2 5 10m
















0 2 5 10m












利用 10 20 30 40 50 60 70 8010
学 79- 59- 39-
図 3-4- 京産・LC 学習 者 その他の 者 分 場所
図 3-4- 京産・GC

























で学習利用として った 目から、図 3-5 のように、本を読む、探す目的の「図
書利用」、PC で WEB や作業をする「PC 利用」、両方を目的にした「併用利用」、
図書資料やPC等のツールを目的にせず、持込んだツールを利用する「持込利用」
の 4 つに分類してそれぞれの割合をみる（ 3-14）。
　平 は、「図書利用」、「持込利用」共に 37 で最も多い。 いで「PC 利用」







や を に た 。
を に た 。 も も 。
書 、 の の両 を した 。
書や の の はなく、 を の 。
を
レ レ を る（ 、 のみ）
PCでWEBサイ を する






46% 39% 50% 38% 24% 34% 37%
C 4% 21% 15% 14% 23% 15% 15%
4% 5% 7% 14% 13% 8% 10%
持 45% 34% 29% 33% 40% 43% 37%










はみられない注 3-20）。持込利用は、学部 1 年生で 35 と多い。開架閲覧室や LC
にまだ慣れない低学年は、開架閲覧室や LC 内の学習媒体はあまり利用しない
と思われる。一方の 4 年生は、16 と他の学年より低い。
　まず、学習媒体ごとの分析を行うにあたり、学習利用者の割合が、文系理系
注 3-21）で 異があるかを確認した（ 3-16）。ここでは、理系文系別に学習利用
を読み取った。その結果、共に学習利用は 7 割以上で はみられなかった。
　学習媒体ごとの専 分野は 4-17 に示す。
　6 大学の平 からみると、合計で文系学部が 83 、理系学部が 17 である






30% 13% 25% 28% 4% 0% 136
C 8% 42% 33% 17% 0% 0% 12
17% 17% 17% 50% 0% 0% 12
持 32% 23% 23% 21% 0% 1% 133
30% 18% 24% 25% 2% 0% 293
8% 46% 27% 15% 1% 1% 71
C 8% 23% 21% 49% 0% 0% 39
10% 20% 20% 50% 0% 0% 10
持 23% 26% 35% 16% 0% 0% 62
13% 33% 28% 25% 1% 1% 182
27% 21% 23% 24% 4% 0% 222
C 14% 18% 23% 43% 2% 0% 65
14% 17% 28% 41% 0% 0% 29
持 33% 20% 22% 23% 1% 0% 129
26% 20% 23% 28% 2% 0% 445
20% 19% 22% 29% 7% 3% 400
C 32% 23% 18% 21% 3% 2% 147
23% 17% 26% 27% 5% 2% 150
持 32% 20% 26% 16% 3% 2% 349
26% 20% 24% 23% 5% 2% 1046
部
中部 20% 25% 31% 20% 3% 1% 137
C 25% 23% 35% 17% 0% 0% 130
24% 20% 35% 20% 1% 0% 71
持 31% 21% 24% 21% 2% 1% 222
26% 22% 30% 19% 2% 1% 560
30% 26% 22% 19% 1% 2% 274
C 25% 24% 31% 19% 1% 2% 118
25% 36% 24% 15% 0% 0% 67
持 43% 26% 18% 10% 1% 2% 352
35% 27% 22% 14% 1% 2% 811
24% 22% 24% 24% 4% 1% 1240
C 24% 23% 27% 24% 1% 1% 511
22% 22% 27% 26% 2% 1% 339
持 34% 23% 23% 16% 2% 2% 1247




部 77% 23% 3543 100%
部 78% 22% 696 100%
77% 23% 31 100%







　全大学の学習媒体別で滞在時間を度数分 で示したものを図 3-6 に示す注
3-22）。図書利用とそれ以外の学習媒体で違いがみられる。図書利用は、40 分
までが他に比べて多く、 数の割合を めている。平 滞在時間（ 3-17）
をみても、1 時間 13 分と他に比べて最も い利用であった。一方、図書利用
以外では、同じ滞在時間を示している。
　持込利用は、80 100 分 の利用が多く、授業の空き時間を って利用し


























間 間 間 間 間 間 間
間 136 間 71 間 222 間 398 間 137 間 272 間 1236
C 間 12 間 39 間 65 間 145 間 130 間 118 間 509
間 12 間 10 間 29 間 147 間 71 間 66 間 335
持 間 133 間 62 間 129 間 344 間 222 間 349 間 1239
間 293 間 182 間 445 間 1034 間 560 間 805 間 3319
中部
部 部
82% 18% 0% 131
C 92% 8% 0% 12
100% 0% 0% 12
持 80% 20% 0% 133
82% 18% 0% 288
80% 20% 0% 71
C 79% 21% 0% 39
100% 0% 0% 10
持 92% 8% 0% 62
85% 15% 0% 182
96% 4% 0% 213
C 100% 0% 0% 64
100% 0% 0% 29
持 91% 8% 1% 128
95% 4% 0% 434
部 部
98% 0% 2% 375
C 97% 0% 3% 142
99% 0% 1% 143
持 99% 0% 1% 339
98% 0% 2% 999
57% 43% 0% 134
C 34% 66% 0% 131
43% 57% 0% 72
持 18% 81% 1% 221
34% 65% 0% 558
89% 10% 1% 277
C 89% 11% 0% 120
90% 10% 0% 69
持 90% 9% 1% 358
90% 10% 1% 824
88% 11% 1% 1201
C 78% 21% 1% 508
85% 14% 1% 335
持 79% 20% 1% 1241
83% 17% 1% 3285
3-17 に 間
3-6 的 の 間






用者も 65 を えて最も高い。どの学習媒体を利用していても静けさのある
落ち着いた場所を求めている。館内の学習媒体を目的にした利用者でも開架閲
覧室や LC の場所を して利用している。
　一方で、図書や PC など利用する媒体に伴って、その学習媒体を理由とした
目がある。図書利用と併用利用は、いずれも「図書資料があるから」が 3 割





図書 PC 場所 計
て 建 ら近 5% 0% 0% 5% 5%
義の建 近 1% 8% 8% 2% 2%
で て 71% 92% 67% 83% 77%
・会 で 0% 8% 0% 2% 1%
図書資料 あ 66% 33% 67% 31% 49%
PCの
の明 さ 良 16% 33% 0% 6% 12%
館 10% 8% 8% 5% 8%
・ ー機 で
学習 ー ス
こ で 0% 0% 0% 0% 0%
て 10% 17% 0% 17% 13%
資料(DVD ) あ 19% 25% 17% 11% 15%
ネット環境 整 て
その他 3% 0% 0% 3% 3%
記 1% 0% 8% 1% 1%
n(人) 136 12 12 133 293
図書 PC 場所 計
62% 69% 80% 87% 73%
6% 21% 0% 13% 11%
38% 15% 50% 11% 25%
23% 51% 50% 16% 28%
18% 23% 20% 15% 18%
6% 23% 30% 2% 9%
4% 0% 0% 2% 2%
15% 23% 30% 19% 19%
10% 5% 10% 5% 7%
15% 8% 10% 15% 13%
1% 0% 0% 2% 1%
71 39 10 62 182
山
図書 PC 場所 計
20% 14% 11% 17% 17%
4% 3% 2% 4% 3%
67% 71% 78% 74% 71%
2% 2% 4% 1% 2%
30% 16% 29% 10% 21%
19% 51% 55% 18% 28%
29% 26% 43% 25% 29%
26% 21% 34% 17% 24%
18% 31% 42% 13% 22%
3% 1% 3% 1% 2%
3% 6% 5% 1% 3%
18% 18% 18% 20% 19%
4% 7% 1% 3% 4%
2% 2% 2% 1% 2%
400 147 150 349 1046
立
図書 PC 場所 計
て 建 ら近 11% 8% 18% 12% 12%
義の建 近 5% 5% 11% 8% 7%
で て 66% 64% 77% 70% 68%
・会 で 2% 8% 3% 14% 8%
図書資料 あ 57% 21% 52% 13% 30%
PCの 12% 48% 44% 5% 22%
の明 さ 良 32% 32% 39% 34% 34%
館 9% 18% 14% 14% 14%
・ ー機 で 4% 4% 7% 2% 3%
学習 ー ス 1% 0% 0% 0% 1%
こ で 1% 5% 0% 3% 3%
て 13% 9% 8% 14% 12%
資料(DVD ) あ
ネット環境 整 て
その他 2% 6% 1% 3% 3%
記 1% 1% 0% 0% 0%
n(人) 137 130 71 222 560
中部
図書 PC 場所 計
16% 15% 15% 22% 18%
5% 8% 3% 11% 8%
68% 55% 72% 66% 65%
2% 6% 3% 9% 6%
20% 4% 15% 4% 10%
13% 53% 49% 11% 21%
26% 19% 36% 24% 25%
10% 16% 19% 7% 10%
11% 26% 34% 5% 13%
1% 2% 3% 0% 1%
5% 14% 13% 12% 10%
13% 8% 13% 12% 12%
2% 3% 0% 3% 2%
4% 3% 0% 2% 2%
274 118 67 352 811
京産
図書 PC 場所 計
14% 11% 13% 16% 14%
4% 5% 5% 6% 5%
67% 65% 76% 72% 70%
2% 7% 3% 7% 5%
36% 15% 33% 11% 23%
14% 49% 49% 11% 22%
26% 26% 38% 24% 26%
16% 17% 24% 11% 15%
11% 20% 30% 6% 13%
2% 1% 2% 1% 1%
3% 7% 5% 4% 4%
15% 13% 15% 16% 15%
3% 1% 1% 1% 2%
1% 0% 0% 0% 0%
4% 6% 1% 4% 4%
2% 2% 1% 1% 2%
1018 446 310 1118 2892
平

















図書 PC 場所 計
日 て来 こ 13% 8% 8% 4% 8%
自分の こ 57% 75% 67% 78% 68%
知 こ 、 こ こ 65% 67% 67% 42% 55%
分 こ 24% 8% 8% 11% 17%
の こ 52% 75% 25% 40% 46%
人、知人 深 こ 1% 0% 0% 1% 1%
来 こ 38% 33% 42% 26% 32%
新 関心 こ 26% 8% 50% 4% 16%
他 く こ ら来 こ 7% 17% 17% 9% 9%
人 一 学習、 こ 3% 8% 17% 5% 5%
本 こ
本 こ
CD 、 デ 、DVD こ
PC こ
心地の こ
多 さ て こ
その他 1% 8% 0% 0% 1%
記 0% 0% 8% 0% 0%
回 者数 136 12 12 133 293
図書 PC 場所 計
7% 5% 14% 3% 6%
59% 46% 48% 71% 60%
44% 29% 72% 30% 40%
17% 8% 24% 7% 13%
32% 14% 41% 33% 30%
3% 5% 7% 3% 4%
25% 12% 24% 11% 19%
23% 14% 41% 9% 19%
0% 0% 0% 0% 0%
7% 15% 7% 10% 9%
54% 54% 41% 44% 50%
63% 34% 52% 30% 48%
14% 14% 24% 16% 15%
9% 35% 24% 8% 13%
21% 12% 34% 12% 18%
5% 8% 3% 7% 6%
0% 0% 0% 1% 0%
0% 0% 0% 1% 0%
222 65 29 129 445
学
図書 PC 場所 計
17% 12% 18% 12% 14%
74% 83% 88% 85% 81%
60% 46% 76% 40% 54%
15% 12% 16% 11% 13%
42% 42% 53% 37% 42%
3% 3% 3% 4% 3%
31% 24% 31% 25% 28%
17% 11% 17% 8% 13%
7% 8% 11% 10% 9%
7% 10% 9% 10% 9%
2% 1% 1% 1% 1%
0% 2% 1% 0% 0%
400 147 150 349 1046
立
図書 PC 場所 計
日 て来 こ 9% 7% 10% 8% 8%
自分の こ 52% 72% 75% 72% 67%
知 こ 、 こ こ 62% 29% 54% 21% 37%
分 こ 20% 12% 24% 11% 15%
の こ 47% 32% 51% 21% 34%
人、知人 深 こ 1% 5% 3% 3% 3%
来 こ 28% 23% 27% 14% 21%
新 関心 こ 16% 5% 18% 4% 9%
他 く こ ら来 こ 4% 15% 17% 7% 9%
人 一 学習、 こ 4% 18% 6% 23% 15%
本 こ
本 こ
CD 、 デ 、DVD こ
PC こ
心地の こ
多 さ て こ
その他 1% 2% 0% 0% 1%
記 1% 1% 0% 0% 0%
回 者数 137 130 71 222 560
中部
図書 PC 場所 計
12% 8% 19% 9% 11%
59% 57% 69% 70% 64%
48% 24% 51% 14% 30%
17% 14% 19% 13% 15%
41% 41% 51% 36% 39%
4% 9% 6% 6% 6%
31% 31% 36% 27% 30%
18% 3% 21% 5% 10%
9% 9% 13% 9% 9%
6% 15% 9% 18% 13%
0% 0% 1% 2% 1%
3% 2% 0% 1% 2%
274 118 67 352 811
京産
図書 PC 場所 計
12% 8% 16% 9% 11%
63% 68% 77% 76% 70%
55% 34% 65% 28% 43%
17% 12% 19% 11% 14%
41% 36% 50% 34% 39%
3% 5% 4% 4% 4%
30% 24% 31% 22% 26%
19% 8% 21% 6% 13%
6% 9% 12% 8% 8%
6% 14% 9% 14% 11%
11% 1% 1% 1% 1%
1% 1% 1% 0% 1%
1169 472 329 1185 3155
平
図書 PC 場所 計
日 て来 こ 13% 8% 8% 4% 8%
自分の こ 57% 75% 67% 78% 68%
知 こ 、 こ こ 65% 67% 67% 42% 55%
分 こ 24% 8% 8% 11% 17%
の こ 52% 75% 25% 40% 46%
人、知人 深 こ 1% 0% 0% 1% 1%
38 33 42 26 32
新 関心 こ 26 8 50 4 16
他 く こ ら来 こ 7 1 1 9 9
人 一 学習、 こ 3 17 5 5
本 こ
本 こ




その他 1% 8% 0% 0% 1%
記 0% 0% 8% 0% 0%
回 者数 136 12 12 133 293
図書 PC 場所 計
7% 5% 14% 3% 6%
59% 46% 48% 71% 60%
44% 29% 72% 30% 40%
17% 8% 24% 7% 13%
32% 14% 41% 33% 30%
3% 5% 7% 3% 4%
25 12 2 11 19
23 14 1 9 19
0 0 0
15 7 10 9
54 5 44 5
6 34 52 30 48
14 4 6 5
9 35 24 8 3
21 12 34 12 18
5 8 3 7 6
0 0 0 1
0 0 0 1 0
222 65 29 129 445
学
図書 PC 場所 計
17% 12% 18% 12% 14%
74% 83% 88% 85% 81%
60% 46% 76% 40% 54%
15% 12% 16% 11% 13%
42% 42% 53% 37% 42%
3% 3% 3% 4% 3%
31 24 31 25 28
17 11 17 8 13
7 8 11 1 9
7 0 9 0 9
2% 1% 1% 1% 1%
0% 2% 1% 0% 0%
400 147 150 349 1046
立
図書 PC 場所 計
日 て来 こ 9% 7% 10% 8% 8%
自分の こ 52% 72% 75% 72% 67%
知 こ 、 こ こ 62% 29% 54% 21% 37%
分 こ 20% 12% 24% 11% 15%
の こ 47% 32% 51% 21% 34%
人、知人 深 こ 1% 5% 3% 3% 3%
28 23 27 14 21
新 関心 こ 16 5 18 4 9
他 く こ ら来 こ 4 15 17 7 9
人 一 学習、 こ 4 8 6 23
本 こ
本 こ




その他 1% 2% 0% 0% 1%
記 1% 1% 0% 0% 0%
回 者数 137 130 71 222 560
中部
図書 PC 場所 計
12% 8% 19% 9% 11%
59% 57% 69% 70% 64%
48% 24% 51% 14% 30%
17% 14% 19% 13% 15%
41% 41% 51% 36% 39%
4% 9% 6% 6% 6%
31 31 36 27 30
18 3 21 5 10
9 9 13 9 9
6 5 8 3
0% 0% 1% 2% 1%
3% 2% 0% 1% 2%
274 118 67 352 811
京産
図書 PC 場所 計
12% 8% 16% 9% 11%
63% 68% 77% 76% 70%
55% 34% 65% 28% 43%
17% 12% 19% 11% 14%
41% 36% 50% 34% 39%
3% 5% 4% 4% 4%
30 24 31 22 26
19 21 13
6 9 12 8
6 4 4 1
11% 1% 1% 1% 1%
1% 1% 1% 0% 1%
1169 472 329 1185 3155
平








1）学部学生の める割合が 9 割以上と 倒的に多く、中でも授業数等関係で
大学へ来る頻度が高い 1 年生の利用が多い。
2）人数は、個人利用が 7 割以上を めて最も多く、グループでは 2 人組が 2
割 である。LC がない大学や LC の座席が開架閲覧室と変わらない大学
でも個人とグループ利用の割合に大きな変化はない。
3）学生の利用者は、授業と授業の空き時間に来ており、利用頻度は、1 間





PC を使った WEB 閲覧、文書作成を行っている。
6）着座行為率は 80 以上と高く、多くの利用者が椅子に座わって場所を選択


































文 3-1）久 田 一、佐藤 、佐藤 ：大学図書館の施設計画について 1- 利用目的と在館時間、日本建築学会大会学術講
演梗概集、計画系、pp.493-494、1969.8
文 3-2） 治、 、門谷真一 、川島 、 原 一 ：大学図書館の利用状況 1-4、日本建築学会大会学術講
演梗概集、計画系、pp.1093-1100、1981.9
文 3-3） ：図書館施設論 - 現代図書館情報学シリーズ 12、 村 、2014
文 3-4）中井孝幸、 野 大、谷口 子：図書館における利用者属性からみた座席の選択行動と過ごし方「場」としての
公共図書館の施設計画に関する研究・その 1、日本建築学会計画系論文集、第 741 号、pp.2767-2777、2017.11
文 3-5）中井孝幸、 ：大学図書館における学習環境と利用者の図書館像 -「場」としての大学図書館の施設計画に
関する研究・その１、日本建築学会計画系論文集、第 705 号、pp.2347-2356、2014.11
文 3-6）Aron Cohen, Elain Cohan: Designing and Space Planning for Libraries -A behavioral guide, R. R. Bowker Company, 1979、














　個人、グループの利用を対象にした研究において、 ・ 文 4-1）は、個
人席をグループ利用者が、グループ席を個人が利用する様子を捉えている。
・田上文 4-2）は、LC 内のように ープンな空間ほど、個人から共同まで多様

























最も多く、平 で 8 割を めている。 いで、2 人組が 13 であった。中でも
愛淑、立命は 8 割を えて高い。椙山、中部、京産は比 的、グループ利用の
割合が高い。









　2 年生は、多人数利用が 少し、個人で利用している。一方 3，4 年生は、
同じ傾向にあることが読み取れず、各大学で変わっている。例えば、椙山や愛
学の 4 年生は、 業研究等をグループで利用している可能性が考えられる。
　利用人数別の利用頻度の違いを 4-3 に示す。まず、全体的に 3 章での全利
用者の利用頻度に比べて、「ほとんど毎日」や「一 間に 2,3 回」は高い。学
習利用者は、利用頻度が高いことがわかる。












83% 72% 79% 87% 72% 78% 80%
14% 18% 13% 10% 16% 13% 13%
3% 9% 8% 3% 10% 7% 6%
0% 1% 0% 0% 1% 3% 1%





31% 17% 25% 25% 2% 0% 245
30% 30% 23% 18% 0% 0% 40
0% 13% 13% 75% 0% 0% 8
30% 18% 24% 25% 2% 0% 293
16% 28% 33% 21% 1% 1% 132
6% 45% 21% 27% 0% 0% 33
6% 47% 0% 47% 0% 0% 17
13% 33% 28% 25% 1% 1% 182
24% 19% 26% 28% 3% 0% 352
34% 29% 19% 19% 0% 0% 59
35% 15% 9% 41% 0% 0% 34
26% 20% 23% 28% 2% 0% 445
25% 20% 23% 24% 5% 3% 913
34% 21% 20% 22% 3% 0% 105
32% 18% 43% 4% 4% 0% 28
26% 20% 24% 23% 5% 2% 1046
部
中部 22% 26% 31% 19% 2% 0% 409
35% 14% 28% 22% 0% 1% 93
38% 10% 26% 22% 2% 2% 58
26% 22% 30% 19% 2% 1% 560
32% 27% 23% 16% 1% 2% 648
45% 25% 12% 12% 1% 4% 106
46% 25% 25% 4% 0% 2% 57
35% 27% 22% 14% 1% 2% 811
26% 22% 25% 22% 3% 1% 2699
35% 24% 20% 19% 1% 1% 436
35% 19% 22% 22% 1% 1% 202









12% 45% 20% 11% 5% 5% 1% 0% 0% 1% 0% 245
8% 50% 10% 15% 10% 3% 5% 0% 0% 0% 0% 40
0% 0% 13% 25% 0% 25% 38% 0% 0% 0% 0% 8
11% 44% 18% 12% 6% 5% 3% 0% 0% 1% 0% 293
14% 33% 24% 15% 7% 5% 2% 0% - - 0% 132
9% 45% 12% 9% 15% 6% 0% 3% - - 0% 33
18% 24% 6% 29% 6% 6% 12% 0% - - 0% 17
14% 35% 20% 15% 8% 5% 2% 1% - - 0% 182
14% 42% 23% 7% 10% 3% 1% 0% 0% 0% 1% 352
7% 37% 22% 3% 17% 5% 5% 2% 0% 2% 0% 59
24% 32% 24% 9% 12% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 34
14% 40% 23% 7% 11% 3% 1% 0% 0% 0% 1% 445
36% 44% 12% 5% 2% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 913
22% 42% 15% 10% 6% 5% 0% 0% 0% 1% 0% 105
11% 46% 29% 4% 7% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 28
34% 44% 13% 5% 2% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 1046
中部 14% 49% 17% 10% 5% 3% 0% 0% 0% 1% 0% 409
11% 42% 22% 6% 5% 9% 0% 0% 2% 3% 0% 93
16% 29% 21% 7% 10% 5% 0% 2% 3% 7% 0% 58
14% 46% 18% 9% 6% 4% 0% 0% 1% 2% 0% 560
20% 44% 21% 7% 3% 2% 0% 0% 0% 1% 0% 648
20% 31% 22% 7% 9% 8% 1% 0% 1% 0% 1% 106
21% 28% 16% 12% 7% 11% 4% 0% 0% 2% 0% 57
20% 41% 21% 7% 4% 4% 1% 0% 0% 1% 0% 811
23% 44% 18% 8% 4% 2% 0% 0% 0% 1% 0% 2699
15% 40% 18% 8% 9% 6% 1% 0% 1% 1% 0% 436
17% 30% 19% 11% 8% 6% 3% 0% 1% 2% 0% 202





する。利用人数ごとの学習媒体を 4-4 に示す。まず平 をみると個人は、
「図書利用」が 40 と最も多い。2 人組は「図書利用」よりも「持込利用」が
47 と多くなる。そして、多人数になると「持込利用」が 数以上を めてい
る。これらは概 、各大学で共通してみられる。
　特に変化があったものとして、椙山は、グループ利用で「持込利用」が多く
なるわけではなく、「PC 利用」が多くを めている。これは、PC 利用と多人
数利用が多かった 4 年生が めていたからと考えられる。愛学のグループ利用
は、「図書利用」が 4 割以上みられ、「持込利用」の割合は低かった。
　利用人数別に滞在時間をみる。全大学の人数別における滞在時間を度数分
で図 4-1 に示す。その結果、60 分 を境に、個人、少人数と多人数で割合に
違いがみられる。多人数は、60分を えると多く、3時間以上の割合も最も多い。






C 持 （ ）
49% 4% 4% 42% 245
30% 3% 3% 65% 40
50% 0% 0% 50% 8
46% 4% 4% 45% 293
43% 16% 7% 34% 132
27% 33% 0% 39% 33
29% 41% 6% 24% 17
39% 21% 5% 34% 182
52% 13% 7% 28% 352
41% 19% 5% 36% 59
44% 26% 6% 24% 34
50% 15% 7% 29% 445
39% 13% 14% 33% 913
36% 18% 16% 30% 105
25% 21% 7% 46% 28
38% 14% 14% 33% 1046
C 持 （ ）
中部 29% 23% 16% 33% 409
15% 26% 4% 55% 93
9% 22% 3% 66% 58
24% 23% 13% 40% 560
38% 15% 9% 38% 648
22% 14% 4% 60% 106
9% 11% 5% 75% 57
34% 15% 8% 43% 811
40% 14% 11% 34% 2699
28% 19% 7% 47% 436
20% 20% 5% 54% 202
37% 15% 10% 37% 3337
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第 章　
　利用人数別で開架閲覧室と LC に来訪する理由の違いをみる（ 4-6）。





















間 間 間 間 間 間 間
間 245 間 132 間 352 間 903 間 409 間 646 間 2687
間 40 間 33 間 59 間 103 間 93 間 102 間 430
間 8 間 17 間 34 間 28 間 58 間 57 間 202
































4-6 に （ ）
人 人数 多人数 計
て 建 ら近 4% 10% 13% 5%
義の建 近 2% 3% 0% 2%
で て 76% 80% 88% 77%
・会 で 0% 8% 0% 1%
図書資料 あ 48% 55% 38% 49%
PCの
の明 さ 良 12% 13% 0% 12%
館 8% 3% 13% 8%
・ ー機 で
学習 ー ス
こ で 0% 0% 0% 0%
て 12% 13% 38% 13%
資料(DVD ) あ 16% 8% 25% 15%
ネット環境 整 て
その他 2% 8% 13% 3%
記 2% 0% 0% 1%
n(人) 245 40 8 293
人 人数 多人数 計
80% 48% 71% 73%
5% 39% 6% 11%
23% 18% 47% 25%
24% 48% 18% 28%
20% 9% 18% 18%
10% 12% 0% 9%
2% 3% 0% 2%
22% 15% 6% 19%
8% 6% 0% 7%
16% 6% 6% 13%
2% 0% 0% 1%
132 33 17 182
山
人 人数 多人数 計
17% 16% 25% 17%
3% 3% 4% 3%
73% 69% 43% 71%
1% 6% 11% 2%
22% 17% 21% 21%
29% 29% 11% 28%
30% 23% 32% 29%
25% 18% 14% 24%
21% 26% 18% 22%
2% 4% 0% 2%
3% 5% 7% 3%
20% 10% 7% 19%
3% 10% 0% 4%
2% 1% 0% 2%
913 105 28 1046
立
人 人数 多人数 計
て 建 ら近 12% 12% 9% 12%
義の建 近 8% 3% 9% 7%
で て 70% 69% 53% 68%
・会 で 4% 17% 24% 8%
図書資料 あ 34% 24% 12% 30%
PCの 23% 19% 19% 22%
の明 さ 良 33% 37% 33% 34%
館 12% 20% 14% 14%
・ ー機 で 4% 2% 0% 3%
学習 ー ス 0% 0% 2% 1%
こ で 2% 3% 2% 3%
て 13% 8% 12% 12%
資料(DVD ) あ
ネット環境 整 て
その他 2% 6% 5% 3%
記 0% 0% 0% 0%
n(人) 409 93 58 560
中部
人 人数 多人数 計
13% 34% 47% 18%
7% 12% 9% 8%
69% 53% 40% 65%
4% 10% 19% 6%
12% 4% 7% 10%
21% 15% 28% 21%
25% 24% 28% 25%
11% 8% 9% 10%
14% 10% 2% 13%
1% 2% 0% 1%
9% 17% 12% 10%
13% 8% 2% 12%
2% 5% 4% 2%
2% 3% 4% 2%
648 106 57 811
京産
人 人数 多人数 計
13% 18% 24% 14%
5% 5% 7% 5%
72% 64% 51% 70%
2% 13% 17% 5%
24% 19% 17% 23%
22% 21% 20% 22%
27% 24% 28% 26%
16% 12% 11% 15%
13% 12% 4% 13%
1% 2% 1% 1%
4% 7% 6% 4%
16% 10% 8% 15%
2% 1% 1% 2%
0% 1% 0% 0%
3% 7% 4% 4%
2% 1% 1% 2%
2347 377 168 2892
平
2 組 2 組 2 組











を対象にしている。平 をみると個人利用は、「筆記作業」が 48 と最も高い。
多くが ート、プリント、参考書などへ書き込む作業である。 いで「PC 利用」
で、WEB サイトの閲覧やワープロソフト、 計 ソフトによる筆記作業が行
われていた。「その他」は、OPAC（ 書検索機）の利用、音楽を く、アンケー
ト記入、 動等が まれている。




PC の 出 数が少ないためだと考えられる。
　グループ利用をみると、 数以上が「会話」であった。会話は、直接話して
いるだけでなく、その会話を聞いている利用者も めている。 いで「会話 +













633 419 10 0 52 82 1196 87 13 43 0 16 159
53% 35% 1% 0% 4% 7% 100% 55% 8% 27% 0% 10% 100%
704 191 84 2 5 58 1044 135 26 11 5 4 181
67% 18% 8% 0% 0% 6% 100% 75% 14% 6% 3% 2% 100%
905 417 545 4 14 104 1989 163 51 4 21 9 248
46% 21% 27% 0% 1% 5% 100% 66% 21% 2% 8% 4% 100%
6252 1943 3304 41 106 246 11892 822 309 20 240 15 1406
53% 16% 28% 0% 1% 2% 100% 58% 22% 1% 17% 1% 100%
2952 655 1312 36 285 620 5860 430 562 35 176 18 1221
50% 11% 22% 1% 5% 11% 100% 35% 46% 3% 14% 1% 100%
2138 926 1742 40 284 946 6076 831 370 67 188 41 1497
35% 15% 29% 1% 5% 16% 100% 56% 25% 4% 13% 3% 100%
13584 4551 6997 123 746 2056 28057 2468 1331 180 630 103 4712

















ては PC 室も む。会話禁止エリアは、開架閲覧室、個人学習室である。
　平 からみると、「みなし個人利用」は、会話禁止エリアで 97 、会話可能
エリアで 61 であった。会話可能エリアであっても、「みなし個人利用」が










4-2 会話可能 と禁止 の と の


































































が げらえる。利用率、学習率が最も高いエリアの 2L、2O は、会話のプロッ
トは一切見られず、個人で静かに学習している。
　LC で最も利用率が高い 2M は、対面して 2 人で利用している時でも会話は








　LC は、北 の PC 付近に個人が集中し、静かに PC 利用している人が多い。
また入口付近の西 エリアは、愛学と同じく 2 人掛けであるが、個人が多く、
会話を伴わない利用がされている。LCC や LCD では、多くの会話がみられ、
学習率も高いことからグループ学習がされている。
　図書館は、開架閲覧室であるがグループが各場所に滞在している。中でも、










3 階は、多くの座席で 80 以上の学習率を捉えた場所である。グループ利用は、
ボックス席タイプのソファ席である 3B に多く集まっている。一方で、個人利
用も多くみられる。









　全体的にグループ利用が多くみられる。しかし、2B や 2C の一部では個人




　京産 LC に比べ、グループ利用は少ない。A のセ ナース ースの什器は、
他大学などの LC にある什器に比べて軽く、座席の配置を自由に変えやすい。
しかし、他大学同様に、当日動かして利用する人はほとんど見られず、2 人掛
けの席に 1 人で座る様子がいくつかみられる。I は イカウンター席（9 席）で、
ほとんどが個人利用であった。
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　 人とグループ ら た学 と と 場
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　 人とグループ ら た学 と と 場
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図 4-4- 立 会 の分 場所
130　
　 人とグループ ら た学 と と 場
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図 4-3- 中部・図書館 会 の分 場所
図 4-3- 中部・LC 会 の分 場所
中部・図書館 3
中部 LC 3
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図 3-4- 京産・GC の
図 4-3- 京産・LC 会 の分 場所










　本章では、学習利用が高い 6 大学の開架閲覧室と LC を対象に利用者属性や
来訪理由、滞在場所から整理した。以下に分かったことを示す。
　
1）利用人数の割合は、個人が 80 以上を め、 いで 2人組が 10 20 である。
LC がない大学でも 15 程度のグループ利用者が来訪している。
2）グループは、1 年生の利用が高い。個人は、学年の がみられない。
3）個人は図書利用が多く、グループは PC 利用、持込利用が多い。また多人数は、
























文 4-1） 由 子 , , 要：千葉大学附属図書館の新学習空間におけるケーススタディ 大学における先進
的な学習空間に関する研究 ( その 2) 、日本建築学会大会学術講演梗概集、建築計画、pp. 475-476、2013.7
文 4-2） 、田上 一：大学のラーニング・コモンズが有する空間的課題、日本建築学会大会学術講演梗概集、建築計画、
pp. 277-278、2015.7
文 4-3） 間 ，込山 司：空間 用により整備されたラーニングコモンズの利用実態－ 田県立大学本 キャンパス
を対象として、日本建築学会大会学術講演梗概集、建築計画、pp.567-568、2017.7








































切り があるかないか）の 2 つの要素から場所を 3 つに分類（図 5-1，図 5-2）
した。なお個室（個人学習室とグループ学習室）は、周辺からの人や会話の影
響がほとんどないと設定し、3 つの開放度の分類に加えていない。
　各大学で個人学習室とグループ学習室を いた分類の内 を 5-1 に示す。
まず分類した場所ごとの比率をみると平 では、 開 が最も多く 数以上を
め、 いで 中 、 閉 と続く。
　 閉 は、「壁 +2」（机が壁付けされ、机の両サイドに仕切り がある席）が
多く めている。 中 は、「なし +2」（机が壁や書架に隣接せず、机の両サイ
ドが仕切られた席）や「壁 +0」（机が壁付けされ、机に仕切り がない席）の
席が多い。 開 は、「なし +0」（机が壁や書架に接しておらず、机に仕切りの










書 で ま ﾞﾗｽﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ で ら
















A B C D E




なし +1 壁 +1
なし +0
囲み +2
書 書 書 書
5-1 の と 切 の
5-2 開 の と
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第 章　
　中部は 閉 に 当する場所はなく、京産もほとんどない。愛淑、中部は 中 、
開 の比率は変わらず、4 割以上である。
　椙山と立命で最も多かった場所は、 中 で 50 以上である。中でも「なし
+2」が最も多い。愛学と京産は 開 が 70 と 倒的に多い場所であった。
36 82% 8 18% 44
中 0 0% 30 16% 0 0% 160 84% 0 0% 190
開 110 52% 102 48% 212
110 25% 102 23% 0 0% 30 7% 0 0% 160 36% 0 0% 36 8% 8 2% 446
11 41% 16 59% 27
中 102 45% 72 32% 0 0% 52 23% 0 0% 226
開 141 100% 0 0% 141
141 36% 0 0% 102 26% 72 18% 0 0% 52 13% 0 0% 11 3% 16 4% 394
27 60% 18 40% 45
中 19 21% 71 79% 0 0% 0 0% 0 0% 90
開 906 91% 88 9% 994
906 80% 88 8% 19 2% 71 6% 0 0% 0 0% 0 0% 27 2% 18 2% 1129
128 91% 13 9% 141
中 648 81% 123 15% 0 0% 28 4% 0 0% 799
開 442 67% 218 33% 660
442 28% 218 14% 648 41% 123 8% 0 0% 28 2% 0 0% 128 8% 13 1% 1600
中部 0 0% 0 0% 0
中 72 14% 308 61% 80 16% 49 10% 0 0% 509
開 485 88% 68 12% 553
485 46% 68 6% 72 7% 308 29% 80 8% 49 5% 0 0% 0 0% 0 0% 1062
6 100% 0 0% 6
中 108 28% 246 65% 9 2% 16 4% 0 0% 379
開 632 61% 404 39% 1036
632 44% 404 28% 108 8% 246 17% 9 1% 16 1% 0 0% 6 0% 0 0% 1421
208 79% 55 21% 263
中 949 43% 850 39% 89 4% 305 14% 0 0% 2193
開 2716 76% 880 24% 3596
2716 45% 880 15% 949 16% 850 14% 89 1% 305 5% 0 0% 208 3% 55 1% 6052
なし なし なし
開





　全ての大学で最も高い利用率は 閉 であった。京産は、座席数が 6 席と少
ないが、50 以上の利用率が得られており、1 日の 分は まっている。一方、
閉 のない中部は、 中 が最も高く 21 であった。これは、他の大学に比
べても高いため、 閉 の場所がないことで 中 の場所が選択されていると
考えらえる。椙山は 閉 と 中 で はみられなかった。
　全体の平 をみると 開 は、全体平 で 7 割であった。特に立命、中部は
79,78 と高い学習率を得た。 閉 の学習率は、68 であった。中でも椙山は


















回回数 c 43(回) 回回数 c 39(回)
体
回回数 c 43(回) 回回数 c 53(回)


























































44 288 10% 21% 15% 199 69%
190 580 43% 42% 7% 391 67%
212 520 48% 37% 6% 309 59%
446 1388 100% 100% 7% 899 65%
30 136 8% 9% 12% 117 86%
223 922 57% 62% 11% 694 75%
141 431 36% 29% 8% 195 45%
394 1489 100% 100% 10% 1006 68%
45 396 4% 19% 20% 261 66%
90 299 8% 14% 8% 163 55%
994 1427 88% 67% 3% 1012 71%
1129 2122 100% 100% 4% 1436 68%
141 2212 9% 15% 30% 1667 75%
799 8710 50% 59% 21% 6090 70%
660 3959 41% 27% 11% 3145 79%
1600 14881 100% 100% 18% 10902 73%
0 - - - - - -
509 4925 48% 71% 21% 3430 70%
553 1996 52% 29% 8% 1554 78%
1062 6921 100% 100% 14% 4984 72%
6 133 0% 2% 50% 88 66%
379 3023 27% 47% 18% 1872 62%
1036 3299 73% 51% 7% 1996 61%
1421 6455 100% 100% 10% 3956 61%
459 4483 6% 11% 22% 3045 68%
2862 22649 40% 57% 18% 14765 65%
3853 12902 54% 32% 7% 9191 71%












回回数 c 43(回) 回回数 c 39(回)
体
回回数 c 43(回) 回回数 c 53(回)


























































44 288 10% 21% 15% 199 69%
190 580 43% 42% 7% 391 67%
212 520 48% 37% 6% 309 59%
446 1388 100% 100% 7% 899 65%
30 136 8% 9% 12% 117 86%
223 922 57% 62% 11% 694 75%
141 431 36% 29% 8% 195 45%
394 1489 100% 100% 10% 1006 68%
45 396 4% 19% 20% 261 66%
90 299 8% 14% 8% 163 55%
994 1427 88% 67% 3% 1012 71%
1129 2122 100% 100% 4% 1436 68%
141 2212 9% 15% 30% 1667 75%
799 8710 50% 59% 21% 6090 70%
660 3959 41% 27% 11% 3145 79%
1600 14881 100% 100% 18% 10902 73%
0 - - - - - -
509 4925 48% 71% 21% 3430 70%
553 1996 52% 29% 8% 1554 78%
1062 6921 100% 100% 14% 4984 72%
6 133 0% 2% 50% 88 66%
379 3023 27% 47% 18% 1872 62%
1036 3299 73% 51% 7% 1996 61%
1421 6455 100% 100% 10% 3956 61%
459 4483 6% 11% 22% 3045 68%
2862 22649 40% 57% 18% 14765 65%
3853 12902 54% 32% 7% 9191 71%
7174 40034 100% 100% 12% 27001 67%
5-2- と 切 か ・
5-2- と 切 か ・
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示す。平 からみると 開 の会話率は最も高い 25 で、 いで 中 、 閉
と続く。 開 は、会話可能エリアの割合が高いことから、会話がしやすくなっ
ていると思われる。







た場所で会話率が高くなっているかを 5-4 で詳細にみる。 は、開放度別に
会話率が高い場所から に並べ注 6-1）、会話率が高い場所の詳細を先の 4 章の
会話行為の分 場所（図 4-3- ~ ）を参照しながらみていく。
　 開 は、1C で 67 みられ、館内で最も会話が多いエリアである。OPAC な





学習者数 学習会 数 会
26% 140 8 6%
46% 671 81 12%
94% 195 50 26%
62% 1006 139 14%
会
エリア 合
学習者数 学習会 数 会
0% 261 0 0%
29% 163 17 10%
13% 1012 154 15%
13% 1436 171 12%
会
エリア 合
学習者数 学習会 数 会
0% 199 2 1%
0% 391 24 6%
0% 309 31 10%
0% 899 57 6%
会
エリア 合
学習者数 学習会 数 会
0% 1667 10 1%
3% 6090 149 2%
18% 3145 828 26%
9% 10902 987 9%
会
エリア 合
学習者数 学習会 数 会
0% 0 0 0%
18% 3430 472 14%
56% 1554 544 35%
38% 4984 1016 20%
会
エリア 合
学習者数 学習会 数 会
0% 88 0 0%
57% 1872 554 30%
31% 1996 479 24%
38% 3956 1033 26%
会
エリア 合
学習者数 学習会 数 会
3% 2355 20 1%
中 21% 12617 1297 10%
28% 8211 2086 25%










会 エリア内 あ +0







0% 80% 90% 100%
会100%70%60%50%40%30%20%10%0% 80% 90%
会 会 中 会 高
5-3- 開 とに 会話
5-3- 開 とに 会話
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　 開 で特に会話率が高かったのは、3 階の 3D である。全ての行為が会話で
あり、100 であった。また 3E も 67 と高い。これらは共に利用者がある程
度限定される場所で、 の中に入るという個室的な 面を持っている。
　 中 の中で、最も高い会話率の場所は、2Eで 59 であった。2Eは、カウンター
席で対面して会話できないが、壁と書架で囲まれた場所であるため、人目を気
にせず会話ができたと思われる。また、2A や 1B といった本 に囲まれた場
所は、30 程度の会話率が得られた。
　 開 は、会話禁止の 3G で 50 の会話率を得た。3G は同じタイプの座席
が一様に並び、見通しがよい。周囲に利用者は、ほとんどいない様子がわか
る。会話可能な場所では、LC 内の LCJ で 42 の会話率が得られた。壁 に多
くのプロットが集中している。 いで高かったのは、可動 の机と椅子がある
LCN で 36 であった。ディスカッションができるように計画がされているが
数以下は、会話のない学習を捉えた。
　 中 で会話率が最も高い場所であったのが、LCM の 22 であった。LCM は、
2 人掛けでソファと背のある椅子で構成され、周囲の様子が見 せる。
　 開 で会話率が高い場所は、LCD の 73 であった。LC 内で最も多い人数




3D なし 19 19 100%
3C なし 1 1 100%
[R]1B なし 8 8 100%
中部 [L]2B'' なし 7 6 86%
[L]2A なし 28 23 82%
[L]3B なし 111 90 81%
[R]3J なし 5 4 80%
LCD なし 131 95 73%
1C なし 21 14 67%
3E なし 18 12 67%
2V なし 16 9 56%
[L]3C なし 16 9 56%
中部 [R]1E なし 587 323 55%
LCC なし 990 530 54%
中部 [L]2B なし 135 71 53%
3G なし 12 6 50%
[G]E なし 73 36 49%
LCE なし 301 148 49%
[R]1E なし 85 41 48%
[G]A なし 289 135 47%
LCJ なし 38 16 42%
1E なし 29 12 41%
中部 [L]2A なし 70 28 40%
LCN なし 271 97 36%
[L]2F なし 45 15 33%
[G]G なし 61 20 33%
1A' なし 42 13 31%
2B なし 21 6 29%
中部 [L]3A なし 189 54 29%
[L]3A なし 86 22 26%
[G]F なし 69 17 25%
中部 [L]2B' なし 9 2 22%
[G]B なし 77 16 21%
中部 [R]2C なし 97 17 18%
なし 35 6 17%
LCO なし 82 14 17%
[R]2I なし 126 17 13%
2M なし 32 4 13%
2N なし 33 4 12%
中部 [R]3N なし 86 10 12%
[R]2G なし 35 4 11%
B1E なし 141 16 11%
[R]2J なし 18 2 11%
中部 [R]2D なし 153 16 10%
中部 [R]2D' なし 172 17 10%
3I なし 61 6 10%
2I なし 136 12 9%
[R]2L なし 140 12 9%
1G-a なし 26 2 8%
[R]3K なし 59 4 7%
3A なし 129 5 4%
B1D なし 57 2 4%
B1F なし 90 3 3%
2C なし 142 4 3%
[R]2A なし 182 4 2%
2H なし 235 4 2%
1D なし 106 1 1%
2U なし 121 1 1%




3D なし 19 19 100%
3C なし 1 1 100%
[R]1B なし 8 8 100%
中部 [L]2B'' なし 7 6 86%
[L]2A なし 28 23 82%
[L]3B なし 111 90 81%
[R]3J なし 5 4 80%
LCD なし 131 95 73%
1C なし 21 14 67%
3E なし 18 12 67%
2V なし 16 9 56%
[L]3C なし 16 9 56%
中部 [R]1E なし 587 323 55%
LCC なし 990 530 54%
中部 [L]2B なし 135 71 53%
3G なし 12 6 50%
[G]E なし 73 36 49%
LCE なし 301 148 49%
[R]1E なし 85 41 48%
[G]A なし 289 135 47%
LCJ なし 38 16 42%
1E なし 29 12 41%
中部 [L]2A なし 70 28 40%
LCN なし 271 97 36%
[L]2F なし 45 15 33%
[G]G なし 61 20 33%
1A' なし 42 13 31%
2B なし 21 6 29%
中部 [L]3A なし 189 54 29%
[L]3A なし 86 22 26%
[G]F なし 69 17 25%
中部 [L]2B' なし 9 2 22%
[G]B なし 77 16 21%
中部 [R]2C なし 97 17 18%
なし 35 6 17%
LCO なし 82 14 17%
[R]2I なし 126 17 13%
2M なし 32 4 13%
2N なし 33 4 12%
中部 [R]3N なし 86 10 12%
[R]2G なし 35 4 11%
B1E なし 141 16 11%
[R]2J なし 18 2 11%
中部 [R]2D なし 153 16 10%
中部 [R]2D' なし 172 17 10%
3I なし 61 6 10%
2I なし 136 12 9%
[R]2L なし 140 12 9%
1G-a なし 26 2 8%
[R]3K なし 59 4 7%
3A なし 129 5 4%
B1D なし 57 2 4%
B1F なし 90 3 3%
2C なし 142 4 3%
[R]2A なし 182 4 2%
2H なし 235 4 2%
1D なし 106 1 1%
2U なし 121 1 1%




3D 1 9 100
3C 1 1 100
R 1B 8 8 100
L B'' 6 86
[L]2A 28 23 82
[L]3B 111 90 81
3J 5 4 80
LCD 1 1 95 7
1C 21 1 67
3E 18 2 67
2V 16 9 56
[L]3C 16 9 56
中部 1E 587 323 55
LCC 990 530 54
L B 35 71 53
G 12 5
[G]E 73 36 4
LCE 301 148 4
[R]1E 85 41 4
G A 28 135 4
LCJ 38 16 42
1E 29 1 41
中部 [L]2A 7 28 40
L N 271 97 36
L F 45 15 33
[G]G 61 20 33
A' 42 13 3
B 6 29
中部 [L]3A 89 54 29
[L]3A なし 86 22 26%
[G]F なし 69 17 25%
中部 [L]2B' なし 9 2 22%
[G]B なし 77 16 21%
中部 [R]2C なし 97 17 18%
なし 35 6 17%
LCO なし 82 14 17%
[R]2I なし 126 17 13%
2M なし 32 4 13%
2N なし 33 4 12%
中部 [R]3N なし 86 10 12%
[R]2G なし 35 4 11%
B1E なし 141 16 11%
[R]2J なし 18 2 11%
中部 [R]2D なし 153 16 10%
中部 [R]2D' なし 172 17 10%
3I なし 61 6 10%
2I なし 136 12 9%
[R]2L なし 140 12 9%
1G-a なし 26 2 8%
[R]3K なし 59 4 7%
3A なし 129 5 4%
B1D なし 57 2 4%
B1F なし 90 3 3%
2C なし 142 4 3%
[R]2A なし 182 4 2%
2H なし 235 4 2%
1D なし 106 1 1%
2U なし 121 1 1%




[G]O 27 24 89%
LCG 42 35 83%
[L]3E 40 33 83%
[G]P 19 15 79%
[G]N 22 17 77%
[L]3D 341 241 71%
[G]M 33 20 61%
2E 22 13 59%
[L]2D 43 25 58%
[L]3F 97 55 57%
LCF 87 49 56%
[L]2C 183 95 52%
中部 [L]3A' 32 14 44%
3C 17 7 41%
[R]1E' 37 15 41%
中部 [L]3A'' 63 25 40%
2A 32 12 38%
1B 61 22 36%
B1I 43 15 35%
中部 [R]3A 441 145 33%
中部 [L]3B 385 124 32%
中部 [R]1D 202 64 32%
[G]Q 20 6 30%
中部 [R]2A' 34 9 26%
2S 4 1 25%
LCH 164 37 23%
LCM 77 17 22%
3V 10 2 20%
1B 105 20 19%
2C 48 9 19%
2D 53 7 13%
中部 [R]2E 125 12 10%
中部 [R]3L 188 17 9%
[G]I 67 5 7%
1G なし 122 9 7%
中部 [R]1C 280 18 6%
中部 [L]3C 187 10 5%
[G]C 41 2 5%
中部 [R]2B 394 16 4%
1G 51 2 4%
中部 [R]2A 212 6 3%
[R]2F 36 1 3%
中部 [R]3J 163 4 2%
中部 [R]3M なし 205 5 2%
2E 88 2 2%
B1B なし 123 2 2%
中部 [L]3D 75 1 1%
3R なし 175 2 1%
2A 272 2 1%
中部 [R]2F 330 2 1%
3F なし 809 4 0%




[G]O 27 24 89%
LCG 42 35 83%
[L]3E 40 33 83%
[G]P 19 15 79%
[G]N 22 17 77%
[L]3D 341 241 71%
[G]M 33 20 61%
2E 22 13 59%
[L]2D 43 25 58%
[L]3F 97 55 57%
LCF 87 49 56%
[L]2C 183 95 52%
中部 [L]3A' 32 14 44%
3C 17 7 41%
[R]1E' 37 15 41%
中部 [L]3A'' 63 25 40%
2A 32 12 38%
1B 61 22 36%
B1I 43 15 35%
中部 [R]3A 441 145 33%
中部 [L]3B 385 124 32%
中部 [R]1D 202 64 32%
[G]Q 20 6 30%
中部 [R]2A' 34 9 26%
2S 4 1 25%
LCH 164 37 23%
LCM 77 17 22%
3V 10 2 20%
1B 105 20 19%
2C 48 9 19%
2D 53 7 13%
中部 [R]2E 125 12 10%
中部 [R]3L 188 17 9%
[G]I 67 5 7%
1G なし 122 9 7%
中部 [R]1C 280 18 6%
中部 [L]3C 187 10 5%
[G]C 41 2 5%
中部 [R]2B 394 16 4%
1G 51 2 4%
中部 [R]2A 212 6 3%
[R]2F 36 1 3%
中部 [R]3J 163 4 2%
中部 [R]3M なし 205 5 2%
2E 88 2 2%
B1B なし 123 2 2%
中部 [L]3D 75 1 1%
3R なし 175 2 1%
2A 272 2 1%
中部 [R]2F 330 2 1%
3F なし 809 4 0%




[G]O 27 24 89%
LCG 42 35 83%
[L]3E 40 33 83%
[G]P 19 15 79%
[G]N 22 17 77%
[L]3D 341 241 71%
[G]M 33 20 61%
2E 22 13 59%
[L]2D 43 25 58%
[L]3F 97 55 57%
LCF 87 49 56%
[L]2C 183 95 52%
中部 [L]3A' 32 14 44%
3C 17 7 41%
[R]1E' 37 15 41%
中部 [L]3A'' 63 25 40%
2A 32 12 38%
1B 61 22 36%
B1I 43 15 35%
中部 [R]3A 441 145 33%
中部 [L]3B 385 124 32%
中部 [R]1D 202 64 32%
[G]Q 20 6 30%
中部 [R]2A' 34 9 26%
2S 4 1 25%
LCH 164 37 23%
LCM 7 17 22
3V 10 2 20
1B 105 20 19
2C 48 9 1
2D 53 13
中部 R 2E 125 12 10
中部 R 3L 188 17 9
[G]I 67 5 7
1G なし 122 9 7
中部 R 1C 280 18 6
中部 [L]3C 1 10 5
G]C 41 2 5
R 2B 394 6
1G 51 2 4
中部 2A 212 6 3
R 2F 36 1 3
中部 [R]3J 163 4 2
中部 [R]3M なし 205 5 2
2E 88 2 2
B1B なし 123 2 2
D 7 1 1
3 なし 175 2 1
2A 272 2 1
F 3 0 2 1
3F なし 809 4 0
2F なし 83 2 0
5-4- 開 開 会話が る 5-4- 開 中 会話が る
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また、周囲の座席とゆとりがあることも特 である。LCC、LCE は LC で一
的にみられる可動 の机と椅子がある席で、50 程度の会話率であった。
　 中 で会話率が高い場所は、LCG、LCF であった。特に LCF は、2 人掛け
で く 掛けれる座席で、2 人で利用している様子している。一方、会話禁止
の開架閲覧室の B1I でも 35 の会話率を得た。その他、2V でもみられた。2V
は、多くの利用者が集まる場所から大きく離れた場所にある。
　 開 は、先の 5-3 をみても他大学に比べて 35 と会話率が高い（ 5-3
参照）。中でも [R]1E は 55 で、利用者も比 的多く、常に会話をしている。






利用者が多かった [L]3B のソファ席は、32 の会話率であった。
　 開 で会話率が高い場所は、[L]3B で 81 であった。ここは、アル の
で座席が囲まれ、ホワイトボードが設置されている。一方、隣の [L]3A は
26 の会話率であった。 いの利用者の話し や使用状況が分かるため、一方
は選択されない可能性がある。
　 中 は、他の大学に比べ、最も高い会話率である。特に [L]3E は、 が
かれ、 りごたつのようになっている。また、利用率が高かった [L]3D も会話
率が 71 と高く、グループ利用者によって利用されている。一方、2 階の同じ






）」の 3 つに分類する（ 5-5）。開放度の 開 と 中 における会話率が







れない の 会話 が
い
中













（例えば、立命 LCD、京産 [L]3A など）。
2）会話率が中程度の場所は、同じく、[ なし +0] で可動 の机や椅子があると
ころであった（例えば、中部 [R]1E、立命 LCC、京産 [G]A、愛学 LCN など）。







　まず平 より、開放度が 閉 における会話率が 中 、 高 はどの大学も
みられなかった。最も多い座席は、 開・低 で 42 であった。 いで、 中・
低 が 29 である。
　各大学でみると愛淑は、LC がないため、会話率の低い場所がほとんどであっ
た。椙山は、 中・低 が 数と最も多く め、他の座席との は大きい。京
産と愛学は、 数の座席を 開・低 が め最も多い。京産は会話率が 中 、
高 に分類された場所が他の大学に比べて多かった。












































































































が 40 を めて最も高い。多くの利用者が、集中や作業がしやすい場所を選




　その他、個人利用は「周りが静かだから」が 12 16 以上、グループ利用
は「友人と会話ができるから」が 9 20 と高い。しかし [ グループ図書 ] は、
「友人と会話ができるから」が 9 と低く、他のグループの学習活動とは違って、
会話ができる場所を求めていない。
　[ 個人図書 ] と [ グループ図書 ] は、「図書・資料が利用しやすいから」が
31 、28 と 2 目に高い割合を めている。図書利用は、3 章の来訪理由で
も図書資料があることで利用しに来ており、場所選択においても図書資料が利
用しやすい場所を求めている。
　[ 個人 PC] と [ グループ PC] については、「PC 利用がしやすいから」が 20
以上みられる。
　[ 個人併用 ] は、図書と PC を目的にした学習であるが、「図書・資料の利用
がしやすいから」が 27 と「PC 利用がしやすいから」の 18 より高くなった。
[ グループ併用 ] は「図書・資料が利用しやすいから」、「PC 利用がしやすいか
ら」は、個人併用に比べて低くあまり求めているわけではなかった。
　大学ごとでみていくと、愛淑の個人とグループの図書利用は、「図書資料が
利用しやすい」が 43 、45 と他の大学に比べて高い。これは、従来型の図
書館であり、図書の閲覧に特化したサービスを提供しているからと思われる。
愛学と中部の [ 個人併用 ] は、「図書・資料の利用がしやすいから」と「PC 利
用がしやすいから」の両方が高く、同時に利用できる場所があるからと思われ
る。愛学の [ グループ持込 ] は、「友人と会話ができるから」が 44 と最も高い。
148
第 章　
PC 持 PC 持
・ の がしやすいか 31% 9% 27% 11% 28% 15% 14% 9% 19%
C がしやすいか 8% 21% 18% 8% 9% 20% 17% 9% 11%
と会話ができるか 2% 1% 0% 3% 9% 16% 14% 20% 5%
中・ しやすいか 33% 39% 46% 46% 31% 47% 48% 35% 40%
の が にな ないか 17% 18% 19% 22% 12% 10% 14% 14% 18%
が か か 13% 12% 12% 16% 13% 7% 10% 9% 13%
が賑わ いるか 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0%
の が し いるか 2% 3% 5% 4% 4% 1% 7% 2% 3%
の が るいか 8% 13% 13% 8% 9% 12% 10% 8% 9%
が いか 6% 7% 9% 7% 5% 9% 3% 8% 7%
く が い いるか 7% 5% 6% 8% 9% 7% 14% 5% 7%
できるか 9% 11% 11% 12% 8% 16% 10% 14% 11%
の が いか 1% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 1% 1%
開 的 か 0% 0% 0% 0% 1% 0% 3% 0% 0%
的 か 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 0%
の 3% 3% 6% 5% 4% 1% 7% 4% 4%
1% 2% 1% 1% 5% 4% 0% 4% 2%
（ ） 819 289 222 732 114 92 29 240 2537
PC 持 PC 持
28% 5% 63% 6% 50% 25% 100% 18% 22%
15% 19% 38% 6% 8% 19% 0% 12% 14%
0% 0% 0% 0% 8% 13% 0% 18% 4%
33% 52% 50% 47% 25% 69% 0% 35% 42%
7% 19% 0% 14% 8% 13% 0% 6% 10%
17% 10% 13% 17% 0% 0% 0% 0% 11%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
0% 10% 0% 6% 0% 0% 0% 0% 2%
2% 10% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 6% 1%
6% 0% 13% 0% 8% 6% 0% 0% 4%
6% 5% 13% 11% 8% 19% 0% 6% 8%
2% 0% 0% 3% 0% 0% 0% 0% 1%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
54 21 8 36 12 16 1 17 165
PC 持 PC 持
・ の がしやすいか 43% 18% 50% 12% 45% 0% 0% 12% 27%
C がしやすいか 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
と会話ができるか 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 1%
中・ しやすいか 30% 64% 50% 47% 45% 100% 100% 44% 41%
の が にな ないか 20% 9% 0% 14% 9% 0% 0% 28% 17%
が か か 22% 27% 25% 23% 27% 0% 0% 8% 21%
が賑わ いるか 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 0%
の が し いるか 6% 18% 0% 3% 0% 0% 0% 8% 5%
の が るいか 1% 9% 0% 4% 0% 0% 0% 12% 4%
が いか 4% 9% 0% 3% 9% 0% 0% 0% 4%
く が い いるか 19% 9% 13% 16% 18% 0% 0% 28% 18%
できるか 15% 27% 0% 8% 9% 0% 0% 12% 12%
の 4% 0% 0% 3% 0% 0% 0% 4% 3%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
（ ） 100 11 8 91 11 1 1 25 248
PC 持 PC 持
・ の がしやすいか 27% 14% 38% 14% 27% 15% 0% 6% 21%
C がしやすいか 3% 23% 8% 4% 5% 15% 25% 6% 6%
と会話ができるか 2% 0% 0% 4% 5% 8% 25% 44% 5%
中・ しやすいか 19% 23% 23% 22% 14% 23% 25% 38% 21%
の が にな ないか 23% 9% 15% 21% 14% 15% 0% 13% 19%
が か か 14% 5% 8% 11% 9% 0% 25% 25% 12%
が賑わ いるか 2% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 0% 1%
の が し いるか 1% 0% 0% 0% 5% 0% 0% 0% 1%
の が るいか 5% 5% 0% 11% 5% 8% 0% 13% 7%
が いか 4% 9% 0% 5% 5% 8% 25% 0% 5%
く が い いるか 4% 0% 0% 10% 14% 0% 0% 6% 5%
できるか 4% 5% 8% 7% 5% 0% 0% 13% 5%
の が いか 7% 0% 0% 3% 5% 0% 0% 13% 5%
開 的 か 3% 5% 0% 1% 5% 0% 25% 6% 3%
的 か 1% 0% 0% 4% 5% 0% 0% 0% 2%
の 3% 5% 0% 3% 0% 0% 0% 19% 3%
0% 9% 8% 4% 14% 8% 0% 6% 4%
（ ） 113 22 13 73 22 13 4 16 276
PC 持 PC 持
28% 14% 23% 12% 22% 11% 8% 3% 19%
12% 18% 15% 14% 22% 21% 15% 9% 14%
3% 1% 0% 3% 6% 5% 15% 13% 3%
41% 50% 54% 49% 53% 58% 54% 41% 47%
17% 22% 22% 30% 22% 16% 8% 9% 22%
11% 16% 15% 17% 19% 16% 8% 13% 14%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
2% 6% 6% 7% 6% 0% 8% 0% 5%
12% 12% 17% 10% 16% 16% 8% 16% 12%
10% 12% 15% 10% 9% 21% 0% 6% 11%
3% 6% 6% 5% 6% 11% 15% 3% 5%
10% 12% 12% 12% 9% 16% 8% 16% 11%
5% 4% 5% 6% 6% 5% 15% 3% 5%
1% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 3% 1%
261 90 103 227 32 19 13 32 777
5-6- か
5-6- か 5-6- か





5-4）。まず平 をみていく。 個人学習室 は学習活動ごとに違いはみられない。
[ 個人併用 ] は、他の学習活動に比べて、 中・低 （開放度・会話率）が 52
と最も多く選択されている。[ 個人図書 ]、[ 個人 PC]、[ 個人併用 ] は、会話率
が高い 中・高 、 開・高 をほとんど選択していない。一方、[ 個人持込 ] は、
全ての開放度と会話率を選択していることが読み取れ、他の学習活動に比べ多
様に場所を選択している。
　[ グループ図書 ] は、個人利用全体と同じような場所選択の傾向を示し、 中・
低 が最も高い。また先の選択理由からは、会話ができるからが低く、グルー
プでの図書利用は、あまり会話を求めていない。[ グループ PC] は、 開・中
が 24 と他の学習活動より高く、中間的に賑やかな場所を選択していた。
　[ グループ併用 ] は、母数は少ないが、 開・低 が 30 と他に比べ最も高い。
そのため、LC の学習目標の一つである図書と PC を併用した学習は、LC では
なく静かな場所で行われている割合が高い。[ グループ持込 ] は、他に比べて





中・低 の割合が 60 以上と高い。これらは、よく選択されており、最も利
用率が高い 閉・低 がないことが影響している。
PC 持 PC 持
・ の がしやすいか 30% 6% 29% 6% 14% 20% 25% 11% 16%
C がしやすいか 12% 25% 27% 8% 7% 30% 0% 12% 16%
と会話ができるか 1% 1% 2% 4% 21% 30% 25% 19% 8%
中・ しやすいか 28% 35% 41% 45% 21% 33% 25% 27% 34%
の が にな ないか 13% 15% 18% 25% 7% 3% 0% 16% 16%
が か か 4% 10% 6% 16% 0% 7% 25% 4% 8%
が賑わ いるか 0% 0% 0% 1% 0% 3% 0% 0% 0%
の が し いるか 1% 1% 6% 0% 0% 3% 0% 0% 1%
の が るいか 5% 15% 14% 9% 7% 17% 25% 5% 10%
が いか 0% 3% 4% 8% 7% 3% 0% 5% 4%
く が い いるか 5% 6% 10% 8% 0% 3% 25% 1% 6%
できるか 7% 7% 10% 13% 0% 20% 25% 8% 10%
の 1% 3% 4% 4% 0% 0% 0% 1% 2%
4% 1% 2% 5% 14% 10% 0% 7% 5%
（ ） 98 72 49 109 14 30 4 74 450
中部
PC 持 PC 持
35% 5% 20% 11% 26% 0% 17% 8% 18%
6% 26% 17% 6% 0% 0% 33% 8% 9%
2% 3% 0% 4% 13% 15% 0% 26% 6%
36% 27% 37% 52% 17% 54% 67% 38% 40%
15% 21% 20% 18% 4% 8% 50% 12% 16%
12% 11% 10% 15% 17% 8% 0% 12% 13%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
1% 0% 2% 3% 4% 0% 17% 3% 2%
12% 15% 12% 6% 13% 15% 17% 7% 10%
8% 5% 5% 7% 0% 15% 0% 14% 8%
10% 5% 0% 8% 9% 15% 17% 4% 8%
10% 14% 15% 16% 13% 23% 17% 22% 14%
4% 3% 17% 5% 9% 0% 0% 4% 5%
0% 1% 2% 1% 4% 0% 0% 3% 1%
193 73 41 196 23 13 6 76 621















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　まず、平 からみていく。個人の 4 つの学習活動と [ グループ図書 ] の集中・
作業ができるとした人は、その他の理由に比べて、 中・低 の割合が高い。
特に [ 個人併用 ] は、他の学習活動に比べて 中・低 が 58 と最も多く選択
されている。 中・低 の場所は、個人利用全体、グループ図書利用者にとって、
集中・作業ができる座席になっている。その他 [ 個人 PC] は、閉・低 が 13 で、
それ以外の理由を回 した利用者よりわずかに高い。
　[ 個人図書 ]、[ 個人 PC]、[ 個人併用 ] は、 中・高 、 開・高 の会話率が
高い席が 0 で、集中できるとして選択していなかった。[ 個人持込 ] は、全
ての開放度と会話率の座席を集中できるとして選択し、他の学習活動に比べ選
択肢の幅が広い。
　[ グループ PC] は、 閉・低 、 中・中 が選ばれる傾向があり、閉ざされ
た場所や会話率が中程度の席が集中しやすいとして選択されている。[ グルー
プ併用 ] は、母数が少ないが、 開・低 が 43 と他に比べ最も高い。LC の
学習目標の一つである図書と PC の併用した学習は、LC ではなく静かな場所
で行われている。[ グループ持込 ] は、他の学習活動に比べて 中・高 、 開・
高 の会話率の高い席が選択されている。特に、 開・高 は、6 と少ないが、
その他の理由より高い。
　 に大学ごとでみていく。まず最も利用者が多い「中・低」に着目する。[ 個
人併用 ] は、中部で 90 以上と他の大学に比べて最も高い。座席を詳しくみ
ると、壁 +0（壁際にある仕切りのないグループ席）や壁 +1（壁際にある仕切
りのないグループ席）が多く選択されている。また、京産の [ 個人 PC]、[ 個
人持込 ] の 中・低 は、特に他の大学に比べて割合が高く、集中・作業がで
きる場所として選択している。その場所は、なし +2（壁に隣接していないキャ
レル席）が多く選択されていた。
　[ グループ持込 ] で選択している割合が高かった「開・高」は、特に京産で












中・ の 0% 11% 48% 41% 0% 0% 0% 27
の の 3% 8% 49% 38% 2% 0% 0% 63
中・ の 0% 0% 29% 71% 0% 0% 0% 7
の の 0% 25% 25% 50% 0% 0% 0% 4
中・ の 0% 25% 75% 0% 0% 0% 0% 4
の の 25% 0% 75% 0% 0% 0% 0% 4
中・ の 2% 26% 30% 40% 2% 0% 0% 43
の の 2% 26% 47% 23% 2% 0% 0% 47
中・ の 0% 0% 71% 14% 0% 14% 0% 7
の の 0% 0% 33% 67% 0% 0% 0% 3
中・ の 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1
の の 0
中・ の 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
の の 0
中・ の 11% 11% 33% 44% 0% 0% 0% 9
の の 23% 8% 38% 31% 0% 0% 0% 13
中・ の 3% 16% 40% 38% 1% 1% 0% 99
の の 5% 14% 47% 32% 1% 0% 0% 134












24% 41% 6% 29% 0% 0% 0% 0% 17
6% 47% 8% 14% 8% 3% 0% 14% 36
36% 36% 9% 18% 0% 0% 0% 0% 11
30% 20% 10% 30% 10% 0% 0% 0% 10
25% 75% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4
50% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 4
12% 76% 0% 12% 0% 0% 0% 0% 17
5% 63% 0% 26% 5% 0% 0% 0% 19
33% 0% 0% 33% 33% 0% 0% 0% 3
33% 33% 0% 11% 11% 0% 0% 11% 9
18% 27% 27% 9% 9% 0% 9% 0% 11
0% 60% 0% 20% 20% 0% 0% 0% 5
0
0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
0% 33% 0% 17% 17% 17% 17% 0% 6
0% 45% 0% 9% 36% 9% 0% 0% 11
20% 46% 7% 17% 4% 1% 3% 0% 69
12% 44% 4% 20% 12% 2% 0% 6% 95








中・ の 2% 12% 51% 0% 0% 27% 4% 0% 0% 3% 252
の の 1% 11% 44% 1% 0% 32% 4% 1% 0% 6% 470
中・ の 2% 13% 55% 3% 0% 19% 3% 0% 0% 6% 109
の の 2% 10% 38% 1% 1% 23% 7% 0% 1% 17% 164
中・ の 2% 9% 65% 0% 1% 14% 4% 0% 0% 4% 97
の の 3% 10% 47% 1% 0% 24% 2% 0% 4% 10% 112
中・ の 3% 7% 52% 1% 1% 28% 5% 1% 1% 0% 313
の の 1% 10% 43% 1% 1% 32% 9% 1% 1% 1% 369
中・ の 6% 6% 56% 0% 3% 18% 6% 0% 3% 3% 34
の の 1% 13% 34% 1% 1% 31% 12% 0% 0% 6% 68
中・ の 3% 13% 38% 13% 3% 15% 13% 0% 3% 3% 40
の の 0% 2% 39% 2% 4% 11% 35% 2% 0% 4% 46
中・ の 0% 0% 36% 7% 0% 36% 14% 0% 0% 7% 14
の の 0% 31% 23% 8% 0% 15% 8% 0% 15% 0% 13
中・ の 6% 9% 33% 2% 5% 20% 15% 6% 4% 0% 81
の の 2% 2% 37% 8% 4% 18% 22% 1% 3% 1% 147
中・ の 3% 9% 51% 2% 1% 24% 6% 1% 1% 2% 940
の の 1% 10% 42% 2% 1% 28% 9% 1% 1% 6% 1389













中・ の 0% 38% 10% 48% 0% 0% 5% 21
の の 1% 29% 0% 55% 10% 0% 4% 69
中・ の 0% 20% 40% 20% 0% 0% 20% 5
の の 0% 21% 7% 21% 7% 0% 43% 14
中・ の 0% 0% 0% 33% 67% 0% 0% 3
の の 0% 11% 0% 44% 11% 0% 33% 9
中・ の 6% 19% 6% 69% 0% 0% 0% 16
の の 2% 22% 6% 54% 15% 0% 2% 54
中・ の 0% 33% 0% 33% 0% 0% 33% 3
の の 7% 13% 7% 47% 20% 0% 7% 15
中・ の 0% 67% 33% 0% 0% 0% 0% 3
の の 0% 0% 22% 11% 44% 0% 22% 9
中・ の 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 1
の の 0% 50% 0% 0% 50% 0% 0% 2
中・ の 0% 33% 0% 33% 33% 0% 0% 6
の の 0% 0% 0% 30% 50% 10% 10% 10
中・ の 2% 29% 10% 45% 9% 0% 5% 58
の の 2% 21% 4% 47% 16% 1% 9% 182














0% 15% 65% 0% 0% 12% 5% 0% 1% 2% 95
0% 19% 64% 1% 0% 9% 4% 1% 0% 2% 126
2% 20% 61% 0% 0% 10% 5% 0% 0% 2% 41
2% 24% 56% 0% 0% 5% 2% 0% 0% 10% 41
4% 14% 67% 0% 0% 14% 0% 0% 0% 2% 51
0% 18% 73% 0% 0% 4% 0% 0% 4% 0% 45
2% 5% 73% 0% 0% 17% 3% 0% 0% 0% 99
1% 11% 67% 0% 0% 15% 5% 0% 1% 1% 103
7% 0% 80% 0% 0% 13% 0% 0% 0% 0% 15
0% 27% 60% 7% 0% 0% 0% 0% 0% 7% 15
0% 11% 44% 0% 0% 22% 11% 0% 0% 11% 9
0% 13% 50% 0% 0% 13% 25% 0% 0% 0% 8
0% 0% 57% 0% 0% 29% 14% 0% 0% 0% 7
0% 50% 17% 17% 0% 0% 0% 0% 17% 0% 6
0% 31% 46% 0% 0% 8% 15% 0% 0% 0% 13
0% 13% 56% 0% 0% 13% 19% 0% 0% 0% 16
2% 12% 66% 0% 0% 14% 4% 0% 0% 2% 330
1% 18% 64% 1% 0% 9% 4% 0% 1% 3% 360
1% 15% 65% 0% 0% 11% 4% 0% 1% 2% 690
5-7- ・ 中 の
5-7- ・ 中 の
5-7- ・ 中
の











に比べ 中・低 が 62 と高い。これは他の学習活動よりも高い。また持込




割合が高かった中部と立命の座席選択は、 中・低 が両大学共に 77 と有意
な がみられる。中部は、[R]2A 壁 +1 （壁に接している前面に仕切りのつ
いたグループ席）や [L]3C 壁 +0 （カウンター席）を多く選択している。立
命は、 なし +2 （キャレル席）の選択がほとんどを めていた。
　個人図書利用は、 5-6 より当 の選択理由は高くなかったが、他人の視線
を気にした人は、閉・低 が 20 と他の学習活動よりも高い。個人図書利用は、











中・ の 12% 80% 0% 8% 0% 0% 0% 0% 25
の の 0% 68% 2% 21% 2% 0% 0% 8% 62
中・ の 0% 76% 4% 8% 4% 0% 0% 8% 25
の の 4% 60% 2% 9% 11% 0% 0% 13% 45
中・ の 0% 90% 0% 0% 5% 0% 0% 5% 20
の の 2% 68% 2% 18% 11% 0% 0% 0% 57
中・ の 2% 58% 4% 20% 13% 0% 2% 0% 45
の の 0% 65% 0% 15% 4% 0% 8% 8% 26
中・ の 33% 67% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 3
の の 0% 89% 0% 11% 0% 0% 0% 0% 9
中・ の 0% 78% 0% 0% 22% 0% 0% 0% 9
の の 0% 50% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 18
中・ の 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
の の 0% 50% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 2
中・ の 11% 79% 0% 5% 5% 0% 0% 0% 19
の の 0% 60% 10% 6% 23% 0% 0% 2% 52
中・ の 5% 73% 2% 10% 7% 0% 1% 2% 147
の の 1% 64% 3% 13% 13% 0% 1% 5% 271














3% 0% 37% 0% 0% 43% 9% 1% 0% 6% 67
0% 2% 36% 1% 1% 47% 1% 3% 1% 9% 114
5% 5% 40% 5% 0% 35% 0% 0% 0% 10% 20
0% 0% 22% 0% 2% 44% 6% 0% 2% 24% 50
0% 0% 33% 0% 7% 40% 7% 0% 0% 13% 15
0% 2% 21% 2% 6% 47% 13% 2% 2% 3% 89
5% 2% 40% 1% 3% 34% 9% 3% 1% 1% 93
8% 0% 13% 4% 0% 50% 0% 0% 0% 25% 24
0% 0% 0% 0% 33% 33% 33% 0% 0% 0% 3
0% 0% 12% 0% 6% 53% 24% 0% 0% 6% 17
0% 0% 0% 29% 14% 43% 14% 0% 0% 0% 7
0% 0% 0% 17% 33% 33% 0% 17% 0% 0% 6
0% 0% 0% 25% 0% 50% 0% 0% 0% 25% 4
0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2
7% 0% 4% 7% 14% 25% 21% 14% 7% 0% 28
0% 0% 13% 16% 13% 29% 20% 0% 9% 0% 45
4% 1% 32% 3% 4% 37% 10% 3% 1% 4% 237
1% 1% 24% 3% 5% 44% 8% 2% 2% 9% 347
2% 1% 27% 3% 4% 41% 9% 2% 2% 7% 584













の 2% 20% 52% 0% 0% 24% 2% 0% 0% 0% 128
の の 1% 9% 45% 1% 0% 32% 4% 1% 0% 6% 594
の 4% 16% 56% 0% 0% 16% 4% 0% 0% 4% 50
の の 1% 10% 42% 2% 0% 23% 5% 0% 0% 14% 223
の 5% 10% 58% 0% 3% 20% 0% 0% 3% 3% 40
の の 2% 8% 54% 1% 0% 23% 4% 0% 2% 7% 192
の 1% 13% 62% 1% 1% 18% 4% 0% 0% 0% 152
の の 2% 8% 41% 1% 1% 34% 8% 1% 1% 1% 507
の 2% 15% 57% 0% 1% 20% 3% 0% 0% 1% 370
の の 2% 9% 44% 1% 1% 30% 6% 1% 1% 6% 1516











の 6% 22% 44% 0% 0% 28% 0% 0% 0% 0% 18
の の 1% 6% 50% 0% 0% 42% 0% 1% 0% 0% 72
の 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1
の の 0% 0% 30% 0% 0% 70% 0% 0% 0% 0% 10
の 0
の の 13% 13% 75% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 8
の 8% 38% 23% 0% 0% 31% 0% 0% 0% 0% 13
の の 1% 23% 42% 0% 0% 31% 0% 3% 0% 0% 77
の 6% 31% 34% 0% 0% 28% 0% 0% 0% 0% 32
の の 2% 14% 46% 0% 0% 37% 0% 2% 0% 0% 167











0% 25% 25% 0% 0% 25% 25% 0% 0% 0% 4
0% 10% 47% 8% 0% 18% 4% 2% 0% 10% 49
0% 50% 25% 0% 0% 25% 0% 0% 0% 0% 4
0% 29% 29% 12% 0% 24% 6% 0% 0% 0% 17
0
0% 10% 65% 0% 0% 23% 3% 0% 0% 0% 31
0% 0% ### 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 5
0% 38% 38% 0% 0% 25% 0% 0% 0% 0% 8
0% 23% 54% 0% 0% 15% 8% 0% 0% 0% 13
0% 15% 49% 6% 0% 21% 4% 1% 0% 5% 105









0% 21% 74% 0% 0% 5% 0% 0% 0% 0% 42
0% 16% 59% 1% 0% 15% 6% 1% 1% 3% 179
6% 22% 72% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 18
2% 22% 50% 0% 0% 14% 5% 0% 0% 8% 64
0% 14% 52% 0% 0% 29% 0% 0% 5% 0% 21
3% 16% 61% 0% 0% 17% 0% 0% 1% 1% 75
0% 10% 77% 0% 0% 11% 2% 0% 0% 0% 62
2% 7% 61% 0% 0% 23% 5% 0% 1% 1% 140
1% 15% 72% 0% 0% 10% 1% 0% 1% 0% 143
1% 14% 59% 0% 0% 17% 4% 0% 1% 3% 458









の 4% 46% 0% 0% 0% 46% 4% 0% 0% 0% 26
の の 0% 25% 3% 0% 0% 56% 9% 0% 0% 6% 64
の 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 2
の の 0% 18% 18% 0% 0% 24% 6% 0% 0% 35% 17
の 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 2
の の 0% 0% 0% 0% 0% 50% 30% 0% 0% 20% 10
の 7% 43% 0% 0% 0% 36% 14% 0% 0% 0% 14
の の 2% 16% 7% 0% 0% 63% 11% 0% 0% 2% 56
の 5% 45% 0% 0% 0% 39% 7% 0% 0% 5% 44
の の 1% 19% 6% 0% 0% 54% 11% 0% 0% 9% 147











0% 0% 73% 0% 0% 27% 0% 0% 0% 0% 26
1% 1% 30% 1% 1% 49% 5% 3% 1% 9% 155
7% 0% 47% 0% 0% 40% 0% 0% 0% 7% 15
0% 2% 22% 2% 2% 42% 5% 0% 2% 24% 55
25% 0% 38% 0% 13% 25% 0% 0% 0% 0% 8
0% 0% 16% 3% 0% 52% 3% 0% 0% 26% 31
0% 6% 56% 0% 6% 28% 3% 0% 0% 0% 32
3% 1% 25% 2% 4% 43% 13% 3% 2% 3% 150
4% 2% 58% 0% 4% 30% 1% 0% 0% 1% 81
2% 1% 26% 2% 2% 46% 8% 2% 1% 10% 391










の 8% 0% 58% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 0% 12
の の 3% 0% 73% 1% 0% 15% 1% 0% 0% 7% 75
の 0% 0% 70% 0% 0% 10% 20% 0% 0% 0% 10
の の 3% 0% 65% 3% 0% 8% 7% 0% 0% 13% 60
の 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 9
の の 0% 0% 70% 0% 0% 11% 5% 0% 5% 8% 37
の 0% 0% 77% 4% 0% 12% 8% 0% 0% 0% 26
の の 3% 0% 59% 3% 0% 21% 13% 0% 1% 0% 76
の 2% 0% 75% 2% 0% 14% 7% 0% 0% 0% 57
の の 2% 0% 67% 2% 0% 15% 7% 0% 1% 6% 248










　全大学の平 からみると会話割合が高かったグループ PC、持込利用は、 開・
中 が 40 以上、 中・中 が 10 以上と開放度が高い場所から中程度にかけ
た場所が選択されている。両学習活動は、会話のしやすさで選択している。
　 開・中 の場所を詳しくみると、中部 [R]1E、愛学 LCN などの机と椅子が
自由に動かせる場所が 当する。LC 内の広々したエリアにある可動 の机や
椅子は、グループ持込、PC 利用にとって会話がしやすい場所になっている。
その他、グループ持込利用は、京産 [G] の A、立命 LCC も多く選択していた。
　グループ持込利用者の 中・中 の場所は、京産 [L]2C の L 型のソファ席が、









会話しやすい 0% 0% 38% 0% 13% 25% 25% 0% 0% 0% 8
の の 3% 12% 39% 1% 1% 29% 9% 0% 1% 5% 94
会話しやすい 0% 0% 27% 13% 7% 13% 40% 0% 0% 0% 15
の の 1% 8% 41% 6% 3% 13% 21% 1% 1% 4% 71
会話しやすい 0% 0% 33% 33% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 3
の の 0% 17% 25% 4% 0% 33% 13% 0% 4% 4% 24
会話しやすい 0% 0% 21% 10% 6% 8% 50% 0% 4% 0% 48
の の 4% 6% 39% 5% 4% 23% 12% 3% 3% 1% 180
会話しやすい 0% 0% 24% 11% 7% 11% 43% 0% 4% 0% 74
の の 3% 8% 38% 4% 3% 23% 13% 2% 2% 3% 369











0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
0% 36% 27% 0% 0% 9% 18% 0% 0% 9% 11
0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2
0% 14% 43% 7% 0% 14% 14% 0% 7% 0% 14
0
0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
0% 0% 67% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 3
0% 0% 36% 0% 0% 14% 29% 14% 7% 0% 14
0% 0% 33% 33% 0% 17% 17% 0% 0% 0% 6
0% 15% 35% 3% 0% 15% 20% 5% 5% 3% 40









会話しやすい 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 1
の の 6% 18% 6% 0% 0% 47% 12% 0% 0% 12% 17
会話しやすい 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 1
の の 0% 18% 27% 0% 0% 9% 27% 0% 0% 18% 11
会話しやすい 0
の の 0% 33% 0% 0% 0% 0% 67% 0% 0% 0% 3
会話しやすい 0% 0% 0% 0% 0% 14% 86% 0% 0% 0% 7
の の 0% 22% 0% 0% 0% 44% 11% 0% 11% 11% 9
の 0% 0% 0% 0% 0% 11% 89% 0% 0% 0% 9
の の 3% 20% 10% 0% 0% 33% 20% 0% 3% 13% 40











0% 0% 50% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 2
4% 14% 61% 4% 0% 14% 0% 0% 0% 4% 28
0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
0% 13% 50% 0% 0% 13% 19% 0% 0% 6% 16
0% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 2
0% 27% 27% 0% 0% 36% 9% 0% 0% 0% 11
0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 4
0% 24% 48% 0% 0% 24% 4% 0% 0% 0% 25
0% 0% 11% 11% 0% 22% 44% 0% 11% 0% 9
1% 19% 50% 1% 0% 20% 6% 0% 0% 3% 80










会話しやすい 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2
の の 10% 0% 80% 0% 0% 10% 0% 0% 0% 0% 10
会話しやすい 0% 0% 44% 0% 0% 0% 56% 0% 0% 0% 9
の の 0% 0% 67% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 18
会話しやすい 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1
の の 0% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 0% 50% 0% 2
会話しやすい 0% 0% 57% 14% 0% 0% 29% 0% 0% 0% 14
の の 4% 0% 67% 5% 0% 7% 16% 0% 0% 2% 57
の 0% 0% 58% 8% 0% 0% 35% 0% 0% 0% 26
の の 3% 0% 67% 3% 0% 7% 17% 0% 1% 1% 87











0% 0% 0% 0% 50% 0% 50% 0% 0% 0% 2
0% 0% 11% 0% 6% 56% 22% 0% 0% 6% 18
0% 0% 0% 0% 50% 50% 0% 0% 0% 0% 2
0% 0% 0% 27% 18% 36% 9% 9% 0% 0% 11
0
0% 0% 33% 17% 0% 33% 0% 0% 0% 17% 6
0% 0% 0% 15% 15% 15% 45% 0% 10% 0% 20
4% 0% 13% 11% 13% 32% 11% 8% 8% 0% 53
0% 0% 0% 13% 21% 17% 42% 0% 8% 0% 24
2% 0% 13% 11% 11% 38% 13% 6% 5% 2% 88















個人、グループに関わらず 10 程度みられたことから、8 つの学習活動全てを
対象にした（ 5-10）。なお、リラックスできる理由は、全体の母数が少ない
ことから全大学の平 のみを示す。
　まず全体をみると、リラックスできる人の座席選択は、 中・中 、 開・中 、
中・低 である。グループ PC、持込利用は、 中・中 で 15 、13 とその
他の理由に比べて高く、有意な がみられる。またグループ持込利用は、 開・
高 でも 13 と、その他の理由に比べて高い。
　個人持込利用は、 開・中 で 15 と静かではなく、ある程度会話がされて
いる席がリラックスできる席として利用されている。そのため会話率が中程度
から高い席までの選択はリラックスできるかどうかが関係している。











の 0% 16% 48% 2% 2% 21% 8% 2% 0% 2% 61
の の 1% 11% 46% 1% 0% 32% 3% 1% 0% 5% 661
の 0% 14% 50% 0% 4% 18% 4% 0% 0% 11% 28
の の 2% 11% 44% 2% 0% 22% 5% 0% 0% 13% 245
の 0% 9% 52% 0% 0% 30% 9% 0% 0% 0% 23
の の 3% 10% 52% 1% 1% 22% 2% 0% 2% 8% 186
の 1% 1% 52% 1% 1% 24% 15% 1% 1% 1% 82
の の 2% 10% 45% 1% 1% 33% 6% 1% 1% 1% 600
の 0% 0% 50% 0% 13% 0% 13% 0% 13% 13% 8
の の 3% 12% 38% 1% 1% 31% 10% 0% 0% 4% 94
の 0% 8% 46% 15% 0% 15% 15% 0% 0% 0% 13
の の 1% 7% 37% 5% 4% 12% 26% 1% 1% 4% 73
の 0% 33% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 3
の の 0% 13% 25% 8% 0% 33% 13% 0% 4% 4% 24
の 3% 3% 27% 13% 13% 17% 20% 0% 3% 0% 30
の の 4% 5% 36% 5% 3% 20% 20% 3% 4% 1% 198
の 1% 8% 47% 3% 3% 21% 12% 1% 2% 2% 248
の の 2% 10% 44% 2% 1% 28% 7% 1% 1% 4% 2081


















数の大小が行為数に影響を えると し、1000 席当たりの行為人数も 出
し、アンケートの座席選択と同様に、6 大学の合計を示す。図書閲覧は、「隣接」




　 に、先の指標で用いた書架の隣接と隣接なしの 2 つに分けて、それぞれの
開放度と会話率の場所選択をみていく（ 5-12）。まず書架に隣接した場所か
らみる。
　平 より、個人利用において利用しやすいと えた人は、 中・低 53 、
開・低 で 40 と、わずかにその他の理由の回 者より高いことから、この
2 つの場所が選択されてる。場所を詳しくみると、[ なし +1] や [ なし +2] が多
く選択されている。







閲覧 10.5 7.1 97.9 10.6
閲覧 C 0.3 0.5 0.2 0.4
会話 閲覧 0.2 0.2 2.3 0.3




しやすい 78% 13% 9% 243
れ の の 64% 33% 3% 516
しやすい 78% 16% 6% 32
れ の の 54% 44% 1% 72
68% 28% 5% 863
3916 2727 116 6759
58% 40% 2% 100%
5-11- に る 架の 接 か





　個人で利用しやすいと えた人は、 閉・低 が 31 と、その他の利用者に










所を整理していく（ 5-14- ）。愛淑は PC の利用者がいないため、分析から
いた。








がしやすい 0% 5% 53% 1% 0% 40% 1% 1% 0% 0% 188
れ の 0% 9% 49% 1% 0% 36% 3% 1% 0% 2% 331
がしやすい 0% 16% 36% 0% 0% 40% 4% 0% 0% 4% 25
れ の 0% 5% 49% 0% 0% 36% 10% 0% 0% 0% 39
0% 8% 50% 1% 0% 38% 3% 1% 0% 1% 583









がしやすい 0% 31% 38% 3% 0% 19% 9% 0% 0% 0% 32
れ の 4% 20% 34% 1% 1% 12% 9% 2% 1% 17% 169
がしやすい 0% 40% 0% 20% 0% 40% 0% 0% 0% 0% 5
れ の 6% 9% 38% 0% 6% 9% 16% 0% 3% 13% 32
4% 21% 34% 1% 1% 13% 10% 1% 1% 13% 238




しやすい 39% 24% 37% 62
れ の の 43% 52% 5% 212
しやすい 44% 44% 11% 18
れ の の 59% 40% 1% 68
46% 44% 10% 360
1873 4723 167 6763
28% 70% 2% 100%
る ない
C
C 38.6 7.4 288.5 23.0
閲覧 C 0.7 0.2 2.7 0.4
会話 C 4.6 0.5 14.0 2.0
1873 4723 167 6763
）
5-12 ・ 架に 接し の
5-13 ・ 架に 接し いない の





その他の利用者に比べて、 がある。PC の利用がしやすい座席は、PC エリア
であり、電源コンセントの有無は、PC の利用がしやすいといった直接的な選
択理由ではない。
　 に巡回プロット調査より、電源コンセント有り、なし、PC エリアの 3 つ
に場所を分けて、1000 席当たりの行為人数を 出した（ 5-14- ）。「PC 利用」
は、PC エリアが最も多く、233.3 人 /1000 席の利用者を捉えた。コンセントが
ある場所は 38.6 人と、コンセントがない場所に比べて多くの PC 利用者がいる。







がその他の理由に比べて 25 と高い。 開・低 の場所をみると京産グローバ
ルコモンズの f（壁や書架が周りにない開かれたカウンター席）で主にみられた。
　グループ利用は、 中・中 、 開・中 が多く選択されている。 中・中 の
座席を詳細にみると椙山 2a（書架と壁に囲まれた 4,6 人掛けグループ席）、開・
中 をみると立命 LCc と LCe（ ディスプレイのあるグループ席）でいず
れも会話ができ、会話率が中程度の座席であった。
　 に電源コンセントなしの座席での座席選択をみる（ 5-18）。個人は 閉・
低 や 開・中 を選択している利用者が多く、特に 閉・低 は 33 であった。









C がしやすい 3% 15% 49% 0% 0% 26% 5% 0% 3% 39
れ の 2% 12% 51% 4% 2% 23% 6% 2% 1% 195
C がしやすい 0% 0% 39% 11% 0% 0% 39% 0% 0% 18
れ の 2% 11% 42% 3% 2% 16% 24% 0% 0% 62
2% 11% 48% 4% 1% 20% 11% 1% 1% 314
4 85 1042 83 38 2448 401 73 38 4212








C がしやすい 4% 4% 63% 0% 0% 25% 0% 0% 4% 24
れ の 3% 13% 61% 5% 3% 8% 5% 1% 0% 95
C がしやすい 0% 0% 50% 20% 0% 0% 30% 0% 0% 10
れ の 3% 9% 54% 6% 3% 6% 20% 0% 0% 35
3% 10% 59% 5% 2% 10% 9% 1% 1% 164
30 134 698 80 130 142 220 30 320 1784
C の
5-15 ・PC が る の






み合わせより 4 つのタイプに分けて選択した座席を整理する（ 5-17）。愛淑









壁と書架に囲まれているキャレル席で 50 得られた。つまり、 閉・低 の中
でも、周辺から閉ざされた場所が求められていると思われる。
　グループ利用では、電源がある場所とない場所では変わらない座席選択で
あった。そのため、 開・中 が 数の 50 で、会話ができる ープンな場所
がグループで PC 利用に求められている。
架に 接 架に 接 架 接なし 架 接なし
なし なし
・ Cが しやすい 19% 38% 34% 9% 79
れ の の 20% 36% 35% 9% 125
・ Cが しやすい 33% 17% 33% 17% 6
れ の の 10% 35% 30% 25% 20
19% 36% 34% 10% 230
585 3077 1368 1211 6241









しやすいか 0% 6% 65% 0% 0% 24% 4% 0% 0% 0% 49
の の 3% 11% 47% 1% 1% 24% 3% 0% 3% 10% 152
しやすいか 0% 0% 33% 0% 0% 67% 0% 0% 0% 0% 3
の の 0% 17% 22% 9% 0% 26% 13% 0% 9% 4% 23
しやすいか 0% 6% 63% 0% 0% 27% 4% 0% 0% 0% 52
の の 2% 11% 43% 2% 1% 24% 4% 0% 3% 9% 175
2% 10% 48% 1% 0% 25% 4% 0% 3% 7% 227持
5-17 に る 架 の 接と の か
















い座席は、中・低 である。特に個人併用は、中・低 を 65 が選択している。
また、個人、グループ共に 閉・低 は利用がしやすいとして、あまり選択さ
れていない。
　「PC の利用がしやすい」理由における座席選択をみる（ 5-19）。個人は 中・

















しやすいか 0% 5% 55% 0% 0% 8% 3% 0% 5% 24% 38
の の 2% 10% 50% 1% 1% 28% 3% 0% 1% 4% 163
しやすいか 0% 0% 20% 20% 0% 20% 20% 0% 0% 20% 5
の の 0% 19% 24% 5% 0% 33% 10% 0% 10% 0% 21
しやすいか 0% 5% 51% 2% 0% 9% 5% 0% 5% 23% 43
の の 2% 11% 47% 1% 1% 28% 4% 0% 2% 3% 184
2% 10% 48% 1% 0% 25% 4% 0% 3% 7% 227持




















































































　ところで、LC は 2 章で述べたように、最近は図書館から独立して設置され
る場合もある。そのため、開架閲覧室と LC の設置形態が大学によって多様な
様相を示し始めている。
　本章では、対象を設置形態の違う LC を有する 4 大学を対象にする。図書館
内にLCを持つ [一体隣接型 ]と [一体隔離型 ]、図書館とLCが分棟になった [分
棟併設型 ] と [ 分棟単独型 ] の 4 タイプに分けて分析を進める。調査は、来館
者アンケート調査と巡回プロット調査を用いた。
　まず開架閲覧室と LC の面積や座席数などの規模、個人とグループの滞在状

















話行為 / プロット数）を 出した。ただプロット数の大小が会話率に大きな影
響を えるため、座席 有率（プロット数 /（座席数 巡回回数））を 出し、




義が行われ、その利用者の会話も捉えた。LC を む 1 階から 2 階は のため、
　
　
　調査対象大学並びに LC の設置形態を図 6-1 に示す。また、4 大学の 面積・
座席数・利用者数（プロット数）を開架閲覧室と LC に分けてそれぞれの比率
は 6-1 に示す注 6-1）。
　 面積、座席数の比率は、どの大学も開架閲覧室の方が高い。[ 一体型 ]2 館
の 面積は、9 割以上が開架閲覧室であり、書架が める面積が大きい。し
かし開架閲覧室の座席数は、[ 一体隔離型 ] が 90 に対し、[ 一体隣接型 ] は
78 と LC が める座席数は多い。[ 分棟型 ] の座席数は、3 割程度と [ 一体型 ]
の LC に比べると多い。利用者比率は、最も LC の面積が広い [ 分棟単独型 ]
の LC で高い。
6-1 LCの と の





























91% 95% 83% 63%
9% 5% 17% 37%
3002 12295 10137 7726
78% 90% 62% 69%
22% 10% 38% 31%
436 1954 1266 1761
76% 83% 72% 67%
24% 17% 28% 33%
2265 18675 8821 10046
69% 86% 71% 75%
31% 14% 29% 25%

















開架閲覧室と LCが 開架閲覧室と LCが
に LCが
開架閲覧室と LCに 切 がない
に LCが








会話は 2 層にわたって広がり、1b は 2 階や LC の会話音が聞こえてくる場所で
ある。地下階は全体的に会話率は低く、静かな環境が保たれていた。
　開架閲覧室 1 階から B1 階は、あまり会話がみられない。特にキャレル席が
多い 3 階は、会話率の少ない場所が多い。2f は ラスパー ーションで仕切
られた 3 つの部屋があり、当日は講義が行われていた。1 階にある LC は、全
体的に会話率が高く、LCa~LCd はいずれも 2 割以上と 有率も高い。
　分棟併設型 ( 図書館 )（図 6-2- ）の 1c，1d と 3a は賑やかな場所である。
特にグループ席で会話できる 1dは会話率が 49 と高い。3aは 6人掛けのグルー
プ席で、グループ利用者は小 での会話であった。2 階は、全エリア 20 以下
の会話率であった。
　分棟併設型 (LC)（図 6-2- ）の 2b は可動 の机と椅子が並べられ、52 が
会話を交えた活動であった。しかし 有率は 4 と低く、静かな時間 も多かっ
た。3b は LC 内で最も利用者が集まるエリアで 33 の会話率である。3c、3d
はカウンター席であるが、空間の作りが異なっており、3c は ラスパー ー
ションで仕切られ、3d は仕切られていない。3a、3b から会話音などが聞こえる。
なお 3c、3d 共に個人利用が多い。
6-2 LCの の開架閲覧室と LCに る会話 と




























Lca Group seats 23% 106 1a Sofa seats 0% 151
LCb PC area 20% 51 1b Counter seats 4% 437
LCc Group seats 56% 350 1c Counter seats 26% 308
1a Counter seats 31% 13 1d Group seats 49% 723
1b Carrel seats 4% 303 2a Group seats 1 5% 353
1c Audiovisual station 1% 285 2b Group seats 1 3% 678
2a Group seats 34% 35 2c Group seats 8% 696
2b Group seats 15% 156 2d Counter seats 6% 234
2c Counter seats 41% 32 2e Counter seats 0% 470
3a Group rooms 16% 77 3a Group seats 30% 525
3b Group seats 68% 40 3b Personal rooms 0% 55
3c Group seats 55% 22 3c Group rooms 100% 4
B1a Carrel seats 1% 235 3d Audiovisual station 1% 165
B1b Counter seats 0% 0 3e PC area 3% 529
B1c Carrel seats 0% 70 3f Audiovisual station 4% 119
B1d Carrel seats 0% 8 3g Counter seats 4% 683
B1e Group seats 0% 15 3h Carrel seats 3% 333
B1f Carrel seats 14% 43 3i Group seats 1 9% 107
B1g Counter seats 0% 78 体 12% 6570
B2 Counter seats 0% 7
18% 1926








1b Other 43% 101
1d Audiovisual station 8% 155
2a Carrel seats 1% 773
2a Group seats 1 3%
683
645
2b Carrel seats 0% 1356
2b Carrel seats 0%
136
2c Carrel seats 0% 773
2c Group rooms 65%
163
2d Group seats 1
1 Group seats with front partition 前面 のあ グループ
1% 366
2d Personal rooms 0%
66
2e Group seats 6% 370
2e Group seats 2%
50
620
2f Group rooms 9% 257
2f Reading stations 8%
368
2g Carrel seats 0% 1366
2g Group seats 4%
913
2h Sofa seats 0% 81
3a Group seats 1 0%
130
2i
4 Seats for two (High chairs) 2人 （ 面 高 ）
29% 7
3b Carrel seats 0%
108
2j Other 0% 17
3c Group rooms 59%
6
3a Carrel seats 0% 891
3d Personal rooms 0%
33
3b Carrel seats 0% 1037
3e Group seats 67%
234
3c Group seats 4% 159
3f Sofa seats 0%
3d Carrel seats 0% 459
3g Group seats 2%
3e Carrel seats 0% 1272
体 7% 6113
3f Carrel seats 0% 627
3g Carrel seats 0% 535
2a Group seats 53% 58
3h Carrel seats 1% 561
2b Sofa seats 45% 233
3i Personal rooms 0% 222
2c Sofa seats 50% 66
3j Sofa seats 0% 39
2d Group seats 29% 68
3k Seats for two 4
Seats for two 4
13% 16
2e Relax seat 0% 0
3l Other 3% 38
2f Sofa seats 30% 33
B1a Carrel seats 0% 374
3a Group seats 52% 229
B1b Carrel seats 0% 1190
3b Chairs 3
3 Chairs integrated with des 子 一体 て
17% 60
B1c Group seats 9% 412
3c Sofa seats 67% 388
B1d Sofa seats 0% 45
3d Tatami 80% 41
B1e Other 43% 23
3e Sofa seats 53% 139
LCa PC area 9% 421
3f Relax seat 0% 2
LCb Group rooms 47% 178
体 53% 1317
LCc Seats for two 5
5 Seats for two (sofa seats)
  2人 （ソファ）
36% 361
LCd Group seats 49% 1619
a Group seats 39% 389
LCe Other 75% 8




c Seats for two 6% 49
d Sofa seats 94% 17
e Group seats 40% 110
f Group seats 2
2 Group seats (high chairs) グループ （ 面 高 ）
29% 96
2a Sofa seats 37% 81
g Group seats 24% 90
2b Group seats 52% 180
h Audiovisual station 3% 354
3a Group seats 32% 334
i Counter seats 5% 141
3b Sofa seats 33% 432
j Group rooms 24% 92
3c Counter seats 5% 211
k Group seats 59% 153
3d Counter seats 1% 108
体 26% 1599
3e Group seats 0% 0




















































































































































0% 1-20% 21-40% 41-60% 61-%






























2  36+32 68      2e  86+20 106      2g  65+65 130
3a 23+51 74       3  56+54 110      3e  40+40 80      3i  7+2 11
1a  18+11 29 1  6+7+11 24分 エリアの 数の合計
1a  76+20 96      1  31+14 35      2a  112+96 208      2  16+16 32
2g  149+50 199      3a  70+98 168      3  16+16+17+17+16 82      3g  77+68 145
分 エリアの 数の合計


































































































































中部 LC 3 中部 LC 2
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8 段階の選択肢を設け、いずれかに回 した場合は「使い分ける」と した。
選択肢には「使い分けない」も加え、使い分け利用の状況を把握した。
　[ 立命・一体隔離型 ] 注 6-3）は「使い分ける利用者」が 74 と最も高い。[ 分棟型 ]
のうち [ 京産・分棟単独型 ] は、58 であり、図書館と LC が 250 と離れて
いるにもかかわらず、距離の近い [ 中部・分棟併設型 ] に比べて使い分ける利
用者が多い。同日での使い分け利用を聞いていないが、一概に距離によって使
い分け利用が変動するわけではない。
　一方 [ 椙山・一体隣接型 ] の使い分け利用者は 28 と最も低い。なお、参
考として [ 椙山・一体隣接型 ] で、LC と開架閲覧室の使い分けに限らず、館
内での場所の使い分けを聞いた。すると 62 が複数の場所を使い分けており、
LC に限らず、開架閲覧室内に複数を選択したい場所があると考えられる。




　分棟単独型 (LC・ラーニングコモンズ )（図 6-2- ）の会話率は、全体で
53 と他の型の LC に比べて高い。2a は会話率が 53 と高いが、5 割を えた
他のエリアに比べ、 有率は低く静かな時間 が多い。賑わったエリアは、
有率を考慮して 3a、3c、3e が げられる。
　分棟単独型 (LC・グルーバルコモンズ )（図 6-2- ）の a、e、f は、会話率















上が選択している。2 目に高くなったのは、[ 一体型 ] と [ 京産・分棟単独型 ]
は、「PC・印刷機の利用ができるから」で [ 立命・一体隔離型 ] が 37 と高い。[ 中
部・分棟併設型 ] は、「空調・明るさがよいから」31 であった。[ 京産・分棟
単独型 ] は、「建物が近いから」も高く 23 得られた。
　使い分け利用ごとでみていく。使い分け利用者をみると「静かで落ち着いて
いるから」は、一体型で高い傾向を示めし、[ 椙山・一体隣接型 ]82 、[ 立命・
一体隔離型 ]72 と多くの利用者が静かな場所を選択している。一方、[ 分棟型 ]
では、使い分けない利用者がより多くを め、[ 中部・分棟併設型 ]68 、[ 京産・
分棟単独型 ]70 であった。また [ 立命・一体隔離型 ] 以外は、「賑やか・会話
できる環境があるから」が使い分ける利用者で高く、グループ利用として学習
場所を使い分けていると考えられる。
　「建物が近いから」において、[ 一体隣接型 ] と [ 分棟単独型 ] は、使い分け
6-3 LC の に い の




































分 者 29% 82% 25% 31% 25% 26% 50% 1% 15% 68











17% 70% 12% 26% 18% 18% 29% 2% 13% 242
18% 72% 2% 24% 30% 18% 41% 3% 30% 881
20% 66% 2% 20% 19% 16% 26% 2% 20% 308
19% 70% 2% 23% 28% 17% 37% 3% 28% 1189
19% 62% 16% 22% 34% 14% 22% 1% 24% 307
15% 68% 3% 35% 29% 11% 21% 0% 13% 396
16% 66% 8% 30% 31% 12% 22% 1% 18% 703
28% 57% 10% 10% 27% 10% 24% 1% 23% 635
15% 70% 2% 10% 19% 13% 25% 1% 15% 455

















62% 38 （ 分 ）
33%






 分 者  LC の の 者 室の の 者
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る利用者で 29 、28 であった。[ 一体隣接型 ] は開架閲覧室と LC に隔てが
ないこと、[ 分棟単独型 ] は LC（グローバルコモンズ）が外国語学部棟内にあ
ることで、アクセスの良さが行きやすさに影響を えると思われる。
　「PC・印刷機の利用ができるから」をみると、[ 一体型 ] の使い分ける利用者は、
全体でも高かったが、が 50 、41 と使い分けない利用者に比べて高い。使
い分ける要因の一つになっている。一方 [ 分棟型 ] では、プリンターや PC の
利用場所は限定されているが、使い分け利用別に はみられず、使い分け利用
の大きな要因でないと思われる。
　「図書資料があるから」をみると [ 分棟型 ] の 2 大学の使い分けない利用者は、
[ 一体型 ] に比べ、が使い分ける利用者より高くなる傾向があり、特に [ 中部・









をみても、全体の割合と大きく変わらず「一人で勉強する」は高い。[ 一体型 ] は、
「PC を利用する」が [ 椙山・一体隣接型 ]31 、[ 立命・一体隔離型 ]35 と高
い。選択理由（図 6-3）からもわかるように、PC を利用するために使い分け
ている可能性がある。[ 立命・一体隔離型 ] 以外は「友人と会話・勉強をする」
が全体に比べて高い。特に [ 椙山・一体隣接型 ] は 16 と高く、開架閲覧室内
でも会話ができるからだと考えられる。
　[ 一体型 ] は、図書資料に関する 目が、使い分ける利用者で 干高くなる
傾向がある。図書館内に LC があり、図書利用が [ 分棟型 ] に比べて容 であ
る。一方、[ 分棟単独型 ] は「図書資料を し りする」が 25 と使い分けな
い利用者（開架閲覧室のみ）に比べて高い。これは、LC（グルーバルコモンズ）
でも多読本の 出注 6-4）がされているからと思われる。
　開架閲覧室のみの利用者をみる。[ 一体隣接型 ] 以外では「くつろぐ」が全
体に比べてわずかに高い。一方の [ 一体隣接型 ] は、LC のみの利用者で 11
と高い。つまり [ 一体隣接型 ] は、くつろぐために複数の場所を使い分ける利
用者が少ない。では、何が多いかをみてみると、[ 一体隣接型 ] は「図書資料
172
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を し りする」が LC のみの利用者で 43 と本に関する 目が高い。開架閲
覧室と LC が連続的につながることで、図書資料にアクセスしやすくなってい
ると考えられる。








　[ 一体型 ] は、「開架閲覧室 - 個人 / LC - 個人」が高い。特に、[ 椙山・一体隣接型 ]
は 56 と最も高く、 いで [ 立命・一体隔離型 ] は 45 であった。一方 [ 分棟型 ]
は、それぞれ 36 、38 と一体型に比べて低い。また [ 椙山・一体隣接型 ] は「開
架閲覧室 - 個人 / LC - グループ」が 15 と他の設置形態に比べて低い。これは
先で述べたように、開架閲覧室も会話を許容し、LC 内だけにグループ利用が
許容されていないからと考えられる。




り 50 以上が「同形態」で使い分け、特に [ 椙山・一体隣接型 ] で 67 と
最も高かった。「異形態」は、[ 椙山・一体隣接型 ] 以外で 40% 程度である。












































































































































































































































































　[ 椙山・一体隣接型 ] と [ 分棟型 ]2 館は、開架閲覧室と LC をいずれも静か
で落ち着いているから（以下：静かな場所）として、25 以上が使い分けてい
る。特に [ 中部・分棟併設型 ] は 36 と最も高い。一方、[ 立命・一体隔離型 ]
は、LC を静かな場所と認識して使い分けている利用者が 2 に まっている。
特に LC を静かな場所としては認識していない。
　[ 立命・一体隔離型 ] の最も高い組み合せは、「開架閲覧室 - 静かな場所 / LC 
6-5 い の
























100% 100% 100% 100%
45% 36% 38%
15% 36% 31% 39%
6% 5% 9% 5%
11% 9% 18% 10%
12% 5% 6% 8%
5% 6% 8%
















































































































































































































































































































































































などの学習ツール求めている。[ 椙山・一体隣接型 ] もそれらの使い分け利用
が 45 と [ 分棟型 ] に比べて高い傾向がみられる。また [ 立命・一体隔離型 ] は、
両環境を学習ツールがあるとした割合も 52 と高い。図書資料や PC 利用に関
する利用目的（ 6-4）が使い分ける利用者で高いことを考えると開架閲覧室
で図書資料を LC で PC 等を求めていることになる。
　[ 中部・分棟併設型 ] は、「開架閲覧室 - 学習ツール / LC - 静かな場所」が
35 となった。開架閲覧室利用者の図書資料に関する利用目的は、低いが多く
求めるため当 の組み合せが高くなったと考える。以上のように [ 一体型 ] と
[ 分棟型 ] では、使い分け行動の選択理由が異なる。
　
　同形態利用者の多くは、開架閲覧室と LC を静かな場所と認識して使い分け
ており、それらは [ 分棟型 ] と [ 椙山・一体隣接型 ] で比 的多くみられている。
そこで、分棟型の同形態利用者の図書館と LC の両方を「静かな場所」と選択
した利用者（LCQ、LBQ）とそれ以外（LCO、LBO）に分けて注 6-5）座席選択





　図書館の LCQ（LC も静かな場所として利用）利用者は 2a が 11 と多い。
ここは会話率 5 と低いことから、LC より図書館が静かな場所として使い分
けている。また会話ができる 1d は、LCO（LC は静かな場所以外の理由とし
て利用）利用者が多く、周辺の静けさに対しての選択ではないため、グループ
で図書などの学習ツールを理由にした選択と考えられる。会話率が比 的高




　LC の LBQ（図書館も静かな場所として利用）利用者では、静かな場所の 2b（会
話率 52 、しかし 有率 4 ）や 3d（会話率 1 ）の割合が 29 、20 と LBO（図
書館は静かな場所以外の理由として利用）利用者より高い。そのため図書館を
静かな場所として選択している。
　図書館で LCQ 利用者の 3a は、20 と LCO 利用者との が最も大きい。3a
は前面に 立のある机で、会話率が 0 であり、その周辺（3b，3g）も静かな















LC かな で い る
を かな とし LCを れ






かな で い る
LCを かな とし を れ
の で い る
LBQ:







場所が形成されている。そのため LC には静かな場所、図書館には LC 以上の
静寂さを求めている。
　[ グローバルコモンズ ] の LBQ 利用者は、賑やかであった a（会話率 39 ）
を 37 と最も選択している。静かな場所としての理由を持つも、賑やかな場











6-8 かな とし い いる の （ ）




1a 2% 3% 3%
1b 2% 7% 5%
1c 12% 20% 17%
1d 2% 3% 3%
2a 22% 17% 19%
2b 20% 14% 16%
2c 5% 1% 3%
2d 2% 4% 4%
2e 0% 4% 3%
2f 2% 6% 5%
2g 20% 19% 19%
3a 20% 7% 12%
3b 10% 17% 14%
3c 5% 6% 5%
3d 5% 7% 6%
3e 0% 0% 0%
3f 0% 0% 0%
3g 2% 7% 5%
24% 16% 19%
54 83 137
2a 15% 9% 11%
2b 38% 23% 29%
2c 0% 2% 1%
2d 13% 3% 7%
2e 0% 0% 0%
2f 0% 2% 1%
3a 13% 12% 12%
3b 0% 2% 1%
3c 25% 38% 33%
3d 3% 6% 5%
3e 15% 6% 10%
3f 0% 0% 0%
13% 12% 12%
40 65 105
a 37% 24% 32%
b 9% 9% 9%
c 9% 3% 6%
d 0% 0% 0%
e 13% 6% 10%
f 11% 9% 10%
g 13% 18% 15%
h 13% 21% 16%
i 15% 9% 13%
j 2% 3% 3%



















































1b 4% 8% 7%
1c 7% 2% 4%
1d 2% 10% 7%
2a 11% 5% 8%
2b 4% 10% 8%
2c 9% 14% 12%
2d 4% 3% 4%
2e 4% 5% 5%
3a 9% 3% 6%
3b 2% 3% 3%
3c 0% 2% 1%
3d 0% 0% 0%
3e 2% 5% 4%
3f 7% 2% 4%
3g 9% 3% 6%
3h 2% 8% 6%











2a 3% 0% 2%
2b 29% 9% 20%
3a 14% 22% 18%
3b 29% 38% 34%
3c 20% 31% 26%
3d 20% 6% 14%
3e 0% 0% 0%




































































2階 3階の 室 0 0%















した。LC の設置形態の違う 4 大学から、使い分け利用者の割合、利用人数、
使い分け理由と座席選択を明らかにした。
　
1）開架閲覧室と LC を使い分ける人の割合は、一体隔離型が最も高く 74 、
一体隣接型は最も少なく 28 、分棟型は 50 程度であった。
2）どの大学も開架閲覧室と LC を共に個人で使い分ける割合が最も多く、全







2）一体隣接型は、上記の理由に いで、開架閲覧室と LC を「静かで落ち着
いている」として使い分ける人がいる。








　分棟型の 2 つは、開架閲覧室と LC が足し合わさることで、会話率が低い席
から高い席まで幅広い座席が選択でき、開架閲覧室と LC でそれぞれ会話率の
違う席を選択して使い分けることができたと考える。










































きる LC で個人利用があり、必ずしも LC がグループ利用の場所だけなかった。
　

















































（5.5 まと に し



























7-2 LCの か い の いと開 と会話 に る
室 LC 連
こ で、館内一体で
会 形成さ 、 で
その 、 分
室 LC だ で く、館内
体 で
室 LC さ
で、LC 部屋 て 、
多 会 は形成さ
で く 場所
て 分 こ で
室 LC 合 こ で多 会
分棟 LC は、図書館内 て自 高く、LC 広く
く こ で 、会 の 形成さ






























25% 2% 36% 26%
54% 54% 48%
同形
分 人 分 人








































7-3 会話を す の
・ で が い
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画 ,pp.109-110,2016.7
22）田仲弘明，楠川充敏，鈴木賢一：病院における救急スタッフの休憩実態 , 日本建築学会東海支部研究報告
書第 56 号 ,pp.453-456,2018.2
23）加藤実緒，楠川充敏，鈴木賢一：病院のアプローチと待合室における歩行困難者に関する研究 , 日本建築
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図 書 資 料 の 配 架
語 群 A
語 群 B
ホ ワ イ ト ボ ー ド
プ ロ ジ ェ ク タ ー
プ リ ン タ ・ コ ピ ー 機
AV 機 器
貸 出 ノ ー ト PC
デ ス ク ト ッ プ 型 PC
タ ブ レ ッ ト 端 末
人 的 学 習 支 援 を 行 っ て い る
壁 で 仕 切 ら れ て い る
書 架 で 仕 切 ら れ て い る
階 ご と で 仕 切 ら れ て い る
仕 切 り な し
ガ ラ ス ス ク リ ー ン で 仕 切 ら れ て い る
イ ン タ ー ネ ッ ト 環 境
24 時 間 利 用 可 能










飲 食 が で き る


































  １. 男　     2. 女
   1. 学部(         ) 年   2. 修士(         ) 年   3. 博士(         ) 年   4. その他(　　　　　　　　)
問2  あなたの専攻する学部・研究科は何ですか。（〇は一つだけ）
問3　 今日は、どなたと一緒に利用していますか。　(○は一つだけ)





  1. ほとんど毎日   2. 一週間に2,3回   3. 一週間に1回
  5. 月に1回   6. 二、三ケ月に1回
 4. 二週間に1回
  7. 年に2,3回  8. 年に1回
  9. 初めて来た 10. その他(　 　        　　　　　　)
  1. ほとんど毎日   2. 一週間に2,3回   3. 一週間に1回   5. 月に1回
  6. 二、三ケ月に1回
  4. 二週間に1回
  7. 年に2,3回   8. 年に1回
問8
 あなたは、「不言実行館 コモンズセンター」をどの程度、使い分けて利用していますか。　(○は一つだけ)問9
  6. 研究活動・論文執筆  4. 資格･受験･公務員試験勉強
  2. 授業の予習   3. 授業のテスト勉強
  5. 就職活動関連の作業
  1. 授業課題･レポートの作成
 今日は、問5で選択した目的のために、どのような内容を利用しましたか。（○はいくつでも）





  1. 工学部   2. 経営情報学部   4. 人文学部  3. 国際関係学部   5. 応用生物学部
  6. 生命健康科学部   7. 現代教育学部   8. 大学院(　　　　　　　　)研究科   9. その他(　　　　　　)
今日は、この図書館にどのような目的で来ましたか。　(○はいくつでも)
  1. 本を借りにきた   2. 本を返しにきた   3. 本･資料等を探しにきた
  4. 図書館の本･資料を読んだ   5. 新聞・雑誌を読んだ   6. DVD･ビデオ等を鑑賞した
  7. PCでWEBサイトを閲覧した   8. PCで文書を作成した   9. PCでﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを利用した
11. 友人とディスカッションした
  8. ただふらっときた   9. くつろぐため  7. 上記外の私的な用事をする
12. その他（　　　　　　　　　）




  1. 利用する書架の近くだから
  1. 来たら良く座る   2. 他が空席でないから第二候補   3.ほとんど利用しない
11. 友人としゃべれるから
  5. 電源用コンセントがあるから
  2. 他人の視線が気にならないから
  3. 机が広くモノをひろげやすいから   4. 椅子の座り心地が良いから
  9. 周囲が静かだから
  6. 窓から外の風景が見えるから
  7. 太陽の光が入って明るいから
10 周囲が賑わっているから
  8. 出入口に近いから
12. 周りの人が勉強しているから
















1 立 新 教 大学 属図書館 1739 1338 3121 3 356 4377 43 348 330 289
2 立 新 術科学大学 属図書館 3130 2418 2934 3 155 2593 42 356 312 232
3 立 新 新 大学学術 機 属図書館中央図書館 11953 10335 14212 3 1313 8061 106 348 1623 2744
4 立 山 山大学 属図書館中央図書館 8028 6814 9492 6 1064 8733 50 308 891 1009
5 立 山 山大学 属図書館 学図書館 3807 1926 3285 3 231 3141 13 334 592 727
6 立 大学 属図書館 13221 10488 10456 4 1198 13786 70 313 1091 2000
7 立 大学 属図書館 学図書館 3807 1926 3185 4 231 3141 13 334 343 433
8 立 大学 属図書館 学図書館 学 図書室 1256 1154 356 1 45 969 17 265 56 200
9 立 科学 術大学院大学 属図書館 1464 957 3076 3 148 1625 19 365 162 237
10 立 大学 属図書館 学図書館 3245 1091 3307 2 131 1840 29 360 427 448
11 立 山 山 大学 属図書館 学分館 6745 3976 1663 2 96 1638 16 288 189 495
12 立 大学 属図書館 学 図書館 3587 1300 1812 2 160 1673 10 288 204 245
13 立 大学 属図書館工学 図書館 2446 2053 1470 2 157 1828 21 277 315 450
14 立 大学 属図書館 学 図書館 887 724 1209 2 102 915 10 280 177 196
15 立 大学図書館 学図書館 3087 1229 2032 3 164 1001 11 281 154 165
16 立 教 大学 属図書館 4974 4217 5861 3 632 8681 60 291 453 722
17 立 術科学大学 属図書館 2976 2244 3093 3 178 1570 21 342 185 215
18 立 名古屋工 大学 属図書館 6772 5766 5594 4 475 3428 43 319 472 893
19 立 名古屋大学 属図書館中央図書館 25114 16451 15597 6 1231 13135 160 348 1042 2188
20 立 名古屋大学 属図書館 学 分館 学図書室 1226 1090 884 1 48 1078 9 233 190 298
21 立 名古屋大学 属図書館 学図書室 1276 1111 1059 1 248 4152 14 278 36 157
22 立 名古屋大学 属図書館 学図書室 2733 1993 1786 1 212 4387 34 242 144 176
23 立 名古屋大学 属図書館工学図書室 6365 5381 1459 1 198 3589 8 243 109 88
24 立 名古屋大学 属図書館生 学図書室 1310 1176 846 1 108 1022 8 241 94 255
25 立 名古屋大学 属図書館 研究 　 一図書室 127 90 185 1 14 136 190 7 10
26 立 名古屋大学 属図書館 図書室 354 299 348 1 71 1862 9 236 8 91
27 立 名古屋大学 属図書館 研究 　 図書室 173 56 147 1 13 224 0 241 8 5
28 立 名古屋大学 属図書館 ンター図書室 68 36 86 1 9 157 0 242 12 5
29 立 大学 属図書館 学 図書館 10632 7449 910 2 10 356 157 500
30 立 立 大学 属図書館 617 396 1186.44 2 54 2014 14 275 108 250
31 立 立大学図書・ ンター 729 579 1226 1 9 1245 7 281 82 135
32 立 市立 大学 782 1 80 64
33 立 立大学 属図書館 1908 1579 4080.52 2 341 6923 13 265 228 230
34 立 立大学 属図書館小 分館 246 185 382.29 2 39 754 1 261 43 39
35 立 山 科大学 属図書館 3877 3386 4553 4 343 11091 44 297 677 1174
36 立 山 山 立大学 図書館 503 425 1187 2 82 1594 13 267 125 164
37 立 立 大学図書館 593 364 1196 2 91 2649 34 275 122 215
38 立 科学芸術大学院大学 属図書館 110 5740 295 1 40 1227 4 240 15 22
39 立 立大学 属図書館 3592 2937 5996 4 380 6983 30 274 655 520
40 立 立芸術大学芸術 ンター図書館 1613 998 1703 3 106 3398 11 216 90 117
41 立 立大学 手 ンパス図書館 3703 3115 6374 3 565 7589 75 222 463 784
42 立 立大学 山 ンパス図書館 610 448 818 2 82 1366 12 246 93 130
43 立 名古屋市立大学 合 ンター山の 分館 2186 2055 3679 2 563 6344 24 276 219 286
44 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 3653 1187 1726 2 2143 4287 18 318 115 518
45 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 1449 779 879.98 1 66 552 4 283 114 280
46 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 536 499 1145 1 87 1541 7 282 68 84
47 立 新 学園大学図書館 788 659 971 1 93 2816 5 261 126 266
48 立 新 大学 属図書館 974 1 122 148
49 立 新 新 大学図書館 4321 3849 1399 3 97 7357 38 297 395
50 立 新 新 大学・新 大学 大学 図書館 1999 1653 1017 2 143 4768 33 284 166 150
51 立 山 科大学図書館 304 246 1381 2 100 2216 1 274 101 82
52 立 科大学図書館 3936 1123 2143 2 205 1537 8 281 189
53 立 大学図書館 2020 1731 788.23 2 105 4512 12 212 124
54 立 学院大学 ッ ル記 図書館 897 784 1902.74 2 163 2489 17 219 246 299
55 立 大学図書館 2207 1929 2495 4 151 2146 6 339 428 250
56 立 大学 属図書館 1361 1148 1194 2 118 3281 23 281 282 350
57 立 山 山大学図書館 219 125 2590 5 118 3454 2 200 73 50
58 立 山 山 学院 合図書館 4834 4186 3201.5 2 325 4511 11 256 500 300
59 立 本 科大学図書館 1354 770 1894 2 152 877 6 272 198 77
60 立 本大学図書館 2210 1888 1262 3 107 3482 10 275 209 326
61 立 科学大学図書館 1397 1197 728 1 56 1628 6 267 132 161
62 立 学園大学 ンパス図書館 2416 2129 1957 4 194 2167 18 257 228 188
63 立 学園大学 ンパス図書館 1174 562 1088 2 144 1568 8 256 163 98
64 立 女子大学図書館 1289 1067 1723 2 143 1821 11 272 180 61
65 立 中 学院大学 属図書館 1659 1030 1245 2 146 2636 22 314 199
66 立 学院大学・ 学院大学 大学 属図書館 1216 1066 4734 4 234 330 11 286 368 122
67 立 大学図書館 1366 1161 677.27 2 63 1298 3 266 144 158
68 立 大学 図書館 892 756 1156.2 2 58 916 3 268 169 112
69 立 工科大学 属図書館 1589 1410 1739.36 1 113 2432 9 229 243 360
70 立 大学 属図書館 図書館 2401 2095 1185 2 178 2139 8 249 223 83
71 立 大学 属図書館 図書館 1435 12250 960 1 98 1984 4 250 202 94
72 立 学院大学図書館 526 2 119 45
73 立 学院大学図書館 分館 3 96 13
74 立 科大学 学 ンター（図書館） 4051 1295 2640 2 106 1709 17 324 269 651
75 立 学院大学図書館 ンター 14466 6411 13960 4 936 9602 47 271 1494 957
76 立 学院大学 学・ 学図書館 ンター 3809 2061 1957 2 170 2164 15 295 237 655
77 立 学 大学 図書館 617 529 3407 2 189 2585 2 216 314 162
78 立 学 大学 図書館 1541 1367 1653.07 2 134 2989 9 229 224 202
79 立 工科大学 属図書館 1003 888 1291 1 38 796 8 246 31
80 立 工 大学 属図書館 6870 6136 4316 4 331 7348 49 284 625 837
81 立 大学図書館 10000 8905 3303.41 2 269 7151 47 249 476 635
82 立 大学図書館 が 分館 1000 8905 1585 3 138 4111 15 247 175 348
83 立 大学名古屋図書館 11508 7087 4650.52 3 528 8894 57 288 884 1195
84 立 大学 図書館 3105 6990 3 825 5770 36 293 811 504
85 立 大学 図書館 160 2518 3 156 828 282 452 945
86 立 大学図書館 1442 1297 1142.22 4 96 1625 6 242 188 271
87 立 教大学 属図書館 353 271 606 2 79 281 1 252 110 70
88 立 大学 属図書館 441 1 131 62
89 立 学園大学図書館 1936 1669 2324 3 231 3752 24 266 320 127
90 立 女子大学・ 女子 大学図書館 1142 950 581 1 91 879 10 284 120 84
91 立 学院大学図書館 6372 5464 6651 4 505 6631 50 272 566 400
92 立 大学 属図書館 1071 972 1130 2 83 597 5 284 155 120
93 立 椙山女学園大学中央図書館 6270 5873 3298 5 359 3970 57 282 460 391
94 立 椙山女学園大学 図書館 6270 5873 643 1 84 900 12 288 146 105
95 立 大 大学図書館 3982 3447 3064 4 249 4575 9 234 392 336
96 立 中 大学図書館 14308 13049 7493.5 2 459 7472 73 273 478 800
97 立 中 大学 属 記 図書館 12760 11491 11273.3 5 651 12864 54 283 951 1051
98 立 学園大学名古屋 ンパス図書館 2316 2028 2306.98 3 215 3928 29 227 300
99 立 学園大学 ンパス図書館 2364 2145 1242 3 79 3958 4 263 187 111
100 立 学園大学 属図書館（名古屋 大学） 3018.73 3 257 240
101 立 工 大学 合 ンター 742 488 1608.53 1 99 2453 13 271 104
102 立 名古屋外 大学・名古屋学芸大学図書館 8030 6906 4480 6 309 13159 49 279 640 850
103 立 名古屋学院大学学術 ンター 5100 4676 1773.64 2 379 7305 18 271 417 1000
104 立 名古屋学院大学学術 ンター（ 図書館） 1092 990 4122 3 5 261 408 400
105 立 名古屋 大学・名古屋 大学 大学 図書館 2256 7938 5409.04 5 355 1178 6 287 584 66
106 立 名古屋芸術大学 属図書館 ンパス図書館 2981 2450 2026 2 187 4883 21 240 117 110
107 立 名古屋 大学・名古屋 大学図書館 997 782 5409.04 1 70 1598 3 281 124 87
108 立 名古屋女子大学学術 ンター 2244 1233 876 2 266 3646 13 275 461 900
109 立 名古屋 大学図書館 1349.06 1 152 220
110 立 山大学名古屋図書館 11597 9812 7942 5 708 10403 103 314 831 1029
111 立 山大学 図書館 11597 9812 3167 2 100 1826 19 313 393 344
112 立 本 大学 属図書館（ 本館） 7359 6503 3879 2 485 14156 48 272 561 930
113 立 人間 大学 属図書館 818 594 792 2 75 655 4 254 130 70
114 立 名 大学 属図書館 14366 12956 13453.36 7 901 11328 64 312 1203 958
115 立 館大学 属図書館 3376 3025 4244 3 351 6822 22 273 432 567
116 立 鈴 科学大学 属図書館 2780 2543 3166.37 2 80 764 34 249 361 455
117 立 鈴 科学大学 属図書館 子分館 775 2 10 1204 6 280 138 379
118 立 鈴 大学 属図書館 439 378 1331 3 98 1407 3 239 213 174
















1 立 新 教 大学 属図書館 1739 1338 3121 3 356 4377 43 348 330 289
2 立 新 術科学大学 属図書館 3130 2418 2934 3 155 2593 42 356 312 232
3 立 新 新 大学学術 機 属図書館中央図書館 11953 10335 14212 3 1313 8061 106 348 1623 2744
4 立 山 山大学 属図書館中央図書館 8028 6814 9492 6 1064 8733 50 308 891 1009
5 立 山 山大学 属図書館 学図書館 3807 1926 3285 3 231 3141 13 334 592 727
6 立 大学 属図書館 13221 10488 10456 4 1198 13786 70 313 1091 2000
7 立 大学 属図書館 学図書館 3807 1926 3185 4 231 3141 13 334 343 433
8 立 大学 属図書館 学図書館 学 図書室 1256 1154 356 1 45 969 17 265 56 200
9 立 科学 術大学院大学 属図書館 1464 957 3076 3 148 1625 19 365 162 237
10 立 大学 属図書館 学図書館 3245 1091 3307 2 131 1840 29 360 427 448
11 立 山 山 大学 属図書館 学分館 6745 3976 1663 2 96 1638 16 288 189 495
12 立 大学 属図書館 学 図書館 3587 1300 1812 2 160 1673 10 288 204 245
13 立 大学 属図書館工学 図書館 2446 2053 1470 2 157 1828 21 277 315 450
14 立 大学 属図書館 学 図書館 887 724 1209 2 102 915 10 280 177 196
15 立 大学図書館 学図書館 3087 1229 2032 3 164 1001 11 281 154 165
16 立 教 大学 属図書館 4974 4217 5861 3 632 8681 60 291 453 722
17 立 術科学大学 属図書館 2976 2244 3093 3 178 1570 21 342 185 215
18 立 名古屋工 大学 属図書館 6772 5766 5594 4 475 3428 43 319 472 893
19 立 名古屋大学 属図書館中央図書館 25114 16451 15597 6 1231 13135 160 348 1042 2188
20 立 名古屋大学 属図書館 学 分館 学図書室 1226 1090 884 1 48 1078 9 233 190 298
21 立 名古屋大学 属図書館 学図書室 1276 1111 1059 1 248 4152 14 278 36 157
22 立 名古屋大学 属図書館 学図書室 2733 1993 1786 1 212 4387 34 242 144 176
23 立 名古屋大学 属図書館工学図書室 6365 5381 1459 1 198 3589 8 243 109 88
24 立 名古屋大学 属図書館生 学図書室 1310 1176 846 1 108 1022 8 241 94 255
25 立 名古屋大学 属図書館 研究 　 一図書室 127 90 185 1 14 136 190 7 10
26 立 名古屋大学 属図書館 図書室 354 299 348 1 71 1862 9 236 8 91
27 立 名古屋大学 属図書館 研究 　 図書室 173 56 147 1 13 224 0 241 8 5
28 立 名古屋大学 属図書館 ンター図書室 68 36 86 1 9 157 0 242 12 5
29 立 大学 属図書館 学 図書館 10632 7449 910 2 10 356 157 500
30 立 立 大学 属図書館 617 396 1186.44 2 54 2014 14 275 108 250
31 立 立大学図書・ ンター 729 579 1226 1 9 1245 7 281 82 135
32 立 市立 大学 782 1 80 64
33 立 立大学 属図書館 1908 1579 4080.52 2 341 6923 13 265 228 230
34 立 立大学 属図書館小 分館 246 185 382.29 2 39 754 1 261 43 39
35 立 山 科大学 属図書館 3877 3386 4553 4 343 11091 44 297 677 1174
36 立 山 山 立大学 図書館 503 425 1187 2 82 1594 13 267 125 164
37 立 立 大学図書館 593 364 1196 2 91 2649 34 275 122 215
38 立 科学芸術大学院大学 属図書館 110 5740 295 1 40 1227 4 240 15 22
39 立 立大学 属図書館 3592 2937 5996 4 380 6983 30 274 655 520
40 立 立芸術大学芸術 ンター図書館 1613 998 1703 3 106 3398 11 216 90 117
41 立 立大学 手 ンパス図書館 3703 3115 6374 3 565 7589 75 222 463 784
42 立 立大学 山 ンパス図書館 610 448 818 2 82 1366 12 246 93 130
43 立 名古屋市立大学 合 ンター山の 分館 2186 2055 3679 2 563 6344 24 276 219 286
44 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 3653 1187 1726 2 2143 4287 18 318 115 518
45 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 1449 779 879.98 1 66 552 4 283 114 280
46 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 536 499 1145 1 87 1541 7 282 68 84
47 立 新 学園大学図書館 788 659 971 1 93 2816 5 261 126 266
48 立 新 大学 属図書館 974 1 122 148
49 立 新 新 大学図書館 4321 3849 1399 3 97 7357 38 297 395
50 立 新 新 大学・新 大学 大学 図書館 1999 1653 1017 2 143 4768 33 284 166 150
51 立 山 科大学図書館 304 246 1381 2 100 2216 1 274 101 82
52 立 科大学図書館 3936 1123 2143 2 205 1537 8 281 189
53 立 大学図書館 2020 1731 788.23 2 105 4512 12 212 124
54 立 学院大学 ッ ル記 図書館 897 784 1902.74 2 163 2489 17 219 246 299
55 立 大学図書館 2207 1929 2495 4 151 2146 6 339 428 250
56 立 大学 属図書館 1361 1148 1194 2 118 3281 23 281 282 350
57 立 山 山大学図書館 219 125 2590 5 118 3454 2 200 73 50
58 立 山 山 学院 合図書館 4834 4186 3201.5 2 325 4511 11 256 500 300
59 立 本 科大学図書館 1354 770 1894 2 152 877 6 272 198 77
60 立 本大学図書館 2210 1888 1262 3 107 3482 10 275 209 326
61 立 科学大学図書館 1397 1197 728 1 56 1628 6 267 132 161
62 立 学園大学 ンパス図書館 2416 2129 1957 4 194 2167 18 257 228 188
63 立 学園大学 ンパス図書館 1174 562 1088 2 144 1568 8 256 163 98
64 立 女子大学図書館 1289 1067 1723 2 143 1821 11 272 180 61
65 立 中 学院大学 属図書館 1659 1030 1245 2 146 2636 22 314 199
66 立 学院大学・ 学院大学 大学 属図書館 1216 1066 4734 4 234 330 11 286 368 122
67 立 大学図書館 1366 1161 677.27 2 63 1298 3 266 144 158
68 立 大学 図書館 892 756 1156.2 2 58 916 3 268 169 112
69 立 工科大学 属図書館 1589 1410 1739.36 1 113 2432 9 229 243 360
70 立 大学 属図書館 図書館 2401 2095 1185 2 178 2139 8 249 223 83
71 立 大学 属図書館 図書館 1435 12250 960 1 98 1984 4 250 202 94
72 立 学院大学図書館 526 2 119 45
73 立 学院大学図書館 分館 3 96 13
74 立 科大学 学 ンター（図書館） 4051 1295 2640 2 106 1709 17 324 269 651
75 立 学院大学図書館 ンター 14466 6411 13960 4 936 9602 47 271 1494 957
76 立 学院大学 学・ 学図書館 ンター 3809 2061 1957 2 170 2164 15 295 237 655
77 立 学 大学 図書館 617 529 3407 2 189 2585 2 216 314 162
78 立 学 大学 図書館 1541 1367 1653.07 2 134 2989 9 229 224 202
79 立 工科大学 属図書館 1003 888 1291 1 38 796 8 246 31
80 立 工 大学 属図書館 6870 6136 4316 4 331 7348 49 284 625 837
81 立 大学図書館 10000 8905 3303.41 2 269 7151 47 249 476 635
82 立 大学図書館 が 分館 1000 8905 1585 3 138 4111 15 247 175 348
83 立 大学名古屋図書館 11508 7087 4650.52 3 528 8894 57 288 884 1195
84 立 大学 図書館 3105 6990 3 825 5770 36 293 811 504
85 立 大学 図書館 160 2518 3 156 828 282 452 945
86 立 大学図書館 1442 1297 1142.22 4 96 1625 6 242 188 271
87 立 教大学 属図書館 353 271 606 2 79 281 1 252 110 70
88 立 大学 属図書館 441 1 131 62
89 立 学園大学図書館 1936 1669 2324 3 231 3752 24 266 320 127
90 立 女子大学・ 女子 大学図書館 1142 950 581 1 91 879 10 284 120 84
91 立 学院大学図書館 6372 5464 6651 4 505 6631 50 272 566 400
92 立 大学 属図書館 1071 972 1130 2 83 597 5 284 155 120
93 立 椙山女学園大学中央図書館 6270 5873 3298 5 359 3970 57 282 460 391
94 立 椙山女学園大学 図書館 6270 5873 643 1 84 900 12 288 146 105
95 立 大 大学図書館 3982 3447 3064 4 249 4575 9 234 392 336
96 立 中 大学図書館 14308 13049 7493.5 2 459 7472 73 273 478 800
97 立 中 大学 属 記 図書館 12760 11491 11273.3 5 651 12864 54 283 951 1051
98 立 学園大学名古屋 ンパス図書館 2316 2028 2306.98 3 215 3928 29 227 300
99 立 学園大学 ンパス図書館 2364 2145 1242 3 79 3958 4 263 187 111
100 立 学園大学 属図書館（名古屋 大学） 3018.73 3 257 240
101 立 工 大学 合 ンター 742 488 1608.53 1 99 2453 13 271 104
102 立 名古屋外 大学・名古屋学芸大学図書館 8030 6906 4480 6 309 13159 49 279 640 850
103 立 名古屋学院大学学術 ンター 5100 4676 1773.64 2 379 7305 18 271 417 1000
104 立 名古屋学院大学学術 ンター（ 図書館） 1092 990 4122 3 5 261 408 400
105 立 名古屋 大学・名古屋 大学 大学 図書館 2256 7938 5409.04 5 355 1178 6 287 584 66
106 立 名古屋芸術大学 属図書館 ンパス図書館 2981 2450 2026 2 187 4883 21 240 117 110
107 立 名古屋 大学・名古屋 大学図書館 997 782 5409.04 1 70 1598 3 281 124 87
108 立 名古屋女子大学学術 ンター 2244 1233 876 2 266 3646 13 275 461 900
109 立 名古屋 大学図書館 1349.06 1 152 220
110 立 山大学名古屋図書館 11597 9812 7942 5 708 10403 103 314 831 1029
111 立 山大学 図書館 11597 9812 3167 2 100 1826 19 313 393 344
112 立 本 大学 属図書館（ 本館） 7359 6503 3879 2 485 14156 48 272 561 930
113 立 人間 大学 属図書館 818 594 792 2 75 655 4 254 130 70
114 立 名 大学 属図書館 14366 12956 13453.36 7 901 11328 64 312 1203 958
115 立 館大学 属図書館 3376 3025 4244 3 351 6822 22 273 432 567
116 立 鈴 科学大学 属図書館 2780 2543 3166.37 2 80 764 34 249 361 455
117 立 鈴 科学大学 属図書館 子分館 775 2 10 1204 6 280 138 379
118 立 鈴 大学 属図書館 439 378 1331 3 98 1407 3 239 213 174














1 新 教 1739 1338 3121 3 356 4377 43 348 33 289
2 新 術科学大学 属図書館 3130 2 18 2934 3 155 2593 42 356 312 23
3 新 新 大学学術 機 属図書館中央図書館 1 53 10335 14212 1313 8061 106 348 16 3 2744
4 山 山大学 属図書館中央図書館 8028 6814 9492 6 1064 8733 5 308 891 1009
5 山 山大学 属 学図書館 3807 1926 3285 3 231 314 13 334 92 727
6 1322 10488 10456 4 1198 13786 70 313 1091 200
7 大 属図書館 学図書館 3807 1926 185 4 231 141 13 334 343 433
8 大 属図書館 学図書館 学 図書室 1 56 1154 356 45 69 7 65 5 2 0
9 科学 術大学院大学 属図書館 1464 95 76 3 1 8 162 1 365 16 2 7
10 属図書館 学図書館 3245 1 91 3 07 131 1840 29 360 27 448
11 山 山 図書館 学分 6 45 3976 166 2 96 1638 16 8 189 495
12 大学 属図書館 学 図書館 3587 1300 1812 2 160 1673 10 88 204 245
13 大学 属図書館工学 図書館 446 053 470 2 157 182 21 77 315 450
14 大学 属図書館 学 図書館 887 724 1209 2 102 915 10 280 17 196
15 大学図書館 学図書館 3087 1229 2032 3 164 1001 1 8 5 165
16 教 大学 属図書館 4974 4217 5861 3 632 8681 60 91 453 722
17 術科学大 属図書館 2976 2244 093 3 1 8 1570 21 342 185 215
18 工 属図書館 677 5766 5594 4 475 3428 43 319 72 893
19 大学 属図書館中央図書館 25114 16451 15597 6 1231 13 35 160 348 1042 2188
20 大学 属図書館 学 分館 学 室 1226 109 884 1 48 1078 9 33 90 298
21 大学 属図書館 学図書室 1276 1111 1059 248 4152 14 78 36 15
22 大学 属図書館 学図書室 733 99 178 1 12 4387 34 42 144 176
23 大学 属 工学図書室 6365 5381 1459 198 3589 8 243 09 88
24 名古屋大学 属 生 学図書室 310 1176 8 6 1 1 1022 8 241 94 255
25 名古屋大学 属図書館 研究 　 一図書室 12 90 85 1 14 13 190 7 10
26 名古屋大学 属図書館 図書室 4 299 348 1 71 1862 9 36 8 91
27 名古屋大学 属図書館 研究 　 図書室 173 56 147 1 13 224 0 41 8 5
28 古屋大学 属図書館 ンター図書室 8 3 8 1 9 157 0 24 12 5
29 大学 属図書館 学 図書館 10632 7449 910 2 10 356 157 00
30 立 617 396 1 8 44 54 201 1 75 108 2 0
31 立大 図書・ ンター 729 579 1226 1 9 45 7 1 82 135
32 市立 大学 782 1 80 6
33 立大学 属図書館 190 1579 4080 52 2 341 6923 13 65 22 23
34 立 立大学 属図書館小 分館 246 185 382.29 2 39 754 1 261 43 39
35 立 山 科大学 属図書館 3877 3386 4553 4 343 11091 44 297 677 1174
36 立 山 山 立大学 図書館 503 425 1187 2 82 1594 13 267 125 164
37 立 立 大学図書館 593 364 1196 2 91 2649 34 275 122 215
38 立 科学芸術大学院大学 属図書館 110 5740 295 1 40 1227 4 240 15 22
39 立 立大学 属図書館 3592 2937 5996 4 380 6983 30 274 655 520
40 立 立芸術大学芸術 ンター図書館 1613 998 1703 3 106 3398 11 216 90 117
41 立 立大学 手 ンパス図書館 3703 3115 6374 3 565 7589 75 222 463 784
42 立 立大学 山 ンパス図書館 610 448 818 2 82 1366 12 246 93 130
43 立 名古屋市立大学 合 ンター山の 分館 2186 2055 3679 2 563 6344 24 276 219 286
44 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 3653 1187 1726 2 2143 4287 18 318 115 518
45 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 1449 779 879.98 1 66 552 4 283 114 280
46 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 536 499 1145 1 87 1541 7 282 68 84
47 立 新 学園大学図書館 788 659 971 1 93 2816 5 261 126 266
48 立 新 大学 属図書館 974 1 122 148
49 立 新 新 大学図書館 4321 3849 1399 3 97 7357 38 297 395
50 立 新 新 大学・新 大学 大学 図書館 1999 1653 1017 2 143 4768 33 284 166 150
51 立 山 科大学図書館 304 246 1381 2 100 2216 1 274 101 82
52 立 科大学図書館 3936 1123 2143 2 205 1537 8 281 189
53 立 大学図書館 2020 1731 788.23 2 105 4512 12 212 124
54 立 学院大学 ッ ル記 図書館 897 784 1902.74 2 163 2489 17 219 246 299
55 立 大学図書館 2207 1929 2495 4 151 2146 6 339 428 250
56 立 大学 属図書館 1361 1148 1194 2 118 3281 23 281 282 350
57 立 山 山大学図書館 219 125 2590 5 118 3454 2 200 73 50
58 立 山 山 学院 合図書館 4834 4186 3201.5 2 325 4511 11 256 500 300
59 立 本 科大学図書館 1354 770 1894 2 152 877 6 272 198 77
60 立 本大学図書館 2210 1888 1262 3 107 3482 10 275 209 326
61 立 科学大学図書館 1397 1197 728 1 56 1628 6 267 132 161
62 立 学園大学 ンパス図書館 2416 2129 1957 4 194 2167 18 257 228 188
63 立 学園大学 ンパス図書館 1174 562 1088 2 144 1568 8 256 163 98
64 立 女子大学図書館 1289 1067 1723 2 143 1821 11 272 180 61
65 立 中 学院大学 属図書館 1659 1030 1245 2 146 2636 22 314 199
66 立 学院大学・ 学院大学 大学 属図書館 1216 1066 4734 4 234 330 11 286 368 122
67 立 大学図書館 1366 1161 677.27 2 63 1298 3 266 144 158
68 立 大学 図書館 892 756 1156.2 2 58 916 3 268 169 112
69 立 工科大学 属図書館 1589 1410 1739.36 1 113 2432 9 229 243 360
70 立 大学 属図書館 図書館 2401 2095 1185 2 178 2139 8 249 223 83
71 立 大学 属図書館 図書館 1435 12250 960 1 98 1984 4 250 202 94
72 立 学院大学図書館 526 2 119 45
73 立 学院大学図書館 分館 3 96 13
74 立 科大学 学 ンター（図書館） 4051 1295 2640 2 106 1709 17 324 269 651
75 立 学院大学図書館 ンター 14466 6411 13960 4 936 9602 47 271 1494 957
76 立 学院大学 学・ 学図書館 ンター 3809 2061 1957 2 170 2164 15 295 237 655
77 立 学 大学 図書館 617 529 3407 2 189 2585 2 216 314 162
78 立 学 大学 図書館 1541 1367 1653.07 2 134 2989 9 229 224 202
79 立 工科大学 属図書館 1003 888 1291 1 38 796 8 246 31
80 立 工 大学 属図書館 6870 6136 4316 4 331 7348 49 284 625 837
81 立 大学図書館 10000 8905 3303.41 2 269 7151 47 249 476 635
82 立 大学図書館 が 分館 1000 8905 1585 3 138 4111 15 247 175 348
83 立 大学名古屋図書館 11508 7087 4650.52 3 528 8894 57 288 884 1195
84 立 大学 図書館 3105 6990 3 825 5770 36 293 811 504
85 立 大学 図書館 160 2518 3 156 828 282 452 945
86 立 大学図書館 1442 1297 1142.22 4 96 1625 6 242 188 271
87 立 教大学 属図書館 353 271 606 2 79 281 1 252 110 70
88 立 大学 属図書館 441 1 131 62
89 立 学園大学図書館 1936 1669 2324 3 231 3752 24 266 320 127
90 立 女子大学・ 女子 大学図書館 1142 950 581 1 91 879 10 284 120 84
91 立 学院大学図書館 6372 5464 6651 4 505 6631 50 272 566 400
92 立 大学 属図書館 1071 972 1130 2 83 597 5 284 155 120
93 立 椙山女学園大学中央図書館 6270 5873 3298 5 359 3970 57 282 460 391
94 立 椙山女学園大学 図書館 6270 5873 643 1 84 900 12 288 146 105
95 立 大 大学図書館 3982 3447 3064 4 249 4575 9 234 392 336
96 立 中 大学図書館 14308 13049 7493.5 2 459 7472 73 273 478 800
97 立 中 大学 属 記 図書館 12760 11491 11273.3 5 651 12864 54 283 951 1051
98 立 学園大学名古屋 ンパス図書館 2316 2028 2306.98 3 215 3928 29 227 300
99 立 学園大学 ンパス図書館 2364 2145 1242 3 79 3958 4 263 187 111
100 立 学園大学 属図書館（名古屋 大学） 3018.73 3 257 240
101 立 工 大学 合 ンター 742 488 1608.53 1 99 2453 13 271 104
102 立 名古屋外 大学・名古屋学芸大学図書館 8030 6906 4480 6 309 13159 49 279 640 850
103 立 名古屋学院大学学術 ンター 5100 4676 1773.64 2 379 7305 18 271 417 1000
104 立 名古屋学院大学学術 ンター（ 図書館） 1092 990 4122 3 5 261 408 400
105 立 名古屋 大学・名古屋 大学 大学 図書館 2256 7938 5409.04 5 355 1178 6 287 584 66
106 立 名古屋芸術大学 属図書館 ンパス図書館 2981 2450 2026 2 187 4883 21 240 117 110
107 立 名古屋 大学・名古屋 大学図書館 997 782 5409.04 1 70 1598 3 281 124 87
108 立 名古屋女子大学学術 ンター 2244 1233 876 2 266 3646 13 275 461 900
109 立 名古屋 大学図書館 1349.06 1 152 220
110 立 山大学名古屋図書館 11597 9812 7942 5 708 10403 103 314 831 1029
111 立 山大学 図書館 11597 9812 3167 2 100 1826 19 313 393 344
112 立 本 大学 属図書館（ 本館） 7359 6503 3879 2 485 14156 48 272 561 930
113 立 人間 大学 属図書館 818 594 792 2 75 655 4 254 130 70
114 立 名 大学 属図書館 14366 12956 13453.36 7 901 11328 64 312 1203 958
115 立 館大学 属図書館 3376 3025 4244 3 351 6822 22 273 432 567
116 立 鈴 科学大学 属図書館 2780 2543 3166.37 2 80 764 34 249 361 455
117 立 鈴 科学大学 属図書館 子分館 775 2 10 1204 6 280 138 379
118 立 鈴 大学 属図書館 439 378 1331 3 98 1407 3 239 213 174
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これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい
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Things on the desk & Things have on hand
Acts
re
ｗr
ｓl
ta
pl
wa
we
si
会話する
遊ぶ
動画を見る
web 閲覧
探索をする
一般図書（図書館外の本は○する）
【小説、新書など】
専門図書（図書館外の本は○する）
【統計書、図鑑、学術雑誌など】
ノート・プリント
B
E
N
P
T
K
M
G
ノートパソコン
（電源接続の場合は○する）
タブレット機器
スマートフォン
その他の項目や
気がついたことは、
たくさん書ける範囲で
書いて下さい。
雑誌
ゲーム機
四角は椅子の line
name
記入者
時間 :　　時　　分～
メモ（行動の特徴など）
